
    
      
        
      
    

  











本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ああ……朝日が目に染しみる」

　ビルの谷間から昇のぼっていく太陽を、眩まぶしそうに手で遮さえぎりながら見上げていた。

　私の名前は神かん崎ざき真ま里り子こ。二十七歳さいのＯＬで彼かれ氏しは……まあいない。

　都内で一人暮らしをしている平へい凡ぼんな容姿のアラサーだ。

（ん～！　結局完かん徹てつはしたけど、ようやく全キャラ落とせた朝はとても清すが々すがしいな～！）

　目の下に濃こいクマを作りながらも満足そうな顔をしている私は、俗ぞくに言うゲームヲタクである。特にゲームの中でも乙おと女めゲームと呼ばれるジャンルが一番好きで、新しい乙女ゲームの発売情報を得ると機種問わず全て購こう入にゆうしているほどだ。

　そんな私が今ドハマりしているのが、数々の名作を生み出してきたゲーム会社の最新作『悠ゆう久きゆうの時を貴女あなたと共に』という王宮を舞ぶ台たいにした乙女ゲームである。

　その乙女ゲームを発売前からずっと楽しみにしていた私は、発売日から数日間有休を取り、寝ねる間も惜おしんでゲームに没ぼつ頭とうしていたのだ。

　しかしほとんど食事も取らず夢中になってやっていたため、やり終わった解放感と共に強きよう烈れつな空腹感が私を襲おそい、仕方なく現在朝ごはんを買いにコンビニに向かっているところなのである。

　交差点で赤信号に引っかかった私はおもむろに鞄かばんの中からスマホを取り出し、画面の電源を入れて待ち受け画面を表示すると自然に顔がにやけてしまった。なぜならそこには、『悠久の時を貴女と共に』の初回限定特典である待ち受け画像が映っていたからだ。

　私がニヤニヤしながら可か憐れんなヒロインを美び麗れいな男性陣じんが囲んでいる画像を見ていると、突とつ如じよ大きなクラクションが響ひびき、驚おどろいて画面から目を離はなし前を見た。

　するとそこには横断歩道をとことこと歩いているまだ幼い男の子と、その男の子に向かって大型トラックが急ブレーキをかけながら迫せまっている光景が広がっていたのである。さらに男の子の母親と思われる女性が、横断歩道の向こうから必死の形相で駆かけてくるのが見えた。しかしどう考えても間に合わない。その瞬しゆん間かん、私は考えるよりも先に動いていた。

　私は至るところから悲鳴があがっている中を持っていた鞄とスマホを投げ捨て、一目散に男の子のもとまで駆けつけるとその体を突つき飛とばす。次の瞬間、私の体は激しい衝しよう撃げきを受けて一いつ瞬しゆん宙を舞まい道路に落下したのだった。

　そのまま道路に倒たおれ動けなくなった私は、薄うすれゆく意識の中で男の子が無事お母さんの胸で泣いている姿にホッとしながら静かに瞼まぶたを閉じた。

（……あのゲーム……もう一回だけ……周回……プレイ……したかった……な…………）

　そんな心残りを覚えながら私の意識はそのまま深しん淵えんに墜おちていき、そして神崎真里子としての人生はそこで終わったのである。
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　神かん崎ざき真ま里り子ことしての人生は確かに終わった。しかし私は、もう一度赤あかん坊ぼうの姿から前世の記き憶おくを持った状態で、日本ではない別の世界に転生していたのだ。

　この世界での私は公こう爵しやく家の長女であり、名前をセシリア……セシリア・デ・ハインツと名付けられ、絹のように滑なめらかな銀ぎん髪ぱつと紫むらさき色いろの瞳ひとみをした美少女の姿であった。そんな私の今のお父様がラインハルト・デ・ハインツといい、お母様はレイラ・デ・ハインツ。加えて私と六歳さい離はなれたお兄様のロベルト・デ・ハインツという家族構成である。

　ちなみに美形家族だ。そしてこのハインツ家は王家と血けつ縁えん関係があり、名だたる貴族の中でも最も地位の高い筆頭貴族でもあったのだ。

　その誰だれもが羨うらやむほど恵めぐまれた家庭に生まれた私は当然何不自由のない生活を送り、両親やお兄様さらにはハインツ家に仕える人々に溺でき愛あいされながらすくすくと育ち、現在三歳まで成長した。

　そんなある日、お父様とお母様が私とお兄様を見ながら話をしていた。

「レイラ、私達の子どもはまるで天使のように愛らしいな」

「ええ、本当にそうですわね」

「特にセシリアの可か愛わいさはこの世のものじゃない！」

（いやいやそこまで言わなくても……）

「これならきっとセシリアが十七歳の時におこなわれるご神しん託たくで、セシリアが『天空の乙おと女め』に選ばれるはずだ！」

（……え？　『天空の乙女』？　……どこかで聞いたことがあるような……）

「それにこの可愛さなら、セシリアの一つ年上で年齢もちょうどいいカイゼル王子の婚こん約やく者しやにもなれるかもな」

「父様！　僕の可愛いセシリアに婚約者なんて必要ないよ！」

　お兄様はお父様を睨にらみつけながら私を強く抱だきしめてきた。

　しかし私はそれよりもお父様の言葉がどうも引っかかっていたのである。

（……『カイゼル王子』？　あれ？　これもどこかで……んん!?　『天空の乙女』に『カイゼル王子』……ま、まさか……）

　ある考えが頭に浮うかび、ゆっくりとお兄様の胸から顔を上げてお父様を見つめた。

「お、おとうしゃま……ちょとおききちたいのでしゅが……このくにのおなまえってなんでしゅか？」

「ん？　国の名前？　『ベイゼルム王国』だが、それがどうかしたのかい？」

　不思議そうな顔でお父様は私を見てきたが、そんなことを気にしている場合ではないのだ。

（『天空の乙女』『カイゼル王子』『ベイゼルム王国』…………『セシリア』……も、もしかしなくてもここって、完全に私が前世でやっていた乙女ゲーム『悠ゆう久きゆうの時を貴女あなたと共に』の世界じゃないか！　そして私の名前は『セシリア』……ヒロインの邪じや魔まをする悪役令れい嬢じようの名前だよ!!）

　その事実に気がつき心の中で叫さけぶと、あまりのことに絶望してそのままぷっつりと意識を手放してしまったのである。




　数時間後、ふと目を覚ますと私は自分のベッドに寝ねかされていた。

　私は薄うす暗ぐらい部屋の中でゆっくりと体を起こすと、なるべく音を立てないようにそっとベッドから抜ぬけ出だしサイドテーブルに置いてあったランプに明かりを点つけた。それを持って寝しん室しつに置かれている机に向かったのだ。

　ランプを机の上に置き着席した私は、引き出しからお絵え描かき用にと大量に入れていた白い紙とペンを取り出し、おもむろに文字を書き始めた。
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　※『悠久の時を貴女と共に』の大まかなストーリー。

　ベイゼルム王国では、数十年に一度『天空の乙女』という巫み女こを選ぶ神託がとりおこなわれている。その神託によってヒロインのニーナが巫女に選ばれた。

　ニーナは『天空の乙女』に選ばれたことで一年間王宮に住まうこととなり、そこで攻こう略りやく対象者である男性陣じんと出会い恋れん愛あいをしていく、というのが大まかな流れである。

　そしてその攻略対象者の中にベイゼルム王国の第一王子『カイゼル王子』がいる。

　さらに『カイゼル王子』には見た目は美少女だが我わが儘ままで嫉しつ妬と深ぶかく性格が最悪な公爵令嬢の婚約者『セシリア』がいた。『セシリア』は悪役令嬢らしく様々な嫌いやがらせや意地悪をニーナにおこない、ウザイほど攻略対象者との恋愛を邪魔してきたキャラだ。




　私はそこでペンを置き頭を抱かかえて心の中で唸うなった。

（うがぁぁぁ！　完全に私、この『悪役令嬢セシリア』じゃないか！　今ゲーム内の『セシリア』を思い出したけど髪かみの色も瞳の色も全く同じだったよ。せっかく転生して新たな人生が送れると思っていたのに、なんでこんなことに……あ！　まさか前世で死ぬ間ま際ぎわ、もう一回ゲームを周回したいとか願ったから？　でもそれならなんで『悪役令嬢』に転生させられるのよ！　せめてお城勤めができる侍じ女じよぐらいのモブキャラに転生させてくれたらよかったのに。そうすれば、陰かげながらニーナと攻略対象者達の恋愛模様を観察する生活が送れたんだけど!!　よりにもよって一番嫌きらいなキャラに転生させられるなんて……）

　悪役令嬢というポジションにガックリとうなだれる。しかしすぐに私は顔を上げた。

（いや、まだ悲観するのは早い！　そもそも私の大好きなキャラ、ニーナの恋愛を邪魔する気なんて全くないからさ。うん、私は普ふ通つうの公爵令嬢として生きるんだ。……あれ？　でも確かゲームでのセシリアってニーナがハッピーエンドを迎むかえた時、処しよ刑けいされる結末もあったような……ぎゃぁ駄だ目めだ！　悪役令嬢役をやらなくても、何かのきっかけでそんな未来に進むかも……それはさすがに御ご免めん被こうむりたい。よし！　十七歳になるまでまだ十四年もあるんだし、それまでに処刑フラグを立たせないようにしよう！）

　決意した私は再びペンを持つと、思い出せる限りのゲーム内容と攻略対象者の情報を書き出し、これからの対策を明け方近くまで考えたのである。




　翌日、さっそく私はお父様に頼たのみ込み家庭教師を雇やとってもらうことにした。

（よし、なんとか家庭教師をつけてもらえた！　とりあえず処刑エンドを回かい避ひするためにも、まずはこの世界のことをしっかりと知っておかないと！　だって私の知識はゲーム上で知れる断だん片ぺん的てきな事こと柄がらだけだから、ちゃんと知識があるのとないのとでは未来に絶対影えい響きようすると思うんだ。……まあニーナのハッピーエンドを防げば処刑エンドも回避できるんだろうけど……なんといってもニーナの幸せを邪魔なんてしたくない！　あの子にはちゃんとハッピーエンドを迎えて欲ほしいんだ。だから……ニーナの幸せを邪魔せず、私も生き残れる道ルートを進むためにも今できることから始めるよ！）

　徹てつ夜やで考えた対策の一つが、この世界の知識を得るために家庭教師をつけてもらうというものだったのだ。




　※『対策案』

　一、この世界の知識を得るため家庭教師をつけてもらう。

　二、極力、攻略対象者達と関わらない。

　三、ゲームのセシリアと同じ我儘な性格にならない。

　四、カイゼル王子の婚約者にならない。

　五、ニーナの恋を邪魔しない。




　数日後、お父様は私のために一人の家庭教師を家に連れてきてくれた。

「セシリア、紹しよう介かいしよう。王宮学術研究省所長のデミトリアさんだ」

　デミトリアさんと呼ばれたその方は、背中で切きり揃そろえている深緑の長ちよう髪はつに茶色い瞳をしており、さらに銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねをかけた綺き麗れいな顔立ちの男性だった。

（……お、王宮学術研究省!?　確かこの国トップクラスの機関で、秀しゆう才さい達が集まる研究所だったはず。そんなすごいところの所長に家庭教師を頼んじゃったの!?）

　まさかの肩かた書がきに驚おどろいていると、デミトリア先生が一歩前に出て挨あい拶さつをしてきた。

「初めましてセシリア様。お父様のラインハルト様からお話は伺うかがっております。三歳というお年で勉学に興味を持たれるとは大変素す晴ばらしいと感心いたしまして、このお話を快くお受けさせていただきました。これからどうぞよろしくお願いいたします」

「……デミトリアしぇんしぇい、おねがいちましゅ」

　そうして私はデミトリア先生の授業を受けることとなったのだが──。

（いや～薄うす々うすは感じていたけど……この世界は日本で作られたゲームだからか、文字は日本語だし数学も大学まで卒業した私にとってはどれも簡単なものばかりだよ。今までは三歳の私に合わせて字のない絵本しか見せてもらえなかったし、童話なんかは夜寝る前にお母様が読み聞かせてくれるから中身を見たこともなかったんだよね。……だけど、まさかこの世界の共通言語が日本語だったとは思わなかった）

　その事実に気づき、私は複雑な気持ちで授業を受けていた。

　だから出された問題も難なくこなすことができ、さらにまだひらがなであったが完かん璧ぺきに文字も書けたのである。

　そんな私の回答を見て、デミトリア先生は興奮した面おも持もちでお父様に語りだした。

「いや～本当に素晴らしいお嬢じよう様さまですね！　将来は是ぜ非ひとも我わが王宮学術研究省に入っていただきたいものですよ！」

「いや、さすがにそれは……」

「ああそうでした。公爵家のご令嬢では難しいことでしたね。でも、もし機会があればご検討のほどお願いいたします」

「……わかりました。しかし王宮学術研究省に入るのであれば、ご子息の方が適任では？」

「もちろん息むす子こはそのつもりでいるようで、毎日勉学に励はげんでいますよ」

「そういえばご子息は神童と呼ばれるほどの秀才でしたね？　確かセシリアの一つ年上で四歳でしたかな？」

「はい。親の私が言うのもなんですが、あの子も大変優秀でして。ただ性格が少し……」

　デミトリア先生は口を閉ざし困った表情をした。するとお父様も何かを思い出したのかそれ以上何も聞かなくなったのである。

　私はその二人の会話を聞いて嫌な予感がした。

（四歳の時点で神童と呼ばれ、将来は王宮学術研究省を目指している秀才の男の子。だけど性格に問題あり……なんかこれに符ふ合ごうする人物に心当たりがあるんだけど……）

　すごく嫌な予感がしながら恐おそる恐おそるデミトリア先生に聞いてみた。

「デミトリアしぇんしぇい……しぇんしぇいのおうちのおなまえってなんでしゅか？」

「え？　ああそういえば名乗っていなかったですね。所長をしているとなんの役にも立たない家名を忘れてしまうようでして。我わが家やの家名はライゼント……私はデミトリア・ライゼントですよ。これでも一応伯はく爵しやくです」

「ラ、ライゼント……デミトリアしぇんしぇいのむしゅこしゃまのおなまえは？」

「息子？　息子の名前は『シスラン・ライゼント』ですが？」

「!!」

　デミトリア先生の息子の名前を聞いて愕がく然ぜんとした。

（や、やっぱり『シスラン・ライゼント』だった！）




　※『シスラン・ライゼント』

　攻略対象者の一人でゲーム上では十八歳。深緑の長髪を後ろで一つに結び切れ長の金色の瞳と銀縁の眼鏡が印象的な綺麗な顔立ちの男性。

　四歳頃ごろから秀才ぶりを発揮して大人達を驚かせ、神童と呼ばれるようになった。将来は王宮学術研究省に入ることが目標で日々勉学に励んでいる。

　しかし人付き合いが悪く自分より頭の悪い者と話すのを嫌い、仕方なく話す時は常に刺とげのある物言いで他人を寄せつけない。

　だがニーナと触ふれ合あっていくうちにいつしかその心が和やわらぎ、勉学だけが自分の拠より所どころだと思っていた気持ちに変化が起こると、ニーナを大切な人だと思えるようになった。




　私は『シスラン』について書いた内容を思い出し、激しく動どう揺ようしていた。

（うぎゃぁぁぁ！　早くも攻略対象者の関係者と接点ができるなんて！　……そりゃ、本音を言えば攻略キャラに実際会ってみたい気持ちはあるよ？　だけどライバルキャラである私が関わらない方が、ニーナの恋愛は絶対スムーズにいくはず。それに……攻略キャラ達と接点がなければ私の処刑フラグも立たないと思うんだよね。だからこそ、ここでシスランの関係者と接点ができてしまうと困るんだよ！）

　呆ぼう然ぜんとしている私を見て、デミトリア先生が不思議そうな顔で声をかけてきた。

「どうしたのですセシリア様？　あ、もしかして私の息子に会いたいのですか？　それでしたら今度連れて……」

「いえ！　けっこうでしゅ!!」

　デミトリア先生が言い終える前に、必死の形相で食い気味に断りの言葉を叫んだのであった。
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　あれからいろいろ考えた結果、デミトリア先生の教えを受け続けることにした私は、この国の歴史や他国の事情、さらにはこの世界の様々な情勢を知ることができた。

　そして途と中ちゆうからマナーと教養とダンスの先生が増え、貴族としての知識や立ち振ふる舞まいを身につけるという慌あわただしい日々を過ごし、あっという間に月日が流れて私は十二歳にまで成長したのである。

　そんなある日の夜、私は寝室でランプの明かりを頼たよりに一枚の紙を見ていた。

　その紙とは私が三歳の時に書き記した、この世界『悠久の時を貴女と共に』の攻略対象者の情報である。




　※『カイゼル・ロン・ベイゼルム』

　襟えり足あし長めの金髪と宝石のように輝かがやく青い瞳が印象的な美しい顔立ちの男性で、ゲーム上では十八歳。ベイゼルム王国の第一王子であり王太子でもある。

　王子という立場上、人当たりもよく常に王子様スマイルを振ふり撒まいている。

　しかしその笑え顔がおによって誰も王子の本心を知ることができないでいた。王子はその温厚な見た目とは裏腹に腹黒王子であったのだ。

　自分に近づいてくる者は誰も信用せず、逆に利用できる者は利用していた。だがニーナと出会い、その優やさしい心と王子という身分を気にしない人柄に次し第だいに惹ひかれていくのである。

　そうして最後ニーナと恋こい人びと同士になると、それまで散々ニーナに意地悪をおこなっていたセシリアを断罪、投とう獄ごく、そして処刑という手はずをいつの間にか整えていた。

　ちなみにセシリアが王子と婚約することになった経けい緯いは、セシリアが十二歳の時、王宮で開かれた舞ぶ踏とう会かいに参加し、社交界デビューをしようとした際、初めて出会った王子に一ひと目め惚ぼれをし、宰さい相しようの父親に頼み込んで無理やり婚約者の座を得たのである。




　私は自分で書いた内容を何度も読み返し大きなため息をついた。

（今思い出してもゲーム上のセシリアって性格悪いな～。親の権力使って婚約者の座を得るなんて……ニーナにも散々意地悪していたし、そりゃ王子もそんな婚約者より可愛くて優しいニーナを選ぶよね。まあ裏で、処刑まで用意周しゆう到とうに動いていた王子もすごいけど……。だけど、セシリアがあんな性格になったのも今ならよくわかるよ）

　家族やハインツ家に仕える人々からの私に対する過度な甘あまやかしっぷりを思い出し、苦笑いを零こぼす。

（そもそも精神年齢が二十七歳の私だったから、それらの甘やかしにも冷静な判断ができたし、むしろ逆にしっかりしなくてはと思えたけど、普通の純真無む垢くな子どもがあんな待たい遇ぐう受け続ければ我儘に育つよ……）

　私は一人乾かわいた笑いを漏もらすと読んでいた紙を再び隠かくしたのだった。




　翌日の夕方。城の入口の前で馬車が停とまり、そこから御ぎよ者しやに手を支えられながら私は可か憐れんなドレス姿で降り立った。

　そう、今日がいよいよカイゼル王子と初めて出会う舞踏会当日なのである。

　私はじっと城を見上げ自分の手を強く握にぎりしめると、覚かく悟ごを決めて舞踏会が開かれる広間に向かって足を進めた。

　きらびやかに装そう飾しよくされた広間に到とう着ちやくしてからすぐに、社交界デビューのご子息ご令嬢以外で唯ゆい一いつ大人で参加できる国王夫妻と、そのご令息である『カイゼル王子』の入場を知らせる声が広間中に響ひびき渡わたった。

（とうとうこの時がやってきた！）

　さきほどからうるさいくらい鳴なり響ひびく心臓の音を聞きながら、ゆっくりと開く扉とびらに合わせて頭をさげる。

　国王夫妻とカイゼル王子が広間の中央を通り抜けている間、私達は皆みな、道を開けて頭をさげ続けて待った。そして数段高い壇だん上じように用意された椅い子すの前に立つと、国王が私達に向かって声をかけたのである。

「皆の者、顔を上げよ」

　凜りんとした国王の言葉に私達は一いつ斉せいに顔を上げ、壇上に立っている三人を見た。

　まず国王は金髪碧へき眼がんの美び丈じよう夫ふで、その隣となりに寄より添そうように立ち優しい微ほほ笑えみを浮かべている王おう妃ひは淡あわい桃もも色いろの髪に青い瞳の美女。そんな二人の間に笑みを浮かべながら立っているのが、カイゼル王子だ。

（うおぉぉぉ！　ゲームの中で見たカイゼル王子を幼くした感じだぁぁぁ！　うん、やっぱり子どもであってもイケメンだな～。なんかオーラが違ちがうよ。確かにセシリアが初めてカイゼル王子を見て一目惚れしたというのも納なつ得とく。……正直一番の推おしキャラだったから、子どものカイゼル王子でも、ちょっとドキドキしているよ。もしあれが十八歳のカイゼル王子だったら……卒そつ倒とうしていたかもしれない。だってニーナに甘い微笑みを浮かべながら囁ささやくあの姿は、今でも私の脳のう裏りに焼きつく破壊力があったんだから！　それにしても……幼いながらも完成された王子様スマイルに、会場中のご令嬢の目が完全に釘くぎづけだよ。まあ……冷静に考えてみれば、あの笑顔はニーナに向ける笑顔と違う似え非せスマイルなんだよな～それに腹黒だし……しかも私を将来処刑するかもしれない男なんだよね。あ、そう考えたらドキドキが収まってきたかも）

　複雑な気持ちのまま国王夫妻とカイゼル王子の挨拶を聞いていると、陛下の挨拶が終わり、すぐにご子息ご令嬢達がカイゼル王子に群がっていったので、私はその群れが落ち着くまで近寄るのをやめることにした。

　ようやく群れが引き始めてきた頃ころを見計らい、一度大きく深呼吸をしてからカイゼル王子のもとに挨拶に伺う。

「カイゼル王子初めまして、セシリア・デ・ハインツと申します。お会いできてとても光栄です」

　私はそう名乗るとドレスの裾すそを軽く摘つまみ、膝ひざを折ってカイゼル王子に会え釈しやくした。

「ハインツ……ああ貴女がセシリア嬢ですか。こちらこそお会いできて光栄です。貴女のことはお父上のハインツ公やロベルトからよく聞いていましたよ。しかし……話の通り本当に天使のように愛らしい方ですね」

「……ありがとうございます」

　カイゼル王子がにっこりと微笑みながら私の容姿を褒ほめてくれたのだが、それは口だけで本心からでないのがその表情から感じ取れた。だから私もそれに倣ならって似非スマイルでお礼を返す。

　するとカイゼル王子はそんな私の様子に気がついたのか一いつ瞬しゆん目を瞠みはった。しかしすぐに表情を戻もどし私の話を聞く体勢を取ったのだが、そこで私はカイゼル王子にもう一度会釈をしたのである。

「では挨拶も終わりましたので、これで失礼いたします」

「え!?」

　カイゼル王子の驚く声を敢あえて無視し、踵きびすを返して王子のもとを離れる。

「え？　セシリア嬢？」

　戸と惑まどった声で私を呼ぶのが後ろから聞こえたが、それでも私は振り返るつもりなど全くなかった。

（よし！　対策案の一つでもあった婚約回避作戦は無事遂すい行こうできた！　そもそも必ひつ須す事じ項こうの社交界デビューだったけど、そこでカイゼル王子に興味がないことをアピールできたし、挨拶をしただけだから、カイゼル王子の印象にも残らなかったはずだよね。それにしても……ゲーム上では見られなかった幼い頃のカイゼル王子を生で見ることができたのは嬉うれしかったな～。あとは舞踏会が終わるまでカイゼル王子と接せつ触しよくを避さければ、ほぼ会うこともないだろうし、これで確実に婚約は回避できたはず！　それに婚約者のいないカイゼル王子とならニーナも気楽に恋愛できると思うんだよね。……その時は、侍女に扮ふんして陰ながら応援してみようかな！）

　そんな未来予想図を思おもい描えがいて歩き続けると、なんだか美お味いしそうな匂においが漂ただよってきた。

　視線を向けると、長いテーブルの上にずらりと様々な料理が置かれていたのである。

（うわぁ～！　どれも美味しそう！　カイゼル王子のことでずっと緊きん張ちようしていたから、あんなにたくさんの料理が用意されていたのに気がつかなかった！　あ、意識したら急にお腹なかが……）

　自覚した途と端たん小さく空腹を訴うつたえる音がして、私は顔を赤らめながらお腹を押おさえた。

　すぐに私は周りを確かく認にんし、誰にも聞かれていないことにホッとしつつ料理を食べるために移動した。

　テーブルに到着した私は取り皿を手に持ち、美味しそうな料理の数々に目を輝かせながら皿に乗せていく。そうしてある程度皿に盛ったところで、その中の子羊のテリーヌをフォークで一口大に切って口の中に入れたのである。

（お、美お味いしい！　さすが王宮料理はレベルが違うな～！　もちろんうちの料理人が作ってくれる料理も美味しいけど、やっぱり王族が食べる物は素材から違うのかさらに上をいくんだね！）

　口の中で溶とけていく旨うま味みに頰ほおを緩ゆるませながら満足そうに食べていると、ふとあることに気がつき料理が並んでいるテーブルを見回した。

（……あれ？　ここの料理、全然食べられていないような……というかこのテーブルの近くにいるのって……私だけ？）

　確認するように広間を見渡すと、確かに飲み物のグラスを持って話しをしている人はいるのに、料理の皿を持っている人は見当たらなかったのである。

（え？　え？　皆、食べないの？　こんなに美味しいのに……。これじゃ確実に余っちゃうよ。うわぁ～もったいない）

　前世の私は基本的に食べ物を残すのが嫌いな性格だったのだ。どんなにお腹が苦しくなっても、出された料理は最後まで全部食べていた。なぜならせっかく作ってくれた人に申し訳ないと思ってしまうからだ。

　だから前世で飲食店に行った時、食べられない量の注文をして少しだけ食べて残していく客を見かけるとすごくムカムカした。

　それを思い出し、この料理達も最後は棄すてられてしまうのではと考えると、なんだかやりきれない気持ちになったのだ。

　しかしさすがに私一人ではこの量を到とう底てい食べきれるわけもなく、小さなため息と共に思わず呟つぶやいたのである。

「せめて……タッパーでもあれば」

「たっぱ？」

「え!?」

　唐とう突とつに聞こえてきた声に驚き慌てて後ろを振り向くと、そこには不思議そうな顔で私を見ている──。

「カ、カイゼル王子!?」

　予想外の人物に私は驚きの声をあげながら固まってしまったのである。するとそんな私を見てカイゼル王子はなんだか楽しそうにふわりと笑ったのだ。

（……あれ？　この笑顔どこかで見たことが……あ、ゲームでニーナに微笑んでいる時の笑顔だ！　……ってなんで今その笑顔？　まだニーナいないよ？）

　さきほどとは明らかに違うカイゼル王子の変化に戸惑っていると、不思議そうな顔でもう一度私に問いかけてきた。

「セシリア嬢……『たっぱ』とはなんのことですか？」

「え？　たっぱ？　……あ！　い、いえ、たっ、たっぷりの料理が並んでいて美味しそうですね～と言っていたのです！」

「そうでしたか？　ん～私の聞き間違いでしょうか？　だけどそのようには聞こえなかった気がしたのですが……」

「た、多分私が言い間違えていただけですので、お気になさらないでください！」

　私はこの世界にはない前世で愛用していた、食品保管容器の名前をなんとか誤ご魔ま化かそうとした。

「それよりもカイゼル王子、どうしてこちらにいらっしゃるのですか？　取り巻……いえ、ご一緒されていたご令嬢の方々がお近くに見えないようですし……」

　さきほどまでカイゼル王子の側そばをついて離れなかった取り巻き集団のご令嬢方が、今は一人もいないのを不思議に思っていると、カイゼル王子が目線だけで別の方を示してきた。そこには寄り集まってじっとカイゼル王子を見つめているご令嬢の集団がいたのだ。

「あの令嬢の方々には申し訳ないと思いましたが、少し離れていただいたのです」

「……お一人になりたかったのですね。あれ？　でもどうしてこちらに？　お一人になりたいのでしたら別の場所でも……」

「いえ、私がセシリア嬢とお話しをしたかったからです」

「……え？　私と!?」

　まさかの言葉に私の表情は固まった。

（な、なんで私と!?　私達、軽く挨拶を交かわしただけだよね？　そもそもカイゼル王子の興味を引く話題すら話していないのに、なんでわざわざ私と話しがしたいの!?　意味がわからないんだけど……というか私は話したくないんだけど……）

　そう思い戸惑いの表情を浮かべていると、再びカイゼル王子が楽しそうにふわりと笑ったのだ。

「ふっ、セシリア嬢は表情がコロコロ変わられる」

「へっ？」

「いえ、お気になさらず。それよりも……食事をされていたのですね」

「あ、はい。お腹が空いてしまいましたし……それにこんなに美味しそうな料理を前にして食べないわけにもいかなかったので」

「……ここの料理は気に入っていただけましたか？」

「もちろん！　すごく美味しいです！」

「それはよかった。ではせっかくなので私も一緒に食べますね」

「え？　一緒に？」

「ええ。あ、でも女性に立ったまま食べていただくのも申し訳ないので、あちらに座すわって一緒に食べましょう」

　カイゼル王子はそう言っていつもの似非スマイルに戻って、広間の端はしにいくつか用意されているテーブルと椅子が置かれた場所を手で示す。

　そこは一区画ごとに仕切られた空間となっており、上からカーテンも垂れさがっているので、さながら個室席のようになっていた。

　私はその場所を見て思わず頰が引きつってしまう。

（いやいや、あんなところでカイゼル王子と二人きりで食事!?　ムリムリ、絶対ムリ!!）

　ただでさえこうして話しをしているのも正直勘かん弁べんして欲しいのに、さらにあんなところで王子と過ごすなんて考えられなかった。

　しかしカイゼル王子はにっこりと微笑むと、私が持っていた皿をさっと取り、代わりに私の手を摑つかんで歩きだしたのである。

「カ、カイゼル王子！　て、手を離していただけませんか？　それにお皿も自分で持てますので！」

「駄目ですよ。女性の荷物を持ってあげるのは男として当然ですし、それに……手を離したら一緒に来ていただけないのでしょ？」

「うっ……」

　カイゼル王子に図星をつかれ、私は仕方がないとうなだれながら重い足取りでその個室席に向かったのである。

（なんでこんなことに……）

　このよくわからない状じよう況きように困こん惑わくしながらも、さすがに王室主しゆ催さいの舞踏会でカイゼル王子の誘さそいを断ることなどできなかった。

　途中給きゆう仕じの男性に何か言づけをしたカイゼル王子に連れられ個室席に到着すると、無む駄だのない所作でさっと椅子を引いて私を座らせてくれた。

（……王子なだけあって、女性への気き遣づかいが完璧だな～さすが私の推し！　思わずときめいてしまったよ）

　紳しん士し的てきな振る舞いに感心しながらも、向かいの席に座ったカイゼル王子を見て私はふとあることに気がつく。

（あれ？　一緒に食べようと誘ってきたのにカイゼル王子の食べる料理がないのでは？）

　戸惑いの視線をカイゼル王子に向けていると、すぐに何人かの給仕の男性が訪おとずれ次々とテーブルの上いっぱいにさきほど見た料理が並べられていった。

「カイゼル王子、これは……」

「ここにくる途中で頼んでおいたのですよ。さあ好きなだけ食べてください」

　いい笑顔で言ってきたカイゼル王子を呆あきれながら見つめ、私は気づかれないように小さなため息をつくと諦あきらめてフォークを手に取り料理を食べ始めた。

（料理には罪はないしね。まあ……さっさと食べて、とっとと去ることにしよう！　……しかし、どの料理もやっぱり美味しいな～！）

　あまりの美味しさに思わずうっとり頰を緩めていると、ふと視線を感じ向かいの席に座るカイゼル王子をちらりと見た。

　するとカイゼル王子は、なぜかテーブルに頰ほお杖づえをつきながらにこにこと私を見ていたのである。それも一向に料理を食べようとする素そ振ぶりがない。

「……カイゼル王子は食べないのですか？」

「貴女の美味しそうに食べる姿を見ているだけで満足してしまいましたので」

「……意味がわからないのですが。それよりもせっかく用意していただいたのですし、カイゼル王子も食べていただけませんか？　さすがに私一人では食べきれませんので……」

「無理に食べていただかなくても大だい丈じよう夫ぶですよ。好きな物だけ食べてあとは残してもらっても構いませんから」

「…………絶対嫌です」

「え？」

「カイゼル王子、ここやあそこに用意されている料理は残ったらどうなるのですか？」

「……多分廃はい棄きされるかと」

「そうなったら、せっかくこのような素す敵てきな料理をたくさん作ってくれた料理人の人達に悪いと思いませんか？　きっと喜んで食べてもらえると思って作られたのでしょう。それなのにほとんど手をつけてもらえないなんて……それに、この料理に使われている食材だってタダではないのですよ？　国民から得た税金で購こう入にゆうして作られているのに、それを廃棄するということは国民のお金をドブに捨てているのと一緒です！」

「……」

　私は興奮した面持ちで椅子から立ち上がり、カイゼル王子に向かって捲まくし立たてた。するとカイゼル王子は、私を見たまま驚きの表情で固まってしまったのだ。

　だがすぐに真しん剣けんな表情で顎あごに手を当て考え込んでしまった。

　その様子を見てハッと我に返り、慌てて椅子に座り直すと身を縮めた。

（私、何をやっているの！　カイゼル王子にこんなこと言っても仕方がないのに……だけど、カイゼル王子には国民のことを考えられる立派な王子になって欲しいんだよ。ゲームではあんなに素敵な王子だったのに、国民を蔑ないがしろにする駄目王子になってしまったら絶対嫌だから！　カイゼル王子は腹黒でも、やっぱり前世の私が好きだった理想の王子であって欲しい！　でも……ちょっと言いすぎたかな？　まさかこれがきっかけで、即そく処刑になるとか……ないよね？）

　一気に顔から血の気が引き、背中に嫌な汗あせをかきながら恐る恐るカイゼル王子の様子を窺うかがった。しかしカイゼル王子は何を思ったのか、近くを通った給仕の男性を呼びつけたのである。

「お、王子、私が何か粗そ相そうをいたしましたでしょうか？」

「いえ何もしていないですよ。ただ少し確認したいことがありましたので」

「……確認したいこと、ですか？」

　青ざめた顔で近づいてきた給仕の男性に、カイゼル王子は安心させるように笑みを見せる。

「あの料理、もしこの舞踏会が終わって残ったらどうなるのですか？」

「え？　ああ、料理のことですね。毎年必ず残りますので……申し訳ないのですが私達使用人でいただいておりました。……駄目でしたでしょうか？」

「いえ、構いませんよ。では廃棄しないのですね？」

「さすがに量が量だけに食べきれない分は廃棄しておりますが……」

「そうですかわかりました。忙いそがしいところ呼びつけてしまいすまなかったですね」

「そんなことはありません！　では私は戻ります」

　給仕の男性は一礼すると私達のもとから去っていった。

　そんな二人の会話を戸惑いながら黙だまって聞いていたのだが、給仕の男性が去ったあとカイゼル王子は申し訳なさそうな顔で私を見てきたのである。

「セシリア嬢、貴女に言われなければこれからも当たり前にあるこの料理のことを考えなかったと思います。ご忠告ありがとうございます」

「い、いえ！　私の方こそ言いすぎてしまい申し訳ございませんでした」

「貴女は当然のことを言われたのですからお気になさらないでください。本来は王子である私が自分で気づかないといけない問題でしたし……」

「ああそんな落ち込まないでください！　これから気をつければいいだけですし、今はこの料理を食べてあげればいいと思いますよ！」

「確かにそうですね。では私も食べることにします」

　ようやくカイゼル王子が皿に料理を乗せて食べ始めたので、その姿にホッとしながら再び私も食事を始めた。

「……貴女のような方は初めてです」

「え？　何か言われましたか？」

　カイゼル王子が小さく何かを言ったようだったが、小さすぎてよく聞き取れず私は不思議そうな顔で聞き返してみた。しかしカイゼル王子はにっこりと微笑みを浮かべたまま何も答えてくれない。そのカイゼル王子の様子に多分聞き違いだったのだと納得し、再び黙もく々もくと目の前の料理を平らげることに専念した。

　そうして全部の料理を食べきったので、席を立ちこの場を離れようとした。

「ではカイゼル王子、私はこれで……」

「お待たせいたしました。追加のお料理です」

「え!?」

　カイゼル王子に辞する挨拶をしようとした時、さきほどの給仕の男性が空になった皿と取とり替かえてまた料理の乗った皿をテーブルの上に置いていったのである。再びテーブルいっぱいに並んだ料理を見て固まってしまった。

「追加で頼んでおきました。さあセシリア嬢、残すのはお嫌いなのですよね？　一緒に頑がん張ばって食べましょう」

　にっこりと似非スマイルで微笑んできたカイゼル王子を見て、私は唇を嚙んで椅子に座り直した。

（くっ、やられた！　この腹黒王子め!!）

　私はカイゼル王子を睨みつけてから、渋しぶ々しぶフォークを手に持った。

「……この分までですからね。さすがに私もこれ以上は食べられませんので」

「ええわかりました」

　結局そのまま、なんだか楽しそうにしているカイゼル王子と一緒に食事を続行する羽目になってしまったのである。

　そうしてなんとか食べきった私は、空になった皿にフォークを置いて一ひと息いきついた。

「ご馳ち走そうさまでした。料理人の方々に大変美味しかったとお伝えください」

「ええもちろんちゃんと伝えておきますよ。……ああセシリア嬢、口元にソースが」

　カイゼル王子が椅子から立ち上がり身を乗り出して手を伸のばしてきたので、私はすぐにナフキンを手に取り口元を拭ぬぐった。

「教えていただきありがとうございます。ですがこれぐらい自分で拭ふけますので、カイゼル王子のお手を煩わずらわせるようなことはいたしませんよ」

　にっこりと微笑みながら断りを入れると、手を伸ばした体勢のまま固まっていたカイゼル王子がガックリと気落ちして椅子に座り直す。

「……なかなか思うようにはいかない方ですね」

「え？」

「いえ、なんでもありません。ではセシリア嬢、このあと私と一緒にダンスを踊おどっていただけませんか？」

「……正直十分満足いたしましたから、そろそろ帰ろうかと思っているのですが……」

「何を言われるのです！　舞踏会が終わるまでにはまだ時間がありますよ？　せっかくですし私と踊りましょう」

（……カイゼル王子とダンス？　一緒に食事するのも限界だったのにダンスなんて……絶対ムリ！）

　そう結論づけて首を振った。

「いいえ、ご遠えん慮りよいたします」

「セシリア嬢！」

「社交界デビューで緊張してとても疲つかれてしまったのです。ですからこれで失礼させていただきますね」

　スッと椅子から立ち上がりカイゼル王子に一礼すると、私はすぐに出口に向かって歩きだした。

「なっ！　待ってくださいセシリア嬢！」

　カイゼル王子の慌てた声が後ろから聞こえてきたが、私は振り向かずそのまま広間を出ていこうとした。

　ふと扉付近で立ち止まりチラリとカイゼル王子を見ると、さきほどまで遠巻きに見ていたご令嬢達がカイゼル王子を取り囲んでいる。

（……さようならカイゼル王子、貴方あなたとは婚約しないから安心してね）

　カイゼル王子を見つめながら心の中で呟き、そして今度こそしっかりと前を向いて帰路についたのであった。




　しかし次の日、事態は急変したのである。

　城に向かったはずのお父様が一時間も経たたないうちに帰ってきたのだ。それもなぜかカイゼル王子を伴ともなって。さらにその後ろにはとても不ふ機き嫌げんそうなお兄様までいた。

　どうしてカイゼル王子がここにいるのか戸惑っていると、お父様がとんでもないことを言い出したのである。

「セシリア喜びなさい！　カイゼル王子がセシリアを婚約者にと選んでくださったのだよ！」

「……………は？」

「国王である父上にもお許しをいただきましたので、これからは私の婚約者としてよろしくお願いしますね」

　カイゼル王子がそう言ってきたが、私は突とつ然ぜんの出来事に頭がついていけないでいた。その時、お兄様が抗こう議ぎの声をあげたのだ。

「父上！　私はこの婚約、絶対認めません！」

「ロベルト……まだ言っているのか。これは国王陛下直々の申し出でもあるから覆くつがえすことはできないのだよ。何よりセシリアにとってもいい話なのだし、妹が可愛いのはわかるが兄として妹の幸せを考えなさい」

　困った表情のお父様に諭さとされてはいるが、お兄様は全く納得がいっていない様子だった。するとまだこの状況が吞のみ込めていない私のもとにカイゼル王子が近づき、目の前で膝を折って私の右手を取ると軽く甲こうにキスを落としてきたのである。

「っ！」

「これからよろしくお願いします。……セシリア」

　にっこりと微笑んでくるカイゼル王子を見てピシッと固まり、心の中で大だい絶ぜつ叫きようした。

（どうしてこうなったぁぁぁぁ!!）

　そんな心の声に答えてくれる者などいるはずもなかった。




　硬こう直ちよくが解けた私はすぐさま婚約の話を断ろうとカイゼル王子に詰つめ寄よったが、にこにこと似非スマイルを浮かべるだけで全く取り合ってくれなかった。

　悲しいことに、国王かカイゼル王子の方から婚約を破は棄きしてもらわない限り婚約解消ができないことを悟さとったのである。

「さて、私はまだ城で仕事が残っていますのでこれで戻らせていただきますが、カイゼル王子はどうなされますか？」

「私はもうしばらくここでセシリアとお話しをしてから戻ります」

（いや、私は話すことなんてないからお父様と一緒に帰って欲しいんだけど……）

「わかりました。では、城に戻られる際は家の者にお伝えください。すぐに迎えをこさせますので」

「ええわかりました」

「さあロベルト何をしている、お前も一緒に城へ戻るのだよ」

「え？　いや父上、私もここに残……」

「駄目に決まっているだろう。お前も仕事が残っているのだから」

「しかし父上！」

「ロベルト」

「くっ！　セシリア、絶対カイゼル王子と二人きりになっては駄目だよ！　……お前はまだ子どもなのだから！」

（……お兄様が心配しているようなことは精神年ねん齢れいが大人の私にはわかるけど……まだ私達十二歳と十三歳の子どもだよ？　この世界の成人である十五歳にもなっていないんだから、まずあり得ない。そもそもカイゼル王子が私に対してそんな気持ちになるわけないよ。だって……ゲーム上では全くセシリアに興味なかったんだから）

　私はゲームの中で、仕方なくセシリアと婚約しているだけで、好きではないとカイゼル王子がハッキリと言っていたのを思い出す。だからこそ、カイゼル王子の方から私と婚約してくるとは思ってもいなかった。

（一体どうしてカイゼル王子は私と婚約しようなんて思ったんだろう……。ああそうか、あのカイゼル王子に群がっていたご令嬢達が原因か）

　どうもこの婚約話は、先のご令嬢集団対策用だと気がつき納得がいったのである。

　そうしてまだ文句を言っていたお兄様をお父様が無理やり連れ出し、二人で城に戻っていった。そんな二人を見送りながら苦く笑しようを浮かべていると、お父様の話を聞いたお母様からカイゼル王子に我が家を案内するよう言いつけられてしまった。

　仕方なく侍女と共に応接間、書庫、お父様の執しつ務む室しつなど無難な部屋を案内して回る。その間カイゼル王子はというと、にこにこと楽しそうに聞きながら、私の横にピッタリとくっついて歩いてきたのだ。

（なんだか近いんですけど……）

　あまりにも近い距きよ離り感かんに戸惑いながらも、まあ特に支障はないのでそのまま放って案内を続けた。

「……一通りの案内は終わりました。これからどういたしましょう？」

「私は、セシリアの部屋が見てみたいです」

「え？」

「……駄目でしょうか？」

「いえ駄目、ということもないのですが……」

「では行きましょう」

　カイゼル王子は上じよう機き嫌げんで私の手を握り、侍女に案内をさせて私の部屋に向かってしまった。そうして部屋に到着すると、物もの珍めずらしそうに室内を見回したのだ。

「母上以外の女性の部屋に入ったのは初めてなのですが……とても可愛らしいお部屋ですね」

「……ほとんどお母様の趣しゆ味みなのです」

　私の部屋はピンクと白で統一され、フリルやリボンがふんだんに使われた飾かざりがカーテンやソファに施ほどこされた、ザ・お姫様の部屋のようだった。さらにふわふわの可愛らしい動物のぬいぐるみがたくさん置かれている。それらはお父様やお兄様からの贈おくり物ものである。

　正直前世でごく一いつ般ぱん的てきな部屋に住んでいた身としては、このお姫様仕様の部屋はいまだに慣れない。

（大きくなったら絶対模も様よう替がえをしよう！）

　私がカイゼル王子を部屋に案内するのを渋しぶったのは、この部屋を見せたくなかったからである。

「……すごい部屋で驚かれましたよね？　あまり男の方にお見せできるお部屋ではないので……」

「そんなことありませんよ。セシリアによくお似合いの素敵なお部屋だと思います。ただ気になっていることが一つ……このお部屋に誰か男性が入られたことはありますか？」

「え？　まあ一応お父様とお兄様、あと家の者が用事で入ることはありますけれど……それがどうかなさいましたか？」

「そうですか……では、私が貴女の初めての男性ということですね」

（いや、言い方!!）

　にっこりと微笑むカイゼル王子を見て、私は頰を引きつらせながらも本能的に言い返すことはしなかったのであった。

「あ、そう言えば……デミトリア先生もこの部屋に入られたことがあります」

「デミトリア先生？　もしかして王宮学術研究省の所長をされている、デミトリア・ライゼントですか？」

「ええそうです」

「ライゼント伯はくがどこかの令嬢の家庭教師をしていると聞いたことがありましたが、なるほど貴女でしたか」

「多分そうだと思います」

「実は私も、ライゼント伯に勉強を教えてもらっているのですよ」

「そうなのですか!?　デミトリア先生は優しいですし、教え方もとても上手ですので授業が楽しいですよね！」

「え、ええそうですね……」

　私の言葉にカイゼル王子はなぜか歯切れの悪い返事をしてきた。

「私には優しさなど……」

「え？」

「いえ、なんでもありません」

　一瞬カイゼル王子が険しい顔でボソッと呟いたが、すぐにいつもの笑顔に戻った。

「あ、そうでした。まだお話ししていませんでしたね。私達の婚約発表会は二週間後に王宮でおこないますので準備だけお願いいたします」

「……え？　婚約、発表会？」

「はい。何か問題でも？」

「……わざわざやらなくてもいいのではないですか？　下手に発表すると、後々婚約解消する時にお互たがい都合が悪くなると思いますし……」

「婚約解消することはまずないのでそのような心配は無用ですよ。むしろ……セシリアを私の婚約者だと皆に知らせたいのです」

　どうやらカイゼル王子に群がっていたご令嬢集団に対して、私が婚約者になったと見せつけるには婚約発表する方が都合がいいようだ。

「……わかりました」

「ありがとうございますセシリア。今から婚約発表会が楽しみですね」

　正直私は全く楽しみではないのだが、仕方ないと小さくため息をつき重い気持ちのまま窓から見える庭に移動した。




　綺麗に植えられている薔ば薇らの垣かき根ねの間を歩いていると、ふとカイゼル王子が何かに気がつき、ついてきている侍女に頼み事をした。

「すみません、セシリアの部屋にハンカチを忘れてきてしまったようなので取りにいってもらえませんか？　あれはお気に入りのハンカチでして……」

「畏かしこまりました。すぐに取って参りますのでお二方はこちらで少々お待ちください」

　侍女が一礼し、急いで屋や敷しきの中に戻っていくのを見送っていると、突然カイゼル王子が私の正面に立った。

「ようやく二人きりになれましたね」

「え？」

　にっこりと微笑むカイゼル王子を見て、もしかしてハンカチを忘れてきたのはわざとではと思ってしまう。

（でもなぜ？）

　するとその時、庭に突とつ風ぷうが吹き込み薔薇の花びらが一斉に舞まい散ちった。

　突然の出来事に驚きつつも強風でなびく髪の毛を必死に押さえていると、カイゼル王子がボーっと私を見つめていることに気がついたのだ。

「カイゼル王子？」

「綺麗だ……」

「え？　ああ確かに舞っている花びらが幻げん想そう的てきで綺麗ですよね」

　突風で舞い上がった花びらがゆっくりと舞い降りてくる様子を、うっとりと眺ながめる。

「……セシリア、少し目を瞑つむっていただけませんか？」

「目を？　どうしてですか？」

「セシリアの目の上に、今の風で飛んできた花びらがついてしまっているのです」

「そうなのですか？」

「ああ触さわらないでください。目に入ってしまっては大変ですから、私が取りますよ」

「あ、はい。ではお願いします」

「……じっとしていてくださいね。私がいいと言うまで目を開けては駄目ですよ」

「わかりました」

　私はカイゼル王子の言う通り目を瞑り、大人しく待つことにした。しかしいくら待ってもカイゼル王子は、なかなかその花びらを取ろうとしてくれない。

「カイゼル王子、まだでしょうか？」

「……もう少しだけ待っていてください。慎しん重ちように取りたいのです」

「わかりました」

　目を閉じたままもう一度返事をしたが、なぜかさきほどよりもカイゼル王子の声が近いような気がし、さらには吐と息いきが顔にかかっているような気もした。

　すると突然、後ろから強い力で引っ張られ誰かに抱きしめられた。

　私は驚き、思わず目を開けると、不自然に前傾姿勢となったカイゼル王子が固まっている姿が目に入った。しかもカイゼル王子の目は私の後ろを睨みつけている。一体何が起こったのかわからないまま私は恐る恐る後ろを振り返ると──。

「お兄様!?」

　私を後ろからしっかりと抱きしめ険しい表情でカイゼル王子を見ていたのは、城に戻ったはずのお兄様だったのだ。

「ロベルト……せっかくいいところだったのを邪魔しないでいただきたい。……そもそもどうして貴方がここにいるのですか？」

「デミトリアさんが、勉強の時間になってもなかなかカイゼル王子が戻られないと笑っていない目で笑われていたので、私が代わりに迎えに来たのです」

「っ！」

「急いで帰ってきて本当によかった。もし少しでも遅おそかったら私の大切な妹の唇くちびるが……」

　お兄様が私の頭の上で何かブツブツ呟いていたが、内容はよく聞き取れない。

「さあカイゼル王子、私と一緒に城へ戻りましょう」

「しかし……」

「デミトリアさんがお待ちです！」

「う……わかりました」

　渋々ながら頷うなずいたカイゼル王子は、お兄様と一緒に玄げん関かんに向かって歩きだした。

（なんでデミトリア先生の名前にあんな反応するんだろう？　ん～まあいいか。とりあえずようやく帰ってもらえるみたいだし、これで婚約発表会まではしばらく会わなくて済むよね！）

　ホッとしながら二人を見送っていると、カイゼル王子がくるりとこちらに振り返り、いい笑顔で言ってきたのである。

「セシリア、近くまた遊びに来ますね！」

（いや、来なくていいから!!）

　私はそう心の中でツッコんだのであった。
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　本当に毎日のように遊びにくるカイゼル王子に困り果てていたのだが、今日は公務があってこられないと聞き、私はウキウキしながら自室でデミトリア先生がくるのを待っていた。するといつもより少し遅おくれて到着したのだが、そのデミトリア先生のあとに続いて入ってきた人物を見て私は固まってしまったのである。

「セシリア様、お待たせして申し訳ございません。家を出る時に少しごたつきまして……実は私の息子がどうしてもセシリア様にお会いしたいと言い出し、仕方なく連れてきてしまいました。さあシスラン、セシリア様にご挨拶をしなさい」

　デミトリア先生は横に立っていた男の子の背中を押し、一歩前に進ませた。

「……シスラン・ライゼントだ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで名乗った男の子の名前を聞いて私は思わず絶叫しそうになる。

（噓うそでしょぉぉぉぉ！）

　不機嫌そうな顔で立っている銀縁眼鏡の男の子……シスラン・ライゼントはもう一人の攻略対象者だ。外見はゲーム上で見た十八歳のシスランをそのまま幼くした感じであった。

（な、な、なんでここに来たの!?　そんな設定聞いたことないし。というか……あれ？　会いたいと言って会いに来たのはそっちなんだよね？　だったらなんでそんなに機嫌が悪そうなのよ!?）

　ムスッとした顔で私をじっと見てくるシスランに戸惑っていたが、ハッと気がつき慌ててスカートの裾を摘まんで軽く会釈した。

「ご挨拶が遅れて申し訳ありません。私、セシリア・デ・ハインツと申します」

　だがシスランは私から視線を外しデミトリア先生に顔を向けた。

「父上、この女が本当に父上が認められるほどすごい女なのですか？　俺には到底そうは見えないのですが」

「シスラン！　セシリア様のことをそんなふうに言っては駄目だと何度も言っているだろう！」

「しかし……俺にはどうしても、見てくれだけ気にする馬ば鹿かな貴族の女にしか見えないのですよ。やはり父上の勘かん違ちがいでは？」

　眉み間けんに皺しわを寄せながらデミトリア先生に訴えるシスランを見て、私は笑顔を顔に貼はりつけた。

（おうおう、やっぱりこの年から初対面の人間に対してズケズケと棘のある物言いするキャラなんだ～。初対面のニーナに対しても棘のある言い方と冷たい態度を取っていたもんな～。ゲーム上ではそんな彼が、徐々に私にだけ心を開いていってくれる展開に悶もだえたものだけど……さすがにグサグサ心に刺さるよ。しかし……本当に目の前にいるのがあのシスランなんだ。会いたくないと思ってはいたけど……実際会うとちょっと嬉しいかも）

　ゲーム画面でのシスランを思い出し顔が緩みかけていた私を見て、さらにシスランは眉間の皺を増やしてしまった。

「……やはりあのような馬ば鹿か面づらの女が俺と並ぶほどの秀才のはずがない。ちっ、時間の無駄だ。勉学の時間を削けずるほどの価値もなかった」

「シスラン！」

「父上、無理にお頼みしたのに申し訳ありませんが、やはり俺は帰……」

「しっかり確認もしないで、見た目だけで人を馬鹿呼ばわりするのはいかがなものかと思いますよ？　そう言う貴方こそ神童と呼ばれるほど本当にすごい方なのですか？」

「……なんだと？」

　ゲームではあんなに萌えたはずなのに、あまりの言われようにだんだんと腹が立ち、額に青筋を浮かばせながら微笑んでシスランに言ってやった。するとシスランは私の言葉を聞いて険しい表情で私を睨みつけてきたのである。

「私も前から貴方の噂うわさを伺ってはいましたが、実際お会いしてみて……そんなにすごいと言われる方には見えないと言ったのです」

「お前のようなただ着飾ることだけにしか興味のない貴族の女が、俺を馬鹿にするのは許さない！」

「あらら、人を見た目だけで判断するような貴方を馬鹿にして何が悪いのですか？」

　私はそう言って口元を手で隠し、シスランを馬鹿にするような眼まな差ざしを向けた。

「お前！」

「そもそも私はお前という名前ではありません。セシリアです。さきほど名乗りましたのにもう忘れたのですか？　それほど馬鹿なのですか？」

　シスランは歯は軋ぎしりをしながらこちらをさらに睨みつけてきた。さすがにそんなシスランを見てスッと冷静になると、ちょっと言いすぎたかもと自分の発言を反省したが、もうあとには引けなくなっていた。

（……あれ？　でもよくよく思い出してみたら、さっき帰るとか言いかけていなかった？　しまった！　みすみす帰ってもらうチャンスを逃のがしちゃった！　でも、ああも馬鹿にされたらさすがの私も我が慢まんできなかったんだよね……）

　そのまま私達が見えない火花を散らしていると、デミトリア先生が困った表情で仲ちゆう裁さいに入ってきた。

「まあまあ二人共落ち着きなさい。シスラン、そんなにセシリア様の実力を疑うのなら二人でテストを受けてみないかい？」

「テストを？　まあ父上がそう言われるのでしたら俺は構わないですが……そこの馬鹿女が解けるとは到底思えません」

「私も構いませんよ。ただ私がシスラン……もう貴方のことは呼び捨てにします。その貴方に勝っていると証明できたら、私のことを名前で呼んで謝あやまってください！」

「……いいだろう。万が一にもあり得ないがな。逆に証明できなかった時は、今後一いつ切さい父上に家庭教師を頼むのはやめてもらおう」

「え？」

「父上はお忙しい身なのに、お前の家庭教師までして……俺の勉強を見てもらう時間がないんだ！」

「……ああ、お父様を取られたくないという嫉妬ね」

「なっ！　ちが！」

　私の言葉にシスランは顔を赤くして否定してきたが、その様子を見てやはりそうだと確信した。

（そう言えばシスランは、デミトリア先生と同じ王宮学術研究省を目指しているんだったよね。なるほど……ゲームをしている時はただ勉学が好きだから目指しているんだと思っていたけど、憧あこがれのお父様と同じ職に就つきたかったんだ。へぇ～これは初めて知った！　うわぁ～ちょっと可愛いかも！）

　ゲームでは知り得なかった真実に、なんだか微笑ましい気持ちになってシスランを見てしまう。

「……その目をやめろ」

　シスランはそんな私の視線に、居い心ごこ地ち悪そうにしながらそっぽを向いてしまった。




　新たに用意してもらった机にそれぞれ着席し、デミトリア先生が急きゆう遽きよ用意してくれたテストを受けることになった。

「俺の答えを見るなよ」

「……こんなに机が離れているんだから見えないです」

　呆れた声で返していると、デミトリア先生の苦笑交じりの合図でテストが始まった。

　そして数十分後、終しゆう了りようの時間となったので私達はそれぞれの答案用紙をデミトリア先生に渡した。それからさらに数分後、採点を終えたデミトリア先生がとても楽しそうな笑みを浮かべて私達の前に立ったのだ。

「二人共よく勉強しているね。とても素晴らしい成績だったよ。だけどシスラン……前にも言ったと思うが、王国の歴史にミスがあったぞ」

「え？」

「年式を間違えて覚えてしまっているから、ちゃんと覚え直すように言っただろう？」

　デミトリア先生は答案用紙をシスランに見せ、間違っていた箇か所しよを指で示す。

　シスランは示された箇所をじっと見つめ、すぐにあっと気がつきとても悔くやしそうな顔をした。

「しまった……」

「まあ、今度は気をつけるように」

「……はい」

「だけど、それ以外は完璧だったよ」

「今度は全て完璧にします！　……まあそれでもこの成績なら俺より優すぐれているとは証明できるはずもない。ふっ、残念だったな」

　シスランは勝かち誇ほこった顔を向けてきたのだが、私はそれを無視してじっとデミトリア先生を見つめた。

「……シスラン、残念だったのはお前の方だ」

「え？」

「セシリア様、素晴らしいです！　完璧な答えで全問正解ですよ！」

「ありがとうございます」

「なっ!?」

　デミトリア先生が私の答案用紙を掲かかげ持つと、そこには全ての答えに丸が印しるされていたのだ。

「そ、そんな馬鹿な……」

「シスラン、残念だったですね」

「っ！」

　さきほどシスランに言われたセリフをそのまま返し、ニヤリと笑ってみせる。するとシスランはそんな私を見てさらに悔しそうな顔になり、デミトリア先生から私の答案用紙を奪うばい取とってしまった。

（……そもそもテスト内容は、私が前世で習っていた中学生程度の国語や漢字、さらには数学だったからそんなに難しい問題でもなかったんだよね～。まあ確かにこの世界ならではの問題で王国の歴史とかもあったけど、デミトリア先生のわかりやすい授業はもちろん、前世で買った『悠久の時を貴女と共に』の公式設定資料集を何度も熟読したおかげかな。しかしあの設定資料集……ゲームと同時に発売されたから攻略情報は載っていなかったけど、いろいろな設定が事細かく書かれていて面おも白しろかったな～）

　ゲームの合間に読んでいた設定資料集のことを思い出していると、シスランが愕然とした表情で答案用紙から私に視線を向けてきた。

「信じられない。馬鹿な女だと思っていた奴やつに俺が劣おとるなんて……」

「世の中にはそんな人がたくさんいるのよ」

「……」

「外の世界に目もくれず、一人家に籠こもって勉強ばかりしているから知らないだけで、世の中にはシスランが思っている以上に優ゆう秀しゆうな人はたくさんいるんだから。さらにその人達はいろんな人と付き合ってどんどん知識を増やしていくから、どう頑張っても今のシスランでは追いつけなくなるよ」

「今の俺では……」

「だからこそこれからは勉強だけでなく、もっと人と付き合うことも覚えた方がいいと思うの！　それにはまず……」

「なんだ？」

「はい！　証明したので謝ってください！　自分の言葉には責任を持たないと!!」

「くっ……馬鹿な女と言って……すまなかった」

「名前は？」

「うっ！　……セシリア、様」

「あ、セシリアでいいよ」

「……セシリア」

「はい、よくできました！」

「っ！」

　私はにっこりと微笑みシスランを褒めてあげた。しかしなぜかシスランは私の顔を見て固まり、そしてみるみる顔が真っ赤に染まってしまったのである。

「……シスラン、どうしたの？」

「い、いやなんでもない！」

「そう？　でも顔が赤いような……」

「き、気のせいだ！　それよりも……また一緒に勉強してもいいか？」

「え？」

「セシリアが言っただろう、もっと人と付き合えと」

「ま、まあ言いましたけど……それは私ではなくて……」

「俺にはまだすぐに他の奴と付き合える自信はない！　だから……セシリアに付き合って欲しいんだ」

「え、だけど……」

「自分の言葉には責任を持たないと駄目なのではなかったか？」

「うっ……はぁ～わかりました」

「というわけですので父上、今後、俺がセシリアと一緒に勉強するのを許してもらえませんか？」

「まあいいでしょう。しかしあのシスランが積極的に人と付き合おうとするなんて……今日は連れてきて本当によかった。セシリア様ありがとうございます！」

「い、いえ……」

　正直私としては連れてきてもらいたくなかったのだが、こんな嬉しそうにしているシスランと感動しているデミトリア先生を目の前にして、そんなことが言えるわけもなく、頰を引きつらせながら笑うしかなかったのである。




　そうして翌日、デミトリア先生の授業がないのにシスランが一人でやって来たのだ。

「……本当に来た」

「そう言っただろう。あ、これ。俺のお薦すすめの書物を何冊か持ってきた」

　シスランが机の上にドサリと本を置いた。それを呆れながら見つつ、とりあえずそのうちの一冊を手に取って中をパラパラめくってみる。

「……これ、なかなか面白そう」

「そうだろう？　きっと気に入ると思ったんだ」

　シスランが持ってきた本には、設定資料集には書かれていなかったさらに詳くわしいこの世界の事柄が書かれていて、大いに興味を惹かれる内容だったのである。

　さっそくウキウキとした気持ちで長椅子に座りその本を読んでいると、いつの間にかシスランも私の隣に座って本を読んでいた。

（向かいにも椅子があるのになんで隣に座るんだろう？　確かに子どもの私達なら余よ裕ゆうで座れるけど……一人で座った方が広々と使えて楽だと思うんだけど？）

　そんな疑問を抱きながらもわざわざ言うほどでもないと思い、そのままシスランと共に静かな読書タイムを楽しんでいた。

　だがその時、突然大きな音を立てて扉が開き荒あら々あらしい靴くつ音おとを立てながら誰かが部屋に入ってきたのだ。私は驚きながら慌てて椅子から立ち上がり扉の方を振り返ると、そこにはとても険しい表情をしたカイゼル王子が立っていたのである。

「カイゼル王子！　どうかされたのですか!?」

　しかし私の問いかけにカイゼル王子は答えず、鋭するどい眼差しを私の横に立っているシスランへ向けながらこちらに向かって歩いてきた。

「貴方は確か……シスラン・ライゼントですね。なぜ貴方がここに？　ほとんど誰とも関わろうとせず、一人でいることが多い貴方が、どうしてセシリアの隣に座っていたのですか？」

「……俺はここで一緒に勉強をしていたんだ。それよりもカイゼル王子、貴方こそどうしてここに？」

「貴方がセシリアと勉強？　私はセシリアの婚約者です。婚約者に会いに来て何かおかしなことでも？」

「……ちっ、そう言えばそうだったな」

「とりあえず、今すぐセシリアから離れていただきましょうか」

　カイゼル王子はそう言うと、この状況に困惑していた私の腰こしを後ろから抱きしめシスランから無理やり引き離した。

「ちょっ、カイゼル王子離してください！」

「駄目です。そもそも貴女も悪いのですよ？　私という婚約者がいるのに別の男性と二人きりになるなんて」

「二人きりって……シスランとはただ一緒に勉強をしていただけですよ？」

「『シスラン』？」

「カイゼル王子、セシリアが嫌がっているだろう！」

「『セシリア』？　……なぜ貴女達は、お互いの名前を呼び捨てにし合っているのですか？」

「え？　どうしてと言われましても……自然にそうなっただけとしか言いようがないのですが……」

　カイゼル王子がなぜそんなことを気にするのかわからず戸惑っていると、私を抱きしめている腕うでの力が強くなった。

「カ、カイゼル王子!?　ちょっと苦しいです！」

「セシリア……私も名前で呼んでください」

「へっ？　いやお呼びしてますよね？」

「……王子は要いらないです」

「さすがにそれは……」

「セシリア！　お願いです、呼んでください!!」

「っ！　……カイゼル」

　渋々名前を呼ぶと、カイゼル王子……カイゼルがとても嬉しそうな顔になった。

（名前で呼んだだけでなんでそんなに喜ぶんだろう？）

　カイゼルの様子を不思議に思っていると、私の腕をシスランが引き、カイゼルの拘こう束そくから抜け出せたのだ。

　そのままシスランの背中に隠されるように移動させられる。

「シスラン？」

「……カイゼル王子、俺は貴方とセシリアの婚約は認めない！」

「……シスランに認めていただかなくても私は一向に構わないですよ。ただこれは決定事項ですので貴方如ごときでは覆せません。それよりも……セシリアを今すぐ返しなさい」

　カイゼルはとても不機嫌そうな顔でシスランの後ろにいた私の腕を摑み引っ張ろうとしたのだが、反対の腕をシスランが摑んで私を引き止めた。結果、私は両方の腕をそれぞれに摑まれた格好になってしまったのである。

（な、なに、この状況は!?）

　全くよくわからない状況に陥おちいり狼狽うろたえている私の頭上で、カイゼルとシスランがお互いに睨み合い火花を散らしていた。

　その後、城から帰ってきたお兄様によって二人は強制的に帰されたのだが、次の日からまるで示し合わせたかのようにカイゼルとシスランが我が家にやってくるようになってしまった。その上、来る度に二人はいがみ合い、全く心が休まらなかった。

（喧けん嘩かなら他よ所そでやって！）

　心の中で叫びながら、明らかに仲の悪い二人が目の前で喧嘩するのを呆れながら見るしかなかったのだ。

（それにしてもこの二人、ゲームでは特に仲が悪い描びよう写しやなんてなかったはずなんだけど？　……なんだろう、何か私の知らない展開になってきているような気がするのは気のせい、なのかな？）

　そんな言い知れない不安に襲われるのであった。
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　あれから数日が過ぎたある日、私はカイゼルと共に城の一室にいた。そこで明日おこなわれる婚約発表会の細かい打ち合わせと当日着るドレスを選び終えると、明日があるからと言ってすぐ家に帰ろうとした。しかしせっかく来たのだからとカイゼルが言い出し、そのまま城の中を案内されることになってしまったのだ。

（できればもう帰りたいんだけど……）

　正直最初はそう思っていた。だけどゲーム上では一部しか見れなかった城の中を回るうちに、途と中ちゆうからウキウキした気持ちでカイゼルの説明を聞きながら歩き回っていたのである。

　そうしてしばらくカイゼルと一いつ緒しよに城の中を歩いていると、廊ろう下かの向こうから早足で近づいてくる黒くろ髪かみに黒い軍服を着た人物に気がつき、その顔を見てピシッと固まってしまった。

（あ、あれは……三人目の攻こう略りやく対キ象ヤ者ラビクトルだ！　明らかにゲームより若いけどあの顔は間ま違ちがいない！）




　※『ビクトル・フェルドラ』

　前髪を後ろに撫なでつけた髪かみ型がたの黒髪に黒い瞳ひとみの美び丈じよう夫ふ。ゲーム時は三十二歳さい。

　伯はく爵しやく家けの三男として生まれたため家を継つぐ必要がなく、成人するとすぐに騎き士し団だんに入った。

　元々剣けんの実力はあったのだが、騎士団に入り、そこで当時の騎士団長に鍛きたえ上げられメキメキと力をつけた。そうして騎士団長が引退すると同時に次の騎士団長に任命され、歴代でもっとも若い騎士団長となる。

　性格は真ま面じ目めで面めん倒どう見みもよく部下達から慕したわれている。さらにその見た目から多くの女性に言い寄られるが、本人は恋こい人びとを作るよりも剣の鍛たん錬れんの方が重要と考え全く相手にしなかった。

　しかしニーナの護衛役に任命され、彼女の人ひと柄がらに触ふれていくうちに次し第だいに惹ひかれていくことに。だが騎士団長という立場とニーナが護衛対象だということ、さらには今まで恋をしたことがなかったことが障壁となり、なかなか自分の気持ちを認められずにいた。




　私は自分で書いたビクトルの説明文を思い出し呆ぼう然ぜんとした。

（まさか、ここで三人目に会うことになるとは……）

　あまりに早い展開に困こん惑わくしていると、ビクトルは私達の目の前で立ち止まり険しい表情でカイゼルをじっと見つめてきた。

「カイゼル王子」

「……ビクトル、そのような険しい顔で一体どうしたのですか？」

「王子……剣けん術じゆつ稽げい古この時間を大おお幅はばにすぎています」

「……ああ、そう言えばそうでしたね。しかし今は明日の婚約発表会の事前打ち合わせがあるのでまだ行けない……」

「もうすでに打ち合わせは終わられていると伺うかがっていますが？」

「うっ！」

「団長が額に青筋を立てながら仁に王おう立だちして訓練所で待っています」

「そ、それは……だいぶ厳しい状じよう況きようですね」

「すぐに向かわれた方がよろしいかと思われますが？」

「た、確かに……セシリア、申し訳ありませんが城の案内はここまでにさせていただいてよろしいですか？」

「ええ、私は構いませんよ」

「できればもう少し貴女あなたと一緒にいたかったのですが……これ以上あの人を怒おこらせると稽古がさらに厳しくなるのです。はぁ～仕方がありません。ビクトル、セシリアを家までお送りしてください」

「……私が、ですか？」

「ええ、団長には私から伝えておきます」

「……わかりました」

　ビクトルが渋しぶ々しぶながら頷うなずいているのを見て、私は慌あわてて首を振ふって断りの言葉を告げた。

「いえいえ！　私、一人でも帰れますから！」

（というか一緒にいたくないんです！　できればこれ以上関わる攻略対象者を増やしたくないんです!!　いくら好きなゲームのキャラであっても！）

　心の中で叫さけびながら一人で帰れると必死に訴うつたえてみた。しかしカイゼルはそれを認めてくれず、さらに一度引き受けたのだからとビクトルまでも折れてくれなくなってしまった。

　結果、私はビクトルに家まで送ってもらうことが決定し、名残なごり惜おしそうな顔で去っていくカイゼルを二人で見送るのであった。

「では、参りましょう」

「……はい、ビクトル、さん」

「セシリア様、私のことはビクトルと呼び捨てで構いません」

「では私のこともセシリアと……」

「それはできません。身分が違いすぎますので」

「私は気にしませんよ？」

「それでもできません。セシリア様、貴女は王太子の婚約者なのですよ？　どうかご自覚ください」

「……はい」

　有う無むを言わせないビクトルの態度に私は諦あきらめながら頷きつつも、ゲームと同じ性格になんだか嬉うれしくなった。

（それにしても……改めて近くで見ると、大人なビクトルはカッコイイな！　だって私、カイゼルの次にビクトルが好きだったんだよね。いつもは真面目な顔つきをしているけど時々見せてくれる笑え顔がおが素す敵てきだったり、逆に必死の形相でニーナを守ろうとしている姿は、画面を通してドキドキしたものだよ）

　ゲームでのビクトルを思い出し内心ニヤニヤしつつ、馬車が待機している場所に向かいながらビクトルとの会話を少しではあるが楽しんでいた。すると廊下の向こうから慌ててこちらに駆かけてくる赤い軍服を着た男性に気がつく。

「ビクトル隊長！」

「……どうした？」

「た、大変なんです！」

　焦あせった様子で私達のもとまでやってくると、肩かたで荒あらく息をしながら困った表情でビクトルを見上げた。

（ビクトルってやっぱり背が高いな～。一九六センチだっけ。確か設定資料集に書いてあったよね。……しかも今は二十七歳のはずなのにもう隊長なんだ。ビクトルの実力って本当にすごいんだな～）

　そんなことを考えながら、黙だまってビクトルと騎士の会話を聞いていた。

「隊長！　また例の二人が揉もめだしたんです！」

「……またか。放っておけばそのうち収まるだろう」

「それが……今回はさらにひどくなって、とうとう決けつ闘とうだと言い出してしまったんです」

「なんだと!?」

「一応周りにいた俺達が必死に止めたんですが……全く聞き入れてもらえなくて。そのまま二人は闘とう技ぎ場じように向かってしまいました」

「……それはさすがにまずい。あの二人はああ見えて剣の腕うでは確かだからな。決闘などしたら怪け我がだけでは済まないだろう」

「ど、どうしましょう!?」

「私が行って止めるのが一番いいのだろうが……私は今、カイゼル王子のご命令で、このご令れい嬢じようを家までお送りしなければならないのだ」

「でしたら俺が……」

「いや、私が直接受けた命だからな……」

　ビクトルは困った表情をした。

「ですが隊長！　急がないと二人の決闘が始まってしまいます！」

「くっ！」

「……それでしたら、私がビクトルと一緒に闘技場に行くというのはどうです？」

「なっ！　しかしあそこは貴女のようなご令嬢が行かれる場所ではありません！　最悪血を見るかもしれないのですよ!?」

「確かに血はあまり見たくないですが、私のせいで手て遅おくれになってしまうくらいなら私も一緒に行きます。ビクトルがそのお二方を止めたあとで、家まで送っていただければ問題ないですし」

「ですが……」

「隊長！　本当に時間が！」

「っ！　……セシリア様、申し訳ありませんが少し私にお付き合いいただきます。そして……急ぎますので重ねてのご無礼をお許しください！」

「なっ！」

　突とつ然ぜんビクトルは私に手を伸のばすと、その逞たくましい腕で軽々と私をお姫ひめ様さま抱だっこしたのである。

　予想外の出来事に驚おどろきの声をあげたが、すぐに落ちないようにビクトルの首に摑つかまった。そんな私をビクトルは優やさしく見つめてから真しん剣けんな表情に変え、私を腕に抱えたまま廊下を駆け出したのであった。
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　ビクトルは私を抱えているのに全く走りにくそうな素そ振ぶりも見せず、むしろものすごい速さで駆けていくビクトルに摑まっているのが精せい一いつ杯ぱいであった。そうこうしているうちにようやく目的の闘技場に到とう着ちやくした。

　この闘技場は外から見ると円形状の建物になっており、その中は天てん井じようがなく周囲に沿ってぐるりと観客席が連なり中心にある広場を見下ろすように階段状になっていた。

　私達はその観客席側からではなく、広場に直接通じる通路を通って大きく開けた場所に出た。すると広場の中心に、赤い軍服を着た二人の男性騎士が向かい合って立っていたのである。

　一人は薄うすい色の金きん髪ぱつに赤い瞳の甘あまい顔立ちでスラッとした体格、もう一人は濃こい茶色の髪に黒い瞳で厳いかつい顔立ちのガタイのいい大男だった。しかし二人はそれぞれ抜ぬき身の剣を構え、お互い険しい表情で睨にらみ合あい、全く私達の存在に気がついていない。

　ビクトルはそんな二人の様子を見て小さく舌打ちすると、腕に抱いていた私を丁てい寧ねいに下ろしてくれたのだ。

「セシリア様を頼たのむぞ」

「はっ！」

　一緒についてきた騎士にビクトルは指示を出し、私に一礼をしてから急いで二人のもとに駆けた。その瞬しゆん間かん、睨み合っていた二人は大きな雄お叫たけびをあげ一気に間合いを詰つめるように走りだしたのだ。

（ヤバイ！）

　私はその二人の様子に息を吞み、このあと起こるであろう悲ひ惨さんな状況が頭をよぎった。

　だがビクトルは姿勢を低くしさらに走る速度を上げると、腰こしに差していた剣を鞘さやごと外し、そのまま引き抜いたのである。そして今にも互いに斬きりかかろうとしている二人の間に割って入ると、それぞれの剣をしゃがみながら抜き身の剣と鞘で同時に受け止めたのだ。

（う、うぉぉぉぉぉ！　カッコイイ!!）

　まるでイベントスチルのようなビクトルの姿に、私は思わず目を見開いて興奮しながら見入ってしまった。

（ゲーム上でも戦っているスチルはあったけど、それとは比べ物にならないぐらいリアルはカッコイイよ！）

　さすが本物の迫はく力りよくは違うなと感心しつつじっと成りゆきを見守っていると、決闘をしていた二人が驚いた表情で止めに入ったビクトルを見た。

「ビクトル隊長!?」

「どうしてここに!?」

「……お前達、決闘は騎士団の規則に反することを忘れたのか？」

「うっ、それは……」

「ですが隊長！　こいつが悪いんですよ！」

「はぁ？　なんだと！　お前の方が悪いだろうが！」

「何を言っている！　そもそもお前が私に嚙かみついてきたからこんなことになったんだろう！」

「それはお前が俺のことを馬ば鹿かにしたからだ！」

「お前がおかしなことを言うからだ！」

　ビクトルの登場に最初身を縮めていた二人だったが、再び言い合いを始めビクトルに剣で止められている状態のまま睨み合った。

「……テオ、ダグラス、いい加減にしないか！」

「うわぁ！」

「うっ!!」

　二人のいがみ合いに眉み間けんの皺しわを増やしたビクトルは低い声で怒ど鳴なると、受けていた剣と鞘を一気に振り上げ二人の剣を弾はじき返したのだ。すると二人は下からの威い力りよくにより後ろへ仰のけ反ぞり体勢を崩くずしてしまった。そんな二人をまるで背中から黒いオーラを発しているかのようなビクトルが睨みつけた。

「た、隊長……」

「そんなに剣を振るいたいのなら私が相手になってやろう！」

「い、いやそれは……それに決闘は隊長が駄だ目めだとおっしゃったばかりでは？」

「テオ、誰だれが決闘と言った？　私はお前達に稽古をつけてやると言ったんだ」

「え!?」

「有無は言わさん」

「うっ、はい……」

　テオと呼ばれた薄い金髪の騎士はうなだれながら返事をした。次に少しずつ後退していたダグラスと呼ばれた濃い茶色の髪の騎士に視線を向け、据すわった目でビクトルは告げた。

「ダグラス、お前もだ」

「……はい」

　そうして二人はビクトルの前に並ばされると、ビクトルは持っていた鞘を投げ捨て片方の手で剣を構えた。

「さあ、かかってこい！　ただし全力でだ！」

　ビクトルが大声で言い放つが、二人は剣を構えたまま動こうとしない。そんな二人を見てビクトルは大きなため息をつくと、剣を握にぎっていない方の手を腰に置き、二人を見据えた。

「お前達……規則を破った罰ばつが一カ月間寄宿舎のトイレ掃そう除じなのはわかっているな？　だが……もし私に一ひと太た刀ちでも浴びせられたのならその罰を免めん除じよしてやろう」

「「え!?」」

　ビクトルがニヤリと笑って言うと、二人は驚きに目を瞠みはり、目の色を変えた。

「隊長、その言葉に二言はないですよね？　私、本気でやりますよ？」

「ああもちろんだ、テオ。本気でかかってこい」

「……一太刀でいいのなら俺にも可能性があるかも！」

「ふん、そう上う手まくいくと思うなよ、ダグラス」

　二人の真剣な様子にビクトルはさらに口角を上げて笑うと剣を構え直した。そして二人もさきほどの恐る恐るといった構え方から一変し、闘とう志しをみなぎらせると、まるで示し合わせたかのように一いつ斉せいに駆け出し、ビクトルに向かって同時に剣を振り下ろした。

　目の前で突然始まってしまった戦いに戸と惑まどい、誰か怪我をしてしまうのではないかとハラハラした。しかし隣となりに立っていた騎士が呆あきれた声をあげる。

「あ～あ、ああなった隊長はもう止まらないぞ」

「え？」

「ビクトル隊長は普ふ段だんは冷静沈ちん着ちやくな方ですが、あいつらみたいに極きよく端たんに団の規律を乱す者がいると特訓という名のしごきが始まるんですよ。それにあの二人はしょっちゅう喧けん嘩かをしては隊長によく怒られていたから……さすがに我が慢まんの限界だったみたいですね。あ、でも安心してください。ああなってもさすがに理性は残っていますので二人を殺したり、大怪我を負わすことはありませんから！　もちろんビクトル隊長が怪我をされることもないですよ」

　騎士の言葉に再びビクトルを見ると、顔は笑っているのにその目は完全にヤバイ感じがした。

（……確かゲームでもニーナが盗とう賊ぞくに襲おそわれそうになった場面でビクトルがブチギレて大暴れしたことがあった。うん、その時のビクトルのスチルも確かあんな目をしていたよ）

　ゲーム画面を思い出し、私は呆れた表情を浮うかべながら目の前で繰くり広ひろげられる特訓という名のしごきをただただ見るしかなかった。

「だけど珍めずらしいな……」

「何がですか？」

「ああなった隊長なら、もう数カ所はあの二人に軽い切り傷を負わせているはずなのに全くそんな様子がないんですよ。まあ足で蹴けったり柄つかで殴なぐったりはしているので打だ撲ぼくはしてそうなんですが……でも切り傷が一つもないのは珍しいんです」

「そ、そうなのですか？」

　不思議そうにしながら見ている騎士の言葉に、私は頰ほおを引きつらせて相づちを打つ。

（普段は一体どんなすごいしごきをしてるの!?）

　全く想像できないと思いながら二人の剣を余裕でかわし、さらに相手の隙すきを見逃がさずすかさずそこに叩たたき込むような攻撃を繰り広げているビクトルを見る。

　数分後、明らかに二人の体力が限界まできているのが目に見えてわかってきた。するとビクトルはテオのお腹なかを思いっきり蹴ってその体を吹き飛ばし、続いてダグラスの横っ腹に柄を叩きつけてその場にうずくまらせた。

　そして二人がその場から動かなくなったのを確かく認にんし、ようやくビクトルは剣を下ろしたのである。

「あ～あ、今回は長かったな……まあ自じ業ごう自じ得とくだけど。すみませんセシリア様、俺ちょっとあいつらの様子を見てきますので、ここで少し待っていていただいてもよろしいですか？」

「え、ええ私は構いませんが……あの方達は大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか？」

「ああ大丈夫ですよ。あれぐらいなら普段の訓練でもよくあることですし、一応俺達騎士ですので体は鍛えていますから。あれなら三晩寝ねればすぐによくなりますよ」

「三晩!!　それはすごいですね……」

「いえいえ、それに俺達は早くビクトル隊長みたいに強くなりたいと思っているから、こんなことぐらいじゃへこたれないんですよ。その証しよう拠こに……ほらテオの顔を見てください」

　騎士がテオの顔を指差したので、示された方に視線を向けそして顔が引きつった。

（うわぁ～あんなにやられたのに何？　あの恍こう惚こつとした表情は……！）

　満足そうな表情で地面に仰あお向むけになって倒たおれるテオを見て思わず引いてしまった。

「ではセシリア様、ちょっと行ってきます」

「え、ええ、いってらっしゃい」

　そうして私から離はなれていく騎士を見送ると、地面に転がっている鞘を取りにダグラスに背中を向けたビクトルに視線を移した。しかしその瞬間、まだ闘志をみなぎらせている顔のダグラスがさっと立ち上がりビクトルの背中に向かって剣を振り下ろしたのだ。

「危ない！」

　私が思わず叫ぶよりも数瞬早くビクトルは一気に体を反転させ、持っていた剣でダグラスの剣を薙なぎ払はらうように刀身をぶつけたのである。

「甘い！」

　ビクトルが言い放つと同時にボキッという大きな音が響ひびき、ダグラスの持っていた剣の刃は先さき部分が折れて吹き飛んだ。

（け、剣を折るって……どれだけ強い力なのビクトルは！　……ってあれ？　なんかあの折れた刃先、私に向かってきているような……ってきているよ！）

　宙を舞まい、太陽の光に輝かがやきながら真まっ直すぐに私の方へ飛んできている折れた刃先を目で追いつつ、足がすくんでしまい全くその場から動けなくなっていた。

（噓うそ……処しよ刑けいエンドよりも先に、ここで命を落とすの!?）

　そんな絶望感が私を襲い、恐きよう怖ふで思わず目を閉じてしまった。

「セシリア様!!」

　ビクトルの焦った声が近くで聞こえたかと思った次の瞬間、大きくて温かい何かに体が包まれ強く体を引かれる。

「うっ……」

　なぜかとても近いところからビクトルの痛みに耐たえた声が聞こえ、私は驚いて目を開けた。すると目の前には唇くちびるを嚙みしめているビクトルの顔が間近にあったのだ。

「ビクトル!?」

「……セシリア様、お怪我はありませんか？」

「え、ええ私は大丈夫です。それよりも、私を庇かばってビクトルが怪我をされたのではないのですか!?」

「……これぐらい掠かすり傷です」

　ビクトルはそう言って私を抱きしめたまま離してくれなかったので、身をよじってなんとかビクトルの腕から抜け出そうとした。

「いいから見せてください！」

「しかし、セシリア様に血を見せるなど……」

「今はそんなことを言っている場合ではありません！」

　私は強く言うと、まだ十二歳という小さな体を生かして下から潜もぐるようにビクトルの腕から抜け出した。そして私の目に触れないように隠かくしている左手を強ごう引いんに摑み引き寄せたのである。

　その時チラリと地面に深々と突つき刺ささっている折れた刃先が目に入り、ぶるりと体が震ふるえたが私は恐怖を抑おさえ込こみビクトルの手に視線を向けた。やはり手ての甲こうには大きな切り傷ができており、そこから血が流れていたのだ。

「っ！」

「やはりセシリア様は見ない方が……」

「いいから黙っていてください！」

　あまりの痛々しさに思わず眉まゆをひそめてしまったが、慌てて引っ込めようとしていたビクトルの手をしっかりと摑み、私はドレスのポケットから綺き麗れいな薔ば薇らの刺し繡しゆうがされている真っ白なハンカチを取り出した。そしてすぐにハンカチを広げるとビクトルの手に巻こうとする。

「いけませんセシリア様！　そのような上等なハンカチを使われるなど！」

「ハンカチはこういう使い方もできるのですから、気になさらないでください！」

　強めに言い切ると、傷口を押おさえるようにきつく結んだ。

「まあ……思ったほど傷は深くなさそうでしたし、しばらくこうしていれば血は止まると思いますよ。ただあとでちゃんと治ち療りようはしてくださいね」

「……ありがとうございます。これは私の血で汚よごれてしまいましたので、後日必ず代わりのハンカチをお贈おくりいたします」

「お気になさらずに。ハンカチならまだまだ家にたくさんありますから。それに助けていただいたのは私の方なのですし……ビクトル、助けていただきありがとうございます」

「……本当に間に合ってよかった。もし間に合わなければ……セシリア様のお顔に一生物の傷ができていたかもしれません」

「そ、そうなのですね……」

　どうやら死ぬことはなかったようなのだが、それでも痛い思いをするかもしれなかったと思うと背中に冷ひや汗あせが流れた。だけど私以上にショックを受けている顔のビクトルを見て、なんとか気を紛まぎらわそうとにっこりと笑って冗じよう談だんを言ってみたのだ。

「もし私の顔に傷ができていたら……責任取ってくださったのかしら？　な～んて冗……」

「その時は責任を取って貴女を妻に迎むかえる所存です！　もちろん貴女が成人を迎えるまで待ちますが」

「……え？」

「確かに貴女はカイゼル王子の婚約者ですが……それでも私が傷を負わせた責任を取ってなんとしてでも貴女を迎え入れます！」
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　真剣な表情でじっと私を見つめて言ってきたビクトルに、私は激しく動どう揺ようした。

（ちょ、その顔でそのセリフは反則だよ！　前世の私だったら、確実に『よろしくお願いします』と言ってしまうぐらいの破は壊かい力だよ……）

　まさか冗談で言ったことをここまで真剣に考えてくれるとは思わなかったので、焦りながらもビクトルを止めることにした。

「ビ、ビクトル、その……とても責任感のある発言は嬉しいのですが、実際はビクトルが助けてくれたおかげで私は怪我などしていないのであまり深く考えないでください！　それに……将来ビクトルと相思相愛になる恋人ニーナができるかもしれないですし、その方のためにも私のことなど気にしなくて結構ですからね！」

「……」

　必死に訴える私を、ビクトルはなぜかじっと黙ったまま見つめてきた。

「……姫」

「…………は？　……姫!?」

「私にとって貴女は命を懸かけてでも守るべきお方だと決め、忠誠を誓ちかうことにいたしました。ですから貴女のことはこれから姫と呼ばせていただきます」

「え？　いや私は姫と呼ばれるような者では……」

「そもそも貴女は公こう爵しやく家けのご令嬢で王家とも血縁関係にありますので、姫とお呼びしても全くおかしくはありません」

「うっ、まあそうなのですが……」

「ではこれからは姫と呼ばせていただきます」

「……はい」

　ビクトルの押しの強さに渋々折れ、私は姫と呼ばれることを承しよう諾だくしたのだ。

　その後、憔しよう悴すいしきったダグラスから謝罪を受け、とりあえず事態は無事に収まったのだった。
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　思わぬ形で攻略対象者のビクトルと出会ってしまった日の翌日。私は城でおこなわれる婚約発表会に出席するため、気が重いがカイゼルが選んでくれた綺麗な淡あわい水色のドレスを着て城に向かったのだ。

　その姿を見て、私の心臓が一瞬高鳴った。

（ヤバイ……いつもの姿もカッコいいとは思っていたけど、正装姿はさらにカッコよさが際立っているよ！）

　麗しいカイゼルに思わず見とれてしまったのだが、それを悟さとられないように平へい静せいを装よそおい、私はカイゼルと共に広間に向かったのである。

「さあセシリア、私達の婚約発表会をしっかりと成功させましょう！」

「はい……」

　異様に意い気き込ごむカイゼルを見ながら私は困ったように返事をした。

　そのカイゼルにエスコートされながら広間に入ると、中で待っていた人々が笑顔を浮かべながら拍はく手しゆで迎え入れてくれた。今回は前回の社交界デビューの時とは違い、大人から子どもまでたくさんの貴族が集まっていたのだ。

　様々な視線を浴びながら広間を進み、私は公爵令嬢らしく笑顔を浮かべ淑しとやかにカイゼルの隣に立った。そして挨あい拶さつを終えると、引っ切りなしにやってくる貴族達をカイゼルと共に応対していたのである。

（予想はしていたけど……王太子の婚約者になるって本当に大変。それにさっきから祝いの言葉を贈られているけど、あれは絶対うわべだけだって私でもわかるよ。その証拠に娘むすめがいる父親は挨拶もそこそこに自分の娘をカイゼルにアピールして、あわよくば私から自分の娘に婚約者の立場が変わらないかと目論もくろんでいるのが丸わかりだもん。……正直私としては変わって欲ほしいところだけど）

　心の中で思いながらもそんなことが言えるわけもなく、私は大人しく話を聞く振りをしながら今日の食事は何かな～と他事を考えていたのだ。

　するとそんな私の前に、私と同じ年とし頃ごろのご令嬢を連れた男性がやってきた。私はその二人を見てまた同じ話が始まるのだろうと内心うんざりしながらも、笑みを浮かべながらじっと男性の顔を見て頭の中に叩き込んできた貴族リストを思い出す。

（え～と……確かこの方は大臣をされているダイハリア様。爵位は侯こう爵しやくだったよね。それでこちらが今年私と一緒に社交界デビューをされた……レイティア様だったはず）

　レイティア様は、薄い紫むらさき色いろの髪に緑色の瞳の、綺麗だがちょっとキツメの顔立ちをしていた。しかしよく見ると化け粧しようで頑がん張ばって隠してはいるがそばかすが目につく。

　そんな私の視線に気がついたレイティア様は、私を見て不ふ機き嫌げんそうに睨みつけてきたのである。

（……あ～これ何回目だろう）

　さきほどから父親と一緒に挨拶に来たご令嬢全員にこのように睨まれていたのだ。

（まあ確かに……つい最近社交界デビューしたばかりの令嬢が、あっという間に王子の婚約者の座につけば、いくら相手が公爵令嬢であっても納なつ得とくできないんだろうね）

　あの社交界デビューの時に、カイゼルのあとを必死に追いかけていたご令嬢達を思い出した。




　ようやく長々と続いた挨拶も一段落すると、カイゼルが私の手を取ってにっこりと微ほほ笑えんできた。

「ではセシリア、今日の主役の役割を果たしましょう」

「え？　もう挨拶は……」

「皆みなに私達の仲をアピールするため、一緒にダンスを踊おどりましょう」

「え……」

「……セシリアは、私とダンスを踊るのは嫌いやですか？」

「い、嫌というわけではないのですが……」

「それならよかった。では行きましょう！」

「え？　ちょっ、待ってくださいカイゼル！　心の準備が！」

　私の言葉がまるで聞こえていないのか、カイゼルに手を引かれ、そのまま広間の中央にまで連れていかれた。そして半強制的に手と腰をカイゼルに取られると体を密着させられてしまったのである。さすがにここまでされては諦めるしかなく、カイゼルとのダンスに付き合うことにしたのだった。

（……おお、さすが王子なだけあって上手い！　それにリードも完かん璧ぺきだからすごく踊りやすい。そうか……ニーナもこんな感覚を味わいながらカイゼルと踊っていたんだ）

　カイゼルのダンス技術に感心しながら、自分のおかれた状況も忘れてとても気持ちよく踊る。

「ふふ、前回はセシリアと踊れなかったですからね。今日はようやく踊れてとても嬉しい気持ちですよ」

「……そんなに喜ぶことですか？　私と他のご令嬢方とそんなに変わらないと思いますけど？」

「いいえ、セシリアがいいのです！　むしろ私はもう他の令嬢と踊る気など全くないのですよ」

「それはさすがに王子の立場上無理でしょう？　私のことはお気になさらず他の方々とも踊ってくださって構わないですからね」

　私を気にして他の方々と踊らないというのは悪いと思い、私はにっこりと微笑みながら勧すすめてあげた。しかしそんな私の言葉を聞いたカイゼルは、なんだか複雑そうな表情でじっと私を見つめてきた。

「セシリア……婚約者の私が他の令嬢と踊るのは、嫌ではないのですか？」

「え？　いいえ、なんとも思いませんよ？」

　カイゼルの質問に私はキョトンとした表情で返した。するとカイゼルは大きなため息をついて肩をガックリと落としたのだ。だがすぐに姿勢を正し再びにっこりと私に微笑みかけながら力強くこう言ってきたのである。

「必ずセシリアの気持ちを変えてみせますね」

　カイゼルの言葉の意味がわからず、目を瞬しばたたかせながら小首を傾かしげていた。そうこうしているうちに一曲終わり、私達は少し離れてお互い礼をする。

「セシリア、私ともう一曲踊っていただけませんか？」

「もう、一曲ですか……」

　カイゼルの申し出に私は迷っていた。

（ニーナのためにも、極力カイゼルとは関わらない方がいいのはわかっているけど……でも、もう少しだけカイゼルと踊りたい気持ちがあるんだよね。大人になったらきっと一緒に踊れなくなると思うからさ……。だから今だけは、いいよね？）

　自分に言い聞かせ、カイゼルの手を取ろうとしたその時──。

「セシリア！」

　後ろから私を強く呼ぶ声が聞こえてきた。その声に驚きながら振り向くと、そこにはしっかりと正装に身を包んだシスランが立っていたのである。

「え、シスラン!?　来ていたの!?　だってこういった舞ぶ踏とう会かいや夜会とかは嫌きらいだから極力参加しないとか言ってなかった？」

「ああ嫌いだ。特に今日は婚約発表会なんていう胸むな糞くそ悪わるい舞踏会だからな。……それでもセシリアがいるから来た」

「そ、そうなのね。私がいるから来たの意味はわからないけど……この機会に人と付き合う練習ができるといいね！」

「……俺はセシリアとだけ付き合えれば十分なんだが」

「いやいや、駄目だよ！　私以外とも慣れよう！」

「……」

　どこか不機嫌そうなシスランに呆れた表情を向けていると、カイゼルがにっこりといつもの似え非せスマイルを浮かべながら私の横に並んできた。

「やあシスラン、今日は『私とセシリアの婚約発表会』にわざわざ来てくださってありがとうございます。お祝いの言葉があるのでしたら聞きますよ？」

「……絶対言うか」

「そうですか……では私とセシリアはダンスを踊るので去っていただけませんか？」

「ちょっとカイゼル！」

　カイゼルの言い方に、またこんなところで喧嘩が始まってしまうのではと慌てた。しかしシスランはカイゼルを鋭するどく睨みつけたあと、すぐに視線を私に向けスッと右手を差し出してきたのだ。

「セシリア……俺と踊ってくれないか？」

「え？」

「……シスラン、よく婚約者の目の前でそんなことが言えますね」

「俺はセシリアに聞いているんだ……駄目か？」

　じっと私を見つめてくるシスランの様子を見て、本当に私と踊りたいのだと感じた。

（そうか……今まであまり人と付き合ってこなかったシスランだから、この場で一緒に踊れるのは私ぐらいしかいないんだ。……仕方ない！）

　私はシスランの現状を察すると、シスランの右手に手を重ねた。

「いいですよ。踊ってあげます」

「セシリア！」

「まあまあカイゼル、シスランもせっかく勇気を出して来てくれたのに誰とも踊らないのは可哀想かわいそうですよ。せめて私で慣らしていければと思ったのです」

「「…………」」

　親切心で言った私の言葉に、なぜか二人はなんとも言えない表情になってしまった。

　そんな二人の様子を見て不思議に思っていると、突然カイゼルが口を手で押さえ軽く噴ふき出だしたのだ。

「くく、そ、そう言うことでしたら今回だけ許します。ふっ、シスランしっかりセシリアで慣れるのですよ」

「……ちっ」

　ニヤリと笑ったカイゼルに対してシスランはすごく不機嫌そうに舌打ちしたが、それでも私の手を離さず強く引っ張ると踊りの輪の端はしに場所を移動した。そしてシスランは仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、改めて私の手と腰に自分の手を添そえると曲に乗せてステップを踏み出したのだ。

「意外。シスランがこんなに踊れるとは思わなかった」

「……俺も一応伯爵家の子どもだからな。母上から身につけろと厳しく言われて貴族としての最低限の教養とダンスを教え込まれたんだ」

「そうなの……でも将来もしかしたら運命の相手ニーナと踊ることになるかもしれないから、今から女性と練習しておくのはとてもいいことかもしれないね。私で慣れたら他のご令嬢とも踊ってみるといいかもよ？」

「……お前以外、絶対嫌だ」

「はぁ～まあ最初だし無理にとは言わないけど、徐じよ々じよに慣れていこうね」

「そう言う意味じゃないんだが……」

「え？　じゃあどういう意味なの？」

「……教えてやらん！」

　私が不思議そうに聞くと、シスランはムッとした顔で横を向いてしまった。しかしそれでも足はしっかりとステップを踏み、私を上手にリードしてくれたのだ。

　そんなシスランとのダンスも終わり、さすがにちょっと喉のどが渇かわいてきたので私は飲み物を取りに行くことにした。

「シスラン、私何か飲んでくるね。シスランはこのまま他の方と踊ってくれてもいいから」

「いや、俺も……」

「セシリア、飲み物を持ってきましたよ」

　シスランに断りを入れて立ち去ろうとしたのだが、スッと私の目の前にカイゼルがジュースの入ったグラスを差し出してきたのだ。あまりにもタイミングがよすぎて驚きながらも私はカイゼルからグラスを受け取った。

「あ、ありがとうございます。ちょうど飲みたいと思っていたところなのです」

「そうだと思いお持ちしました。さあここでは踊っている方々の邪じや魔まになってしまいますのであちらに行きましょう」

　カイゼルはそう言って私の腰に手を回し歩くように促うながす。

「……俺も行く」

「べつにシスランはついてこなくてもいいのですよ。ここで他の令嬢方と対人練習をされてはいかがですか？　ほら、あそこで貴方あなたをじっと見ている令嬢方がいらっしゃいますよ？」

「……あれはカイゼル王子を見ている女達だろう。それに俺はセシリア以外には興味はない」

「シスラン……ここでセシリア離ばなれされた方がいいのでは？　ねえセシリア？」

「え、ええ……でも、いきなり無理をさせるのもあまりよくないと思います。シスラン徐々に慣れていきましょうね。とりあえず……今は一緒にくる？」

「行く！」

　私の言葉にシスランは即そく答とうしカイゼルが小さく舌打ちしたのだった。

　相変わらずの仲の悪さに呆れながらも、私達は人があまりいない場所に向かった。しかしその道中、カイゼルとシスランはそれぞれ知り合いに引き留められ、二人共少し席を外すことになってしまったのである。

　とりあえず私だけ先に人がいない落ち着ける場所に移動すると、手に持っていたジュースを飲むためグラスを口元に近づけた。

　するとその時突然背後から何かが強くぶつかってきて、衝しよう撃げきで持っていたグラスから中身が盛せい大だいに零こぼれてしまったのだ。それも中身のジュースが、私のドレスのお腹の辺りからスカートまでしっかりとかかっていた。さらに悪いことにそれは葡ぶ萄どうジュースだったため、淡い水色のドレスに濃い紫色の染しみが目立ってついてしまったのである。

（……これ、洗って落とせるのかな？　ん～やっぱり水洗いだけでは落ちないよね？　でもこの世界に強力な洗せん剤ざいなんてあるとは思えないし……そもそもドレスって普ふ通つうに洗えるのかな？）

　完全に染みついてしまったドレスを見てどう落とそうかと考えを巡めぐらせていると、後ろから声をかけられたのだ。

「ああセシリア様、申し訳ありません！　わたくしの不注意でぶつかってしまったばかりにそんな大きな染みができてしまって！」

　あまりにも大きな声に私は驚いて後ろを振り向くと、そこには口元を手で押さえながら申し訳なさそうな表情で立っているレイティア様がいたのである。しかしよく見ると指の隙すき間まから見えた口の端が上がっている。

（……あ～完全にわざとだろうな、これ。なるほど、私が一人になった隙を見て仕し掛かけてきたのね。それにわざと大きな声を出して大おお袈げ裟さに振る舞っているから……うん、皆の注目が集まってきている。多分ここで私が怒れば器うつわの小さい者だと思われるし、逆に恥はずかしさで泣けば侮あなどられて笑われるんだろうな～さてどうしたものか……）

　ここはどう対処しようかと思案していたまさにその時、突とつ如じよ私の目の前に黒く大きな体が割り込んできたのである。

「……え？　ビクトル!?」

「姫……お助けするのが遅れてしまい申し訳ありません。私が間に合わなかったばかりに……姫のお召めし物ものが汚れてしまいました」

「いえ、ビクトルが謝あやまることではないですよ！　それよりもどうしてここに？　確か今は広間の警備をされているはずでは？」

「ええ、もちろん警備をしながらも姫をしっかりと見守っておりました。ただ……離れすぎていたことが仇あだに」

　ビクトルはそう言って悔くやしそうに私の汚れてしまったドレスを見てから、すぐにレイティア様の方に鋭い視線を向けたのだ。

「……貴女がわざと姫にぶつかっていかれるのを私は見ました」

「な、何を、言っていますの！　わたくしはそんなことなどしておりませんわ！　偶ぐう然ぜんぶつかってしまっただけですのよ！」

「いいえ、貴女がずっと姫を鋭い視線でご覧になっていたのに気がついておりましたので、何かされるのではと警けい戒かいしておりました。すると案の定、姫が一人になられたのを見計らって、一直線に姫に向かっていかれるのをこの目で確認いたしております」

「っ！　……ふ、ふん！　一いつ介かいの騎士である貴方の言葉と侯爵令嬢であるわたくしの言葉なら、確実にわたくしの方が信用されますわ！」

「……」

　レイティア様は腕を胸の前で組み、背の高いビクトルを見上げながらも勝かち誇ほこった笑みを浮かべたのである。

　そんなレイティア様をビクトルは目を据わらせながら無言で見つめた。

「……では、王子である私はその一介の騎士の方を信用いたします」

「え？」

　突然近くからカイゼルの声が聞こえ、レイティア様が驚いて声のした方に顔を向ける。そこにはいつもの似非スマイルを浮かべたカイゼルが立っていたのだが、どうも背中から黒いオーラが漂ただよっているような感じがした。

「……だから馬鹿な女は嫌いだ。こんなに人が多い広間で誰も見ていないと本気で思ったのか？　もしそうだとしたらあまりにも幼よう稚ちな考えで笑えないな」

　さらに刺とげのある言葉を言いながら眼鏡を押し上げ、シスランがすごく不機嫌そうな顔でカイゼルとは反対方向からこちらに歩いてきた。そして二人はそれぞれビクトルの両側に立ち、レイティア様と対たい峙じする形になったのである。

（ちょ、なんかすごく大事になってきてない!?　それに周りの貴族達が興きよう味み津しん々しんで見てくるし……正直この場から逃にげたい）

　心の中でうんざりしながらも、さすがに当事者である私が逃げ出すわけにもいかず、とりあえず成りゆきを見守ることにした。

「カ、カイゼル王子！　わざとではございませんわ！」

「まだそんなことを言うのですか、レイティア嬢。私の婚約者であるセシリアを貶おとしめようとする行こう為いを、私が見み逃のがすとでも本気で思っているのですか？　すでにこちらでも何人か目もく撃げき者しやを確保してあります」

「なっ！」

「俺もすごい形相で走っていくお前の様子が気になって見ていたからな」

「っ！」

「それに……レイティア嬢がわざと汚したドレスは、私が選んでセシリアに贈った物なのですが……その意味がおわかりですか？」

「ひっ！」

　カイゼルはスッと表情をなくし冷たい眼まな差ざしでレイティア様を見つめ、シスランも目を細めて嫌けん悪お感かんをあらわにした。その上ビクトルも無言の圧力をずっとかけていたので、レイティア様は息を詰まらせ、恐怖に怯おびえながらだんだんと顔が青ざめていく。

（さ、さすがにこれはやりすぎだよ！　ちょっとした意地悪で私のドレスを汚しただけで三人がかりで責めるのはさすがにどうかと……そもそもレイティア様のお父様はどうして……あ、無理だ）

　この状況にもレイティア様の父親であるダイハリア様が助けにこないことを不思議に思い広間を見渡すと、私達を見ている野次馬の後ろで青い顔のダイハリア様が、怖こわい顔の私のお父様とお兄様、さらには笑顔が逆に怖いお母様に囲まれていたのである。

　どうやらあっちはあっちですごく状況が悪いようであった。

　私はその様子に頰を引きつらせながらもう一度レイティア様を見ると、もう目に涙なみだが浮かび今にも零れ落ちそうになっていたのだ。しかしそんなレイティア様を見ても、三人は一向に態度を変えようとはしなかった。

（……はぁ～仕方ない。ここは私がなんとかしますか）

　小さくため息をつくと、カイゼルとビクトルの間をくぐり抜けてレイティア様の前まで移動した。

「セシリア!?」

「姫!?　何を!?」

「おい、お前はさがっていろ！」

　三人の焦った声を背中で聞きながら、怯えた表情で私を見つめてくるレイティア様ににっこりと微笑んでみせたのである。

「レイティア様、この三人のことはお気になさらなくていいです。それよりもせっかく綺麗にお化粧をされているのに涙を流されては台無しになってしまいますよ」

　私はそう言ってポケットからハンカチを取り出し、零れかけていた涙を拭ふいてあげた。

「……セシリア様」

「まあ……確かに貴女のなさったことはとてもいいこととは言えません。ですが……なさりたくなった気持ちも私はわかっているので怒ってはいませんよ。……悔しかったのですよね？」

「…………はい。初めてお会いした日、カイゼル王子のお姿を一目見てすぐにこの方の婚約者になりたいと強く思いましたの。でも次の日にはお父様から……わたくしより先に公爵様のご息女が婚約者に選ばれたとお聞きしてすごく悔しくて」

「そうでしょうね。特に貴女は侯爵家のご令嬢ですもの。私の次に選ばれる可能性が高い方ですから」

「……あの社交界デビューの日に、セシリア様がカイゼル王子にご興味を持たれていなかったのを見まして、わたくし完全に油断してしまいましたの」

「……ごめんなさいね。正直私もこの状況は想定外でしたから」

「え？」

「ああ、お気になさらないでください」

　ついポロッと本音が零れてしまい、それを慌てて誤ご魔ま化かした。

「そ、それよりも……本当にカイゼルを慕っているのでしたら、私にこのようなことなどせず直接カイゼルに想おもいをぶつけられた方が私はいいと思いますよ？　そうすれば……貴女を婚約者に選び直す可能性だってあるかもしれません」

「それは絶対……」

「カイゼルは黙っていてください」

　私の言葉にカイゼルが余計なことを言いそうだったので、キッと鋭い視線をカイゼルに向けて黙らせた。

「セシリア様……申し訳ございませんでしたわ」

「謝ってくださってありがとうございます。では今日のことはもうこれでお終しまいにいたしましょうね？」

　そう言ってもう一度微笑み、レイティア様の頭を優しく撫でてあげたのだ。

　するとレイティア様は目を大きく見開き驚きの表情で固まると、なぜか頰を赤らめていったのである。

（あ、さすがに大衆の面前でこれは恥ずかしかったかな）

　状況を察した私は、すぐに申し訳ない気持ちで頭に乗せていた手を引っ込めようとしたのだが、その手をレイティア様がしっかりと両手で摑んできた。さらに私の手を握り潤うるんだ瞳で私を見つめてくるので、一体どうしたのかとレイティア様を見ながら困惑する。

「セシリア様！　わたくし、カイゼル王子のことはキッパリと諦めましたわ!!　その代わり、セシリア様の幸せを応おう援えんすることに決めましたの！」

「………は？」

「わたくし……セシリア様を幸せにできないと判断いたしましたら、例えカイゼル王子であっても断固戦いますわ！」

　真剣な眼差しで力強く言い切るレイティア様を、私はただ啞あ然ぜんとして見つめたのだった。

　そうしてまあちょっとしたトラブルはあったものの、それでもなんとか無事（？）婚約発表会を終えた私はそれから何をしても運命を変えられない毎日を送り、そして二年の歳さい月げつがすぎて十四歳にまで成長したのである。
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　私は綺き麗れいなドレスに身を包み、城の一室で浮うかない顔をしながら長なが椅い子すに深く座すわっていた。

（……カイゼルと婚こん約やくしている以上いつかはこの日がやってくると思っていたけど……やっぱり憂ゆう鬱うつだな～。なんたって今日は、カイゼルの弟であり第二王子のレオン王子が社交界デビューする日。……はぁ～できれば出席したくない）

　頰ほおに手を添そえながら小さくため息をつく。なぜこんなに憂鬱になっているのかというと……レオン王子は四人目の攻こう略りやく対キ象ヤ者ラだからだ。




　※『レオン・ロン・ベイゼルム』

　肩かたまであるふわふわの淡あわい桃もも色いろの髪かみに碧へき眼がんの美少年。ゲーム上では十五歳さい。

　カイゼル王子の実じつ弟ていでありベイゼルム王国の第二王子。にこにことした小こ悪あく魔ま的てきな笑え顔がおで人を魅み了りようする。

　周りから可か愛わいいとちやほやされて育てられてはいたが、最終的に皆みな、王太子であるカイゼル王子に行ってしまうのが内心面おも白しろくないと思っていた。そのため人一倍独どく占せん欲が強くヤンデレ気質である。

　また、幼い頃ころから鉱物にハマり珍めずらしい鉱物の収集家でもある。

　そんな性格のレオン王子なのでニーナに興味を持ち、そして好きになると、だんだんと自分だけを見ていて欲ほしいという欲求が強くなってしまった。




　レオン王子の情報を思い出し、私は苦笑いを浮かべていた。

（いや～レオン王子はなかなか難しいキャラだったんだよね～。ちょっと選せん択たくを間ま違ちがえると、あっという間に監かん禁きんヤンデレバッドエンドに入るから何度もロードし直したし……まあ一部のファンの間では、そのバッドエンドの方がいい！　ヤンデレ好きには堪たまらない展開だ！　と話題にはなっていたけど）

　バッドエンドでニーナを見つめながら、狂気を孕はらんだ笑みを浮かべているスチルを思い出し、私は無意識に顔が引きつってしまった。ある意味いろいろと危険なレオン王子に今日初めて対面するかと思うと、できれば出席したくなかったのだが、王太子でありレオン王子の兄でもあるカイゼルは絶対出席しなくてはいけないため、必然的に婚約者の私も強制参加となったのである。

　再び小さなため息をつき舞ぶ踏とう会かいが始まるのを重たい気持ちで待っていると、扉とびらがノックされカイゼルが笑顔で入ってきた。

「やあセシリア、今日も素す敵てきですね」

「……ありがとうございます。カイゼルこそよくお似合いですよ」

「ありがとうございます。ああそうそう舞踏会の時間なのですが準備に手間取っているそうで、あともう少しだけ待っていて欲しいそうです」

「そうなのですか？　はい、わかりま……」

　するとその時、突とつ然ぜん扉が開きそこから淡い桃色の髪の男の子が部屋に入ってきた。

「あ！　兄上ここにいた！」

「レオン？　どうしたのですか？」

「も～！　さっきまで一いつ緒しよにいたのに急にいなくなるから僕、捜していたんだよ！」

「ああ、黙だまって行ってしまいすまなかったですね。どうしてもセシリアに今日の開始時刻が遅おくれることを伝えたかったので」

　膨ふくれっ面つらで入ってきたレオン王子にカイゼルは苦笑いを浮かべながら言った。しかし私はというと、心の準備のできていないまま急にレオン王子と会うこととなり激しく動どう揺ようしていたのだ。

（と、登場早いよ！　舞踏会の時間が遅れると聞いたからまだ会わなくて済むと思っていたのに……完全に油断してしまった。まさかレオン王子の方からやってくるなんて思ってもいなかったよ。しかし……元々年下キャラだったのもあるけど、十二歳だとさらに可愛い!!　ドレスを着せたら、絶対お人形さんみたいな美少女になるよ）

　頭の中でふわふわのドレスを着たレオン王子の姿を思い浮かべる。

「……兄上、セシリアって誰だれ？」

「ああそう言えば……まだ顔合わせが済んでいなかったですね。レオン、こちらが宰さい相しようのご息女で私の婚約者でもあるセシリアですよ」

「……セシリア・デ・ハインツと申します。どうぞよろしくお願いいたします」

　私を紹しよう介かいしているカイゼルの声にハッとし慌あわてて姿勢を正すと、レオン王子の前まで移動してスカートの裾すそを軽く摘つまみ会え釈しやくした。

　そんな私をレオン王子はじっと見つめている。

「そしてセシリア、こちらが私の弟でレオンです。レオン、挨あい拶さつできますね？」

「うん！　僕はレオン・ロン・ベイゼルムです。どうぞよろしく！　えっと……セシリア姉様！」

「ね、姉様!?」

「だって……兄上の婚約者様なんだよね？　だったら将来僕のお姉様になるんだし、そう呼んでもいいでしょ？」

「いえ、まだそうなるとは……」

「レオン、是ぜ非ひともそう呼んであげてください！」

「カイゼル……」

　ご機き嫌げんで肯こう定ていさせてしまったカイゼルに呆あきれた顔を向けていると、レオン王子が今にも泣きそうな表情で首を傾げながらじっと私を見てきた。

「セシリア姉様……嫌なの？」

「うっ!!　ま、まあ、姉様と呼ばれるのは正直嫌いやな気はしませんのでいいですよ」

（う～ん、ゲームでは姉様と呼ばれていなかったはずなんだけどな……まあ、いいか）

「ありがとう！　セシリア姉様！」

　レオン王子はにっこりと笑顔になり嬉うれしそうに抱だきついてきたのだ。突然抱きつかれたことに戸と惑まどいどうしたものかと周りを見回すと、侍じ女じよ達も顔を赤らめながら微ほほ笑えましく私達を見ている。

（あ、レオン王子の天使の笑顔か。皆、見事に落とされてる！　……この抱きつきも絶対計算の上だよね。レオン王子はこれで私が落ちると思っているんだろうけど……まあ落ちませんよ。だって私は……あの闇やみの部分を知っているんだから、ね）

　レオン王子のスチルを思い出し苦笑いしていると、レオン王子はさきほどまでの笑顔を消してじっと私を見つめてきた。

「……セシリア姉様は、僕が抱きついてもなんとも思わないの？」

「なんとも思わないですよ。だから……そろそろ離はなしていただけませんか？」

「………変な人」

　困った感じで私が言うとレオン王子は一瞬眉をひそめ、近くにいるカイゼルには聞こえない声でボソリと呟つぶやいたのである。そんなレオン王子の胸むな元もとに、気になるネックレスがチラリと見えた。

「あ、レッド・ベリル」

「え？」

「確か……赤いエメラルドとか緋ひ色いろのエメラルドとか呼ばれていて、市場には滅めつ多たに出回らない希少な鉱石だったと思いますが……」

　ネックレスの先についている綺麗な赤い鉱石を見て、思わず呟いた。すると私の言葉を聞いたレオン王子が驚おどろいた表情を向けてきたのである。

「ど、どうしてわかったの？　この鉱石の名前を言えたのってセシリア姉様が初めてなんだけど!?」

「はっ!!　しまった！　いや、どうしてかと言われましても……」

　レオン王子の問いかけに、私はどう答えたらいいかと言葉を濁にごした。なぜなら前世で見た設定資料集の中に、希少な鉱石の写真と説明が詳くわしく書かれた欄があったから。その上、レッド・ベリルはレオン王子が鉱石収集にハマるきっかけとなった物であり、同時に孤こ独どくな心を癒いやしてくれる大切な鉱石でもあったのだ。だからこそ私の記き憶おくに残っていたのだが……私は完全に地雷を踏んでしまったようだ。

　レオン王子の瞳ひとみが一変し、興きよう味み津しん々しんといった様子に変わった。

「ねえねえ、セシリア姉様！　もしかして他の鉱石も知っているの？」

「いえ、まったく!!　全然!!」

「本当？」

「……レオン、そろそろ時間ですよ。いい加減セシリアから離れて父上達のところに戻もどりなさい」

「え～僕、ここでセシリア姉様ともっとお話ししていたい！」

「駄だ目めです。ほらレオンを捜しに来た侍女が待っていますよ」

　カイゼルはレオン王子を私から引ひき剝はがすと、扉付近で困った表情をしながら立たち尽つくしている侍女のところへ強制的に連れていってくれた。

　ようやく解放されたことにホッとしていると、レオン王子がくるりとこちらに振ふり返かえってきた。

「セシリア姉様……またあとでね♪」

　そう言ってにっこりとレオン王子が笑うと、それがあのスチルの笑顔と一瞬重なったように見えゾクッと背中に寒気が走ったのであった。
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　三十分ほど遅れてようやく舞踏会が始まり、レオン王子の挨拶も滞とどこおりなく終わったため私はすぐに料理が並んでいるテーブルに向かった。

「予想はしていましたけど……今日の料理は、いつも以上に豪ごう勢せいでどれも美お味いしそうですね！」

「料理長達が頑がん張ばっていましたから。それにセシリアに食べていただきたいと意い気き込ごんでもいましたし」

「そ、そうなのですか。ではあとでお礼に伺うかがうことにします」

「そうしていただけるときっと料理長達も喜びますよ」

「それにしても……シスランやレイティア様は今回参加されていないのですね」

「お二人共都合が悪く、参加できないと聞いていますよ」

　そう言って、似非スマイルを浮かべたのだった。そんなカイゼルを不思議に思いながらも、私はさっそく料理を取ろうと皿に手を伸のばした。しかしその時、突然後ろからぶつかるように誰かが抱きついてきた。

「セシリア姉様！　こんなところにいたんだね!!」

「レ、レオン王子!?　さすがにこの場所で抱きついてくるのはやめていただけませんか！」

　後ろからぎゅっと抱きついてくるレオン王子に、振り返り困った表情で注意した。

（いやいや、さすがに時と場所を考えて！　どう見ても注目が集まっているし、それに……カイゼルが無理だからと第二王子のレオン王子をゲットしようと狙ねらっているご令れい嬢じよう方がたの視線が痛いんですよ！）

　遠巻きに私達を見ているご令嬢達の鋭するどい視線がグサグサと刺ささり、私は頰を引きつらせる。

「べつに僕、気にしないよ！　だってセシリア姉様と一緒にいたいんだもん！」

「こら！　レオン離れなさい！」

「嫌～！　だって兄上はさっきまでずっとセシリア姉様と一緒にいたんだし、ちょっとぐらい僕にも譲ゆずってよ！」

「私が婚約者のセシリアと一緒にいるのは当然のことだからです」

「……ねえセシリア姉様、僕と一緒にいるの……嫌？」

　レオン王子が再び目を潤うるませながらじっと私の顔を見つめてきたので、うっと言葉を詰つまらせ固まった。

（くっ、いくら計算されたものだとわかってはいても……美少年のおねだり顔は卑ひ怯きようだ！）

　ガックリと肩を落とした私は、腰に回っているレオン王子の手を見てから仕方がないといった表情でレオン王子に話しかけた。

「レオン王子、嫌ではないですが離してくれないと嫌になりますよ？」

「う～わかったよ。離してあげる……でも、一緒にいてね」

「……わかりました」

「セシリア、私の弟が申し訳ないです」

「いえ、お気になさらないでください」

　ようやく離れてくれたレオン王子にホッとしながらも、レオン王子はピッタリと私の横に立った。

「ねえねえ、セシリア姉様！　もしかして何か食べていたの？」

「これから食べようかと思っていたのです。よろしければレオン王子も食べますか？」

「うん、食べる！」

「では取り皿にお取りしますので、食べたい物を教えてくださいね」

「ああセシリア、それなら私がやり……」

「セシリア姉様！　あのハンバーグが食べたい！　黄色いソースがかかっているの！」

「あ、はいはい。あれですね」

　レオン王子が私の腕うでを摑つかんで食べたい料理を指定してきたので、苦笑しながらも料理を皿に取ってあげた。

（私……前世では姉しかいなかったから、なんだか本当に弟ができたみたいで、ちょっと楽しいかも）

　とりあえず未来のことは一いつ旦たん置いておいて、今は可愛い弟ができたみたいな感覚を楽しむことにした。

　そうして一通り希望の料理を皿に乗せると、その皿をレオン王子に手て渡わたそうとした。しかしレオン王子はにこにこと笑うばかりで、全然皿を受け取ってくれなかったのである。

「レオン王子？」

「セシリア姉様、僕にあ～んして食べさせて♡」

「え!?」

「僕、セシリア姉様に食べさせてもらいたいんだ～」

「レオン！　それは私もまだなので駄目ですよ！」

「そっか……兄上はまだなんだ……」

　カイゼルの言葉を聞いて一瞬レオン王子の口角が上がりニヤリと笑ったが、すぐに天使のような笑みで私に向かって口を大きく開けてきた。

「あ～ん！」

「セシリア、無理してやらなくてもいいですからね！」

「あ～ん！」

「いや、レオン王子……」

「あ～ん！」

「……はぁ～一回だけですからね。はい、あ～ん」

　レオン王子の根気のある『あ～ん』に私は負け、仕方ないと思いながら皿に乗せたハンバーグを一口サイズに切ってレオン王子の口の中に入れてあげた。

「うん！　すごく美味しい！」

「それはよかったです。ではあとは自分で食べられますよね？」

「じゃあ次は、僕がセシリア姉様に食べさせてあげるね！」

「え？　いえ、私は……」

　さすがにそれはできないと断ろうとしたのだが、それよりも早く私の持っていた皿が奪うばわれ残りのハンバーグをフォークに刺して私に差し出してきた。

「はい、セシリア姉様！　あ～ん！」
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「セシリア、それこそやらなくていいですからね！　むしろ私がやりたいぐらいです!!」

「…………」

　わけのわからないカイゼルの言葉はこの際聞こえなかったこととして、それよりもレオン王子のワクワクとした表情と目の前に差し出されているハンバーグを交こう互ごに見てどうしたものかと思おもい悩なやんでいた。正直さきほどから匂におってくるハンバーグの美味しそうな香かおりに、食べたいという欲求が羞しゆう恥ち心しんに勝まさろうとしていたのだ。

　私は小さく深呼吸をすると、意を決してハンバーグを口に含ふくんだ。その瞬しゆん間かん、口の中に広がる極ごく上じようの肉にく汁じゆうとソースの相まった美味しさに昇しよう天てんしそうになった。そして両頰を支えるように手を添えて至福の表情で口の中のハンバーグを味わいごくりと飲み込むと、大満足な気分でホッと息をついた。

　すると視線を感じたので目の前のレオン王子を見ると、なぜかレオン王子は惚ほうけた表情でじっと私を見ていたのである。

「レオン王子？」

「……セシリア姉様、可愛い♡」

「へっ？」

　レオン王子の言葉に戸惑っていると、まるで気に入った玩具おもちやを見つけたかのように目をキラキラさせ、さらに料理を食べさせようとしてきたのだ。

「ちょ、ちょっと待ってくださいレオン王子！　お願いです、恥はずかしいのでこれ以上は自分で食べます！」

「む～もっと食べさせたかったのに…………ああそっか、恥ずかしい場所じゃなければいいんだ。ふふ、なら僕と二人きりになれる場所を作れば……」

　私が恥ずかしさを訴うつたえて必死に抵てい抗こうすると、レオン王子は残念そうにしながらも諦あきらめてくれた。しかしそのあと何かよく聞こえない独り言をブツブツと言っていたかと思ったら、突然ニヤリと笑いだした。それを見てなぜだかわからないが背中に悪お寒かんが走ったのであった。
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　レオン王子と初対面した舞踏会から数日が経たち、自室でのんびりと読書をしながら過ごしているとそこにカイゼルやってきた。

「セシリア、三日後に同盟国の皇子が遊びにくることになりましたので、謁えつ見けんにはセシリアも同席してくださいね」

「え？　私もですか？　それに同盟国の皇子？」

「ええ、その皇子とは何年も前から手紙のやり取りをして仲良くさせていただいているのですが、今回私の国を見てみたいということで来られるそうです。まあ、海を越こえた国ですので到とう着ちやくするのに三日ほど時間がかかってしまうのですが」

「……同盟国の皇子、海を越えた国……」

「セシリア？」

「カイゼル……その皇子のお名前は？」

「名前、ですか？　アルフェルド皇子ですよ。同盟国であるモルバラド帝てい国こくの皇太子です」

　予想通りのカイゼルの言葉に、私はなりふり構わず頭を押さえて唸うなり声をあげたくなった。

（もう最後の攻略対象者と会わないといけないのか！）




　※『アルフェルド・ラ・モルバラド』

　褐かつ色しよくの肌はだに腰こしまである長く美しい白はく髪はつを三つ編みで束ね、瞳は宝石のように美しい赤色の妖よう艶えんな美男子。大人の色気を漂わせ、多くの女性を虜とりこにする。ゲーム上は二十歳。

　砂さ漠ばくの国の皇太子で常にアラブの服装であるカンドゥーラによく似た足元まである白い服を着ている。そして腰まである白く大きなスカーフを黒い紐ひもで頭に留めているため、基本的に髪の毛はその下に隠かくれている。

　性格は女好きで守備範はん囲いが広く、女性であれば誰にでも声をかけるほど。その理由は自分用のハーレムに入れる女性を自ら選んでいるからだ。

　さらにモルバラド帝国の建国者は元々盗とう賊ぞくだったこともあり、いまだに欲しい物は奪ってでも手に入れろ、の考えが根づいている国だった。

　そんな皇子がニーナと出会いすぐに口説き落とそうとしたが、全く相手にされず。すると今までにいなかったタイプのニーナに皇子は興味を持ちだし、なんとか落とそうと頑張っているうちに逆にニーナに落ちてしまったのである。




　私はゲームでのアルフェルド皇子を思い出しながら、カイゼルと共に謁見の間に向かった。

「セシリア、どうかされましたか？　なんだか浮かない顔をされていますが？」

「いえなんでもないです……それよりも、アルフェルド皇子はどういった方なのですか？」

「ん～私も手紙だけのやり取りで、直接お会いしたことがまだないのでなんとも言えないのですが、手紙からはとても感じのいい印象を受けましたよ。……ただやたらとこの国の女性のことを知りたがってはいましたが……」

　不思議そうな顔で話すカイゼルの言葉に、やはり女好きであることを確信したのであった。

（……多分ゲームで描えがかれていなかった部分で、セシリアもアルフェルド皇子に口説かれていたんだろうな～。だからカイゼルという婚約者がいても、アルフェルド皇子と仲良くなっていくニーナをすごい形相で邪じや魔ましていたんだね……）

　なぜかアルフェルド皇子ルートに入った時のセシリアの立ち絵が、他のルートに比べてだんだん怖こわくなっていくことにいまさらながら納なつ得とくしたのである。

　謁見の間に到着した私達は、壇だん上じように用意されている私とカイゼルの席まで移動した。ちなみに私の隣となりにはレオン王子がすでに座っていた。そうして最後に国王夫妻が着席したのを見計らい、すぐにアルフェルド皇子の入場が謁見の間中に知らされたのである。

　私はドキドキと鳴なり響ひびく自分の心臓の音を聞きながらゆっくりと開く扉を見つめていると、そこから足元まである真っ白な服と大きなスカーフを頭に被かぶったアルフェルド皇子が、様々な献けん上じよう品ひんを持ったたくさんの家来を後ろに引き連れて入ってきた。

（おぉぉぉ！　昔読んだ漫まん画がの一場面とそっくりだ！　へぇ～他国から献上品を持ってやってくると本当にこんな感じになるんだ）

　そんなことを思っていると、アルフェルド皇子は壇上の下までやってきて胸に手を当てて一礼し挨拶をした。

「私はアルフェルド・ラ・モルバラドと申します。お初にお目にかかれて光栄です」

　アルフェルド皇子が名乗り妖艶に笑うと参列している女性の官かん僚りようや大臣の奥おく方がた、さらには控ひかえていた侍女達が一いつ斉せいに色めき立った。

（うわぁ……ゲーム画面でもすごい色気のある微笑みだとは思っていたけど、リアルで見るとさらにすごいな。でも、まだ十七歳だよね？　なら……二十歳になった時、あの色気がどれだけすごくなるんだろう……）

　ゲームで見たあの妖艶な笑みをこの先リアルで見られるかもしれないと考えると……。

（あれは二次元で見るからこそいいのであって、三次元で見るのは……ムリ!!）

　そう思った瞬間、アルフェルド皇子が色めき立つ女性達に流し目を送りそしてウインクをした。すると、何人かの女性がその場で卒そつ倒とうしてしまったのだ。すぐに周りの男性達が助け起こし謁見の間はにわかに慌ただしくなる。

　そうして何人かの女性が謁見の間から運ばれていったあと、国王が一つ咳せき払ばらいをしてからアルフェルド皇子に声をかけた。

「アルフェルド皇子、ようこそ我わが国くにに来てくださった。そなたの滞たい在ざいを心から歓かん迎げいしよう。帰国までここを我わが家やと思いゆっくりと過ごされよ」

「お気き遣づかい感謝いたします。……私の訪問をお認めいただいたお礼に、わずかではありますが我が国の特産品をいくつか持参して参りましたのでどうぞお納めください」

　アルフェルド皇子は懐ふところから丸まった書簡を取り出し差し出してきたので、宰相である私のお父様がその書簡を受け取りその場で中を確かく認にんした。

「……目録確かに受け取りました。内容はあとで現物と合わせて検あらためさせていただきます」

「よろしくお願いします」

　お父様は一つ頷うなずくとアルフェルド皇子に一礼をしてその場からさがっていった。するとアルフェルド皇子は、献上品の中から滑なめらかで光こう沢たくのある真しん珠じゆ色いろの美しい布を取り出し広げてみせてきた。

「こちら我が国で生産しておりますシルクの特級品です。是非ともこちらをお美しい王妃様の衣い装しように使っていただきたいと思いお持ちいたしました。きっとそのきらめくような美しさがさらに際立ち、私を始め他の男性陣が貴女様に夢中になるでしょう」

「まあ！　とても嬉しいわ！」

　アルフェルド皇子は王妃に向かい妖艶に笑うと、さすがの王妃様もアルフェルド皇子の褒ほめ言葉と色気に当てられ頰を染めて喜んだ。そんな王妃の様子を見て国王が一瞬眉をひそめるが、すぐにいつもの威い厳げんある表情に戻りアルフェルド皇子に礼を言った。

「アルフェルド皇子、大変素す晴ばらしい物を王妃に贈おくっていただき感謝するぞ」

「いえ、美しい女性に美しい物をお贈りし着き飾かざっていただきたいと思っただけです。ですから……そちらにいらっしゃる可か憐れんな女性にも、こちらの耳飾りをお贈りいたしますね」

　アルフェルド皇子はそう言って持っていた布を今度は手のひらに乗るほどの宝石箱に持もち替かえると、その中から大きなエメラルドがついた耳飾りを私に見えるように掲かかげ持ったのだ。

（え？　それを私に？　……耳につけたら絶対重そう）

　キラキラと輝かがやく耳飾りを見ながらそんな素す直なおな感想を持った。だがさすがにこの場で本当の気持ちを言うわけにもいかず、愛あい想そ笑わらいを浮かべながらお礼を言った。

「ありがとうございます。とても素敵なお品ですね」

「できれば……これをつけた貴女あなたを間近で見たいものです」

　さらにアルフェルド皇子は私に向かって例の妖艶な微笑みを向けてきた。

　その瞬間なぜか私の両サイドから只ただならぬ気配を感じ、恐おそる恐おそる視線を動かしてカイゼルとレオン王子の様子を確認した。すると二人はいつもの笑みを浮かべてはいるが、明らかに目が笑っていないことに気がついた。

（な、なんで二人共怒おこっているの!?）

　よくわからない二人の様子に戸惑いながらも、とりあえずアルフェルド皇子に返事をしなければと思い視線を二人から外した。しかしアルフェルド皇子は、相変わらず妖艶な微笑みを浮かべたままじっと私を見ていたのである。

「ごめんなさいアルフェルド皇子、私など間近でお見せできるほどでもございませんわ」

「そのようなご謙けん遜そんなどされなくてもいいのですよ」

　そしてダメ押しとばかりに私に向かってウインクを飛ばしてきたのである。さすがにそんなアルフェルド皇子の行動にピシッと表情が固まってしまった。

（おいおい……今謁見中でしょうが。なんで堂々と口説いてきているのよ。それにこの配置から考えれば、私がカイゼルの婚約者だって誰が見てもわかると思うんだけど……）

　予想以上の女好きに戸惑っていると、私がウィンクに気がついていないと勘かん違ちがいしたアルフェルド皇子がさらにもう一度ウインクを投げてきたのである。

　その瞬間、我が慢まんの限界がきて思わず胡う乱ろんげな表情をアルフェルド皇子に向けてしまった。すると私の表情が予想外だったのか、アルフェルド皇子は瞠どう目もくしたままじっと私を見てきたのだ。そこでハッと気がつき慌てて表情を愛想笑いに戻した。

　しかしアルフェルド皇子は私を見ながら、ずっと困惑の表情をしていたのだった。





[image: ]






　なんとか無事謁見も終え、しばらく自宅で過ごす日々を送っていたのだが、どうしても読みたい本ができてしまい私は一人で城に向かった。

　そして王宮学術研究省で目的の本を借り、大事に抱かかえて家に帰るため中庭に面した人気のない廊ろう下かを歩いていると、廊下の先で見覚えのある真っ白な衣装がチラリと見えた。

　なんだか嫌な予感を覚えつつじっと目を凝こらして見てみると、そこには壁かべを背にして頰を染めうっとりとした表情をしている若い侍女と、その侍女の顔を見つめながら手にキスをしているアルフェルド皇子がいたのである。

（うわぁ～口説き現場に出くわしちゃったよ……）

　まさかこんなところで、こんな場面を見ることになるとは思ってもいなかったので、頰を引きつらせていた。しかしそこでハッとし、このままここにいてはお互たがい（私とあの侍女）が気まずくなるし、何よりアルフェルド皇子に見つかりたくないのですぐさまくるりと踵きびすを返すことにした。

　そうして一歩足を踏ふみ出したその時、後ろから私を呼び止める声が聞こえたのだ。

「待って！　確か……貴女はセシリアでは？」

　アルフェルド皇子の声に私は肩をビクッと震ふるわせ、ゆっくりとまるで機械的な動きで後ろを振り返る。

「ああやはりそうだ。貴女のお美しいその銀ぎん髪ぱつは忘れることができなかったからね」

　妖艶な微笑みを浮かべながら、アルフェルド皇子は私の方に歩いてきた。

「あ、あの、アルフェルド皇子……今はあちらの侍女のお相手をされていたのでは？」

　私はそう言ってチラリとさきほどの侍女を見ると、まだ赤く惚けた顔でこちらを見ている。しかし私の視線に気がついた侍女は、慌ててこちらに頭をさげると逃にげるように走り去ってしまった。

（いや、ちょっと！　できればこの皇子も連れていって！）

　だが私の心の叫さけびなど聞こえるはずもなく、あっという間に侍女はいなくなり、この場は私とアルフェルド皇子の二人きりとなってしまったのである。

「ア、アルフェルド皇子、あの方を追いかけなくてよかったのですか？」

「ええ、あの方との話はさきほど済んだので大だい丈じよう夫ぶだよ。それよりも今はセシリアと話がしたい」

「え？　私と？」

「ええセシリアと……ああカイゼルが貴女をセシリアと呼んでいたので私もそう呼ばせてもらうよ」

「ま、まあ名前はべつに構いませんが、どうして私などとお話ししたいと思われたのですか？」

「私の歓迎舞踏会の時、カイゼルが全く貴女と話をさせてくれなかったからね」

　そう言ってアルフェルド皇子は苦笑いを浮かべた。

「……それでどういったお話を私とされたいのですか？　私としては家に帰るところなのでこれで失礼させていただきたいのですが」

「……なるほど、カイゼルが私に貴女を会わせようとしなかった理由がよくわかった。貴女は他の女性とは少し違うところがあるようだ」

「……なぜか皆さん、そう言われるのですよね」

　誰からも言われるその言葉が、私には全く理解できないでいた。

（そりゃあゲームのセシリアみたいにならないため、他のご令嬢みたいに色目を使って媚びるようなことはしていないけど……）

　今までの自分の行動を思い返してみるが、どうしてもわからなかったのだ。

　すると考え込んでいた私の髪を、アルフェルド皇子が一ひと房ふさすくい取ったのである。さりげないその行動に驚き目を見開いたままアルフェルド皇子を見ると、アルフェルド皇子は私の髪の感かん触しよくを手で確認しながらぐっと顔を近づけてきたのだ。

「やはり思っていた通り滑らかで肌はだ触ざわりのいい髪だね。それに近くで見るとその紫むらさき色いろの瞳もとても素敵だ。できれば……貴女をこのまま攫さらって私の国に連れて帰りたい」

「……アルフェルド皇子、近いです」

　目の前まで迫せまり妖艶な微笑みを浮かべているアルフェルド皇子に対して、私は眉み間けんに皺しわを寄せ険しい表情を向けた。

「……ここまでしても私に落ちなかった女性は貴女が初めてだ」

「私、そんな簡単に落ちるような安っぽい女じゃないです。それに……さきほど別の女性を口説かれているところを見たあとにこのようなことをされても……正直全く心は動きません。というか引きます」

「……」

　まさかそんなことを言われるとは思ってもいなかったようで、アルフェルド皇子は呆ぼう然ぜんとした表情のまま固まってしまった。私はすぐさま自分の髪の毛を奪うばい返すと、目を据すわらせながら後ろに数歩さがり距きよ離りをあけたのだ。

「だいたい、この国で自分のハーレムに入れる女性を見み繕つくろっていること自体、私はどうかと思っているのですよ？」

「なっ！　ど、どうしてそれを!?」

「どうせ国に連れて帰りたいと言ったのは私だけではないですよね？」

「……」

「アルフェルド皇子の国の事情は大体知ってますから。だからアルフェルド皇子の来訪が、この国で気に入った女性をハーレムに入れるための事前の下見だということも容易に想像がつきました」

「そ、それは……」

「国ごとに考えが違うのでそれは仕方がないと思いますが……私はハッキリ言ってたくさんの女性を囲う男性は女性を軽視しているようで嫌きらいです！」

「っ！」

　キッパリと言い切った私を、アルフェルド皇子は目を見開き驚きよう愕がくの表情でじっと見てきた。

（……確か前世でゲームをしていた時も、今回みたいに他の女性を口説いていた場面を見たすぐあとにニーナにも甘あまい言葉で口説いてきてたんだよね。だけどその時は、さっきまで別の女性を口説いていたことを忘れるぐらいにカッコよく見えてたな～。ゲームっていう二次元の世界だと許されるけど……さすがにリアルでやられると、いくらカッコよくても浮気性な男はやっぱり嫌だ！）

　それにニーナがアルフェルド皇子を選ぶなら、幸せにもなってほしいと思った。

「……こんなにハッキリと嫌いだと言われたのも貴女が初めてだ」

「気分を害されたのでしたら申し訳ありません。ですが私の気持ちをハッキリとお伝えしておいた方がアルフェルド皇子のためだと思いましたので。だからこれ以上私に構わず……」

「決めた！　私はハーレムなど作らず一人のことだけを大事にするよ！」

「え？　ま、まあ将来のおニ相ー手ナのためにも私はいいと思いますが？」

「ありがとう、必ず貴女に認められる男になるよ」

「はい!?　な、なんで私？」

　なぜか私に向かって、真しん剣けんな表情で宣言するアルフェルド皇子に戸惑った。さらにその後、どうしても国に帰ってやらなければいけないことができたからと急きゆう遽きよ予定を繰くり上あげて帰国してしまったのだ。

　そうして最後の攻略対象者と出会ってからさらに月日が流れ、結局三歳の時に考えた『対策案』の二と四は上う手まくいかないまま、とうとう私は運命の十七歳にまで成長してしまったのである。
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　現在数十年に一度の『天空の乙おと女め』と呼ばれる巫み女こを決めるための儀ぎ式しきが、王城内の神しん殿でんでとりおこなわれていた。

　そもそもそれはどういった儀式なのかというと、神殿の奥おくに非常に大きな水みず瓶がめがあり、その中に今年十七歳さいになる王国内全ての女性の名前と出生記録が書かれた特とく殊しゆな紙を一いつ斉せいに入れるのである。すると不思議なことに一枚だけが水みな面もに浮き上がり、他は全て水瓶の底に沈しずんでいく。

　そして水面に上がってきた紙に書かれた名前の女性が、その年の『天空の乙女』として選ばれるのである。

　私はそれをゲームの冒ぼう頭とうで流れる映像で見たことがあったので、実際に見なくても今神殿でおこなわれている儀式の様子が頭に浮かんでいたのだ。

　そうしてやはりゲーム通りに、『天空の乙女』にはヒロインであるニーナが選ばれたのだった。




　※『ニーナ』

　肩かたまで伸のびたふわふわの金きん髪ぱつに綺き麗れいな青い瞳ひとみの美少女で十七歳。『悠ゆう久きゆうの時を貴女あなたと共に』のヒロインで操作キャラでもある。

　性格は明るく誰だれとでも打ち解けることができ、優やさしい心の持ち主。また善悪の判断がしっかりとしており、甘あまい言葉で騙だまそうとする者には貴族であってもキッパリと意見を言う芯しんの強さを持っている。

　王都から離はなれた小さな町に一人で住んでおり、両親は幼い頃ころに亡なくなっていて天てん涯がい孤こ独どくの身。だがそんな環かん境きように置かれていても周りの親切な人々に助けられ、曲がった性格にならなかったのだ。

　そして十七歳になった年『天空の乙女』に選ばれ、登城するところから物語が始まるのであった。




　私はニーナに関しての内容を思い出しながら、式典の間の最前列にカイゼルと共に並んで立っていた。

　そう、今からここで『天空の乙女』の叙じよ任にん式しきがとりおこなわれるのである。そしてその式に参列するため国王夫妻はもちろん、この国の王子であるカイゼルやレオン王子、王宮学術研究省所長のデミトリア先生とその子息であるシスラン、さらにこの珍めずらしい『天空の乙女』という儀式に興味があるからと言って長期滞たい在ざいすることとなったアルフェルド皇子と、この式典の間を警備する団長となったビクトルがこの場に揃そろうことになったのだ。

　一応それ以外にも官かん僚りようの貴族も入っていて、私の両親やお兄様、大臣の娘むすめであるレイティア様も父親のダイハリア様と参列していた。

　そんな多くの王おう侯こう貴族が中央に敷しかれた赤いカーペットを挟はさむように向かい合って並んで立っているのである。そして扉とびらから続く赤いカーペットの先は一段高くなっており、その上に祭さい壇だんが置かれ、司祭だと思われる立派な白い髭ひげを生やした初老の男性が立っているのだ。

　私はこの厳おごそかな雰ふん囲い気きに吞まれながらも、いよいよこれからゲームの本編が始まるのかと思うと期待と不安で心臓が痛いほど激しく鳴なり響ひびいていたのである。

（とうとうこの日がきてしまった！　『悠久の時を貴女と共に』ファンとしては目の前でヒロイン……ニーナの登場シーンを見られる喜びは半はん端ぱないよ！　だけどそれと同時に、カイゼルとの婚こん約やくを解消できなかった不安は残ってしまった。何度もその話をしてみたけど全く聞き入れてくれなかったんだよね。……まあ、せめて『対策案五、ニーナの恋こいを邪じや魔ましない』を徹底して、絶対に処しよ刑けいフラグを立たせないようにしないと！）

　そう心の中で決意を固めていた私の耳元にカイゼルが顔を寄せ、小声で話しかけてきた。

「セシリア、本当に残念でしたね。私は『天空の乙女』に選ばれるのは貴女だと思っていたのですが……」

「もう決まったことですので仕方ありませんよ。それに私は『天空の乙女』に選ばれたニーナを全力で応おう援えんするつもりでいますので！」

「お、応援ですか……」

「ええ！　ニーナの邪魔をせず、じゃなかった、その行動を助けるつもりです！」

「そ、そうですか……まあセシリアが気にしていないのでしたら、私はもう何も言いません」

　カイゼルを見ながら握にぎり拳こぶしを作って意い気き込ごむと、それを見たカイゼルが戸と惑まどいの表情を浮かべながらも頷うなずいてくれたのだった。

　再び赤いカーペットの方を向き、今か今かとニーナの登場を待っていたのだが、ふとあることに気がついた。

（あれ？　そう言えば……ここの場面って実際どんな流れだったっけ？　……ああそっか、ここは本編に入る前のプロローグ的な部分だったから、最初に一回見ただけで次から全部スキップしてたんだった。どんな内容だったかな？　ん～確か……扉が開いて視界にたくさんの王侯貴族が並んでいるという描びよう写しやがされて……ああ駄だ目めだ。それ以上は思い出せない）

　前世の記き憶おくを頑がん張ばって呼び起こそうとしたが、ニーナの入場を知らせる声が聞こえ私は思い出すのを放ほう棄きした。そしてワクワクとした気持ちで扉を見つめていると、ゆっくりと扉が開きそこからゲームと全く同じ姿のニーナが入ってきたのである。

（な、生ニーナ可か愛わいい！　あの歩くたびふわふわ揺ゆれる金髪も、緊きん張ちようと不安でいっぱいなのがよくわかるあの青い瞳も全部ゲームのニーナそのままだ！　ヤバイ、今まで出会ってきた登場人物の中で一番嬉うれしいかも！）

　慎しん重ちようにカーペットの上を歩くニーナを見つめながら心の中で身み悶もだえてしまう。

　そのニーナはというと、なるべく周りの王侯貴族達を見ないようにしているのか、真まっ直すぐ祭壇の方に視線を向けたまま緊張した面おも持もちでぎこちなく歩いている。するとおぼつかない足取りのまま私の前を通りすぎようとしたまさにその時、それは突とつ然ぜん起こったのである。

「あ!!」

　ニーナの小さな驚おどろきの声と共にその体が前に倒たおれていった。どうやら緊張と慣れないカーペットの歩き心ごこ地ちに足を取られてしまったようなのだ。私は咄とつ嗟さに飛び出し、今にも床ゆかに倒れてしまうニーナの体を支えた。

「ニーナ！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「は、はい。大丈夫です」

「それはよかったです」

「っ！」

　どうにか転てん倒とうする前に支えられたことにホッとし、ニーナに向かって微ほほ笑えんだ。するとニーナは私の顔を見ながらなぜかみるみる顔を赤らめ、息を詰つまらせたのである。

「どうかされました？」

「……とても綺麗です」

「え？」

「あ！　いえ、なんでもありません！　それよりも助けていただきありがとうございました。……すみません、失礼だと思いますがお名前を伺うかがってもよろしいでしょうか？」

「私、ですか？　私はセシリアと申します」

「セシリア様……とても素す敵てきなお名前ですね」

　そう言って恥はずかしそうに頰ほおを染めながらにっこりと私に笑いかけてきたニーナを見て、私は思わずこの場で身悶えしそうになったのだ。

（いやぁぁぁ！　ニーナ可愛すぎる！　……って、あれ？　なんかこれに似たセリフと場面見たことがあるような……あ!!）

　私はようやくあることを思い出し慌あわてて後ろを振り返ると、そこには一歩足を踏ふみ出してこちらに手を伸ばしたまま固まっているカイゼルがいたのである。

（そ、そうだった！　本当はここ、カイゼルがニーナを助ける場面だった!!）

　完全にカイゼルの役目を奪うばってしまったことに気がついた私は、固まってしまったカイゼルを見ながら愕がく然ぜんとしていたのであった。
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　目の前の扉がゆっくり開くと、その先にたくさんの王侯貴族が居並ぶ姿が目に飛び込んできた。その瞬しゆん間かん、今すぐこの場から逃げ出したい衝しよう動どうに襲おそわれる。

　だけどそこでまるで我わが子のことのように喜び、嬉しそうに私を送り出してくれた町の人々の顔が頭をよぎった。そんな町の人々の気持ちを台無しにしては駄目だとぐっとその場に踏ふみ止とどまり、緊張で震ふるえる足をなんとか前に動かして居並ぶ王侯貴族の間を祭壇に向かって歩いていった。

　そうしてようやく祭壇近くにまでこられたことで少し気が緩ゆるんでしまった私は、歩き慣れていなかったカーペットに足を取られてしまったのである。

『あ!!』

　小さな声をあげると同時に私は前のめりに倒れてしまった。どんどんと近づいてくる床に思わず目を瞑つむりやってくる衝しよう撃げきに耐たえようとしたのだが、そんな私の体を誰かが支えてくれた。まさかこの状じよう況きようで誰かに助けられるとは思ってもいなかった私は、戸惑いながらもそっと目を開け、そして驚きに目を瞠みはってしまったのだ。

《な、なんて綺麗な方……》

　私を助けてくださった方の顔を見て、思わずそう思ってしまったのである。

『大丈夫ですか？』

『え、ええ大丈夫です。助けていただきありがとうございます』

『お怪け我ががなく何よりです』

『……失礼ですが、お名前を伺ってもよろしいでしょうか？』

『私、ですか？　私は……カイゼル、カイゼル・ロン・ベイゼルム。一応この国の第一王子をしています』

『っ！』

　カイゼル王子はにっこりと私に向かって微笑んだ。その瞬間、美しい微笑みを間近に見たことで一気に顔が熱くなったのだ。




　そんなゲームの一場面が脳のう裏りに浮かび激しく動どう揺ようしていた。

（こ、ここは本来カイゼルがニーナを助ける場面で、さらには二人が初めて出会う大事な部分だったのに！　噓うそでしょう……ついさっきニーナの恋を邪魔しないと改めて誓ちかったばかりなのに、さっそく破っちゃったよぉぉぉぉ!!）

　心の中で絶ぜつ叫きようしながらも表面上は平静を装よそおい、とりあえずニーナを立たせてあげる。その時チラリとカイゼルの方を見ると、もう元の体勢に戻もどり私の方を見ながら苦く笑しようを浮かべていたのである。

（……今からでもカイゼルと代わって……ってやっぱり遅おそいよね。はぁ～まあやってしまったものは今さらしょうがない。きっと別のイベントで二人の仲が進展するでしょう！）

　そう割り切ることに決め、再びニーナの方を見てにっこりと微笑んだ。

「では、私は元の場所に戻りますね」

「え？　あ……」

　なぜか私の言葉を聞いたニーナは、不安そうな表情で私を見つめてきた。そんなニーナの様子を見て、どうやら緊張の糸が切れて動けなくなってしまったのだと察した。

「よろしければこのまま祭壇の手前までつき添いいたしますが？」

「え？　いいのですか？　お、お願いします」

　ニーナは私の言葉を聞いて目を瞬しばたたくと、すぐにホッとした顔になり小さく頷いてきたのである。私もニーナに頷き返すと、ニーナの手を取り腰こしを支えてゆっくりと司祭が待つ祭壇に向かって二人で歩きだした。

　そうして祭壇前まで到とう着ちやくすると、私はニーナの体からスッと手を離した。

「では、私はここでさがらせていただきます」

「セシリア様、本当にありがとうございました」

「いいえ、頑張ってくださいね」

　軽く手を振ってニーナから離れると、再びカイゼルの隣となりに戻った。そして呆あきれた表情で私を見てくるカイゼルに、いろんな意味を込めて謝罪する。

「カイゼル、ごめんなさい」

「なぜ私に謝あやまるのですか？　……しかしセシリア、貴女は相変わらずすごい行動力ですね」

「そうですか？」

「ええ、普ふ通つうの令れい嬢じようは咄嗟にあのような行動はできませんよ。私が出で遅おくれるほどに……」

「それに関しては本当にごめんなさい！」

「いえ、怒おこっているわけでは……ただ今回は二人共怪我がなかったからよかったですが、場合によってはセシリアまで倒れて怪我をしていたかもしれないのですよ？　そのことをわかっていますか？」

「でもニーナ、すごく軽かったですよ？」

「そういうことではなくてですね……私はセシリアに怪我をさせたくないのです。ですから今度同じようなことが起こった時は、私を頼たよってください！　いいですね？」

「は、はい！」

　なぜそこまでカイゼルが怒っているのかわからなかったが、すごみのある似え非せスマイルで迫せまられ私は大きく首を縦に振って頷くことしかできなかったのであった。
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　ニーナとカイゼルの大切な出会いイベントをぶち壊こわしてしまった叙任式が終わると、いつの間にか裏で手を回していたカイゼルの手配で私も城に住むこととなってしまったのだ。これはゲームでなかったことだがこれでニーナの恋のアシストができるのなら問題ない、と思うことにした。

　そうしてニーナと共に城に滞在してしばらく経たったのだが、一向にニーナが誰か特定の人物と一いつ緒しよにいる様子を見かけることができず焦あせりが募つのっていた。

（できれば誰ルートに入ろうとしているのかだけでもわかると助かるんだけど……）

　一応それとなくニーナに聞いたりもしたのだが、なぜかそのたびに私の名前が出るばかりで攻略対象者の名前は全く出なかったのである。まあそれでもまだ攻略対象者達と出会ってから間もないので、きっと時間が経てば気になる相手が出てくるのだろうとしばらく様子を見守ることにしたのだった。




　そんなある日、私はお父様に呼び出され城の中にある会議室にやってきた。しかし部屋の中には、すでに私の見知った人物達が待機していたのである。

「あれ？　皆みなさんもお父様に呼び出されたのですか？」

　私はそう言って部屋にいた人々の顔を不思議そうに見回した。そこにいたのは、カイゼル、シスラン、ビクトル、レオン王子、アルフェルド皇子、さらにはレイティア様やニーナまでいたのである。だけどどうしてここに集められたのかは誰もわからず、お互たがいを見ながら困こん惑わくしていた。すると部屋の扉が開き、そこからお父様とあの叙任式をとりおこなっていた初老の司祭が一緒に入ってきたのである。

「皆様お揃いですね」

　そう言ってお父様が私達を見回してにっこりと笑った。

「ハインツ公、この集まりは一体なんなのですか？」

「カイゼル王子、それを今からご説明いたします。では司祭様よろしくお願いいたします」

「はい。え～皆様にわざわざお集まりいただいたのは、一週間後にとりおこなう予定の『お披ひ露ろ目めパレード』について、事前に決めておかなければいけないことがあったからです」

「……ああ確かこの先の予定にそのような行事がありましたね」

　司祭の言葉に、カイゼルが何かを思い出した様子で答える。

「ええ、そうです。国民にこのたびご就任なされた『天空の乙女』であらせられるニーナ様をお披露目するパレードをおこないます」

「え？　私のお披露目パレードですか!?」

「はい。これは大事な行事ですのでどうかよろしくお願いいたします」

「……はい。とても恥ずかしいですが頑張ります」

「ありがとうございます。ですがそこには、ニーナ様お一人だけでご参加されるわけではありませんのでどうかご安心ください」

「それは一体？」

　ニーナは司祭の言った意味がわからず不思議そうな顔をしていると、司祭はにこにこと笑え顔がおを浮かべながら私達を見回してきたのである。

「ここにお集まりいただいた方々は、ニーナ様と特に仲良くされている方々です。そしてニーナ様にはこの方々の中から誰かお一人を、お披露目パレードのパートナーとして選んでいただきたいのですよ」

「え!?」

　驚きの声をあげながらニーナは呆ぼう然ぜんと私達を見てきた。

（うぉぉぉぉ！　こ、これはゲームのイベントシーンじゃないか！　確かここで選んだ相手とその後いろいろなイベントが起こるから、実質ここがルート決めみたいなものだったんだよね！　さあさあニーナ、一体誰を選ぶの!?　私、絶対その方との関係を邪魔しないからね！）

　戸惑った表情で狼狽うろたえているニーナをじっと見つめ、私はワクワクしながらこの状況を見守っていた。

「ではニーナ様、どなたを選ばれますか？」

「……」

「もしお選びになれないようでしたら……カイゼル王子にその役をお頼たのみしようかと思っていますがいかがでしょう？」

「司祭様……本当にどなたでもよろしいのですか？」

「ええ、構いませんよ」

　司祭の言葉を聞いたニーナは、ゆっくりと私達の顔を見回し、そして私に視線を止めるとにっこりと微笑んできたのである。

「私、セシリア様にお願いしたいです！」

「……え!?」

　まさかのご指名に私は驚きの声をあげたのだが、なぜか驚いているのは私一人だけなのだ。司祭様はさきほどから変わらないにこにことした表情を維い持じしていたし、お父様はさすが私の娘だと言わんばかりの自じ慢まんげな顔をしていたのはこの際置いといて、カイゼル達の表情が私には不思議でたまらなかったのである。

　なぜならカイゼル達男性陣じんは皆やっぱりといった呆れた表情をしており、いつの間にかニーナとすっかり仲良くなっていたレイティア様は、腕うでを組んで目を瞑り当然といった表情で何度も頷いていたのだ。

（なんだろう？　この私だけわかっていない雰囲気は……）

　予想外の皆の反応に困惑していると、いつの間にかニーナが私に近づき両手を組んで懇こん願がんの表情を私に向けてきた。

「セシリア様……駄目、ですか？」

「……むしろ本当に私でいいのですか？　こういう役目は男性の方がいいような気もするのですが……」

「私はセシリア様がいいのです！」

「……わかりました。ニーナのお願いですし引き受けさせていただきます」

「セシリア様、ありがとうございます！」

　私は仕方ないと諦あきらめ、ニーナのお願いを引き受けることにしたのである。

（しかし……この場合、誰のルートに入ったんだろう？　そもそもゲームにはセシリアという選せん択たく肢しはなかったはず。……やっぱり私が知っているゲームの展開とはちょっと違ちがってきているような気がするんだけど。う～ん、なんでだろう？　……まあ今は悩なやんでいてもどうにもならないし、とりあえずお披露目パレードに集中するか）

　何かわからない違い和わ感かんを覚えつつも、私は気持ちを切きり替かえてお父様から当日の細かい説明を受けるのであった。
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　お披露目パレード当日──。

　私は城の一室でパレードに着る衣い装しようを身につけ姿見の鏡で自分の姿を確かく認にんしていた。鏡に映っている私は、黒を基調とし金の刺し繡しゆうが美しく施ほどこされた男性用の正装を身に纏まとっており、さらにいつもはそのままおろしている髪かみを後ろで一つに束ねていたのだ。その姿はどう見ても男装の麗れい人じんにしか見えないのである。

（……お母様、張り切って仕立屋に頼んでくれたのはいいけど……やっぱりこれはちょっと豪ごう華かすぎな気がするよ。まあ……最初の段階では、もっとゴテゴテとした装そう飾しよくがつけられる予定だったし、まだマシになった方か。それにこれでパッと見『天空の乙女』がどちらかわかりやすくなったよね！）

　お披露目パレードの馬車に女性が二人乗っていては、初めて『天空の乙女』を見に来た国民がどちらが巫女かわからず混乱してしまうと思ったのだ。だから私が男装すれば問題なくなると思いついたのである。

　すると鏡に映り込んで見える衣装の着つけを手助けしてくれた侍じ女じよ達が、皆惚ほうけた表情で頰を赤らめていることに気がついた。実はこの状態は実家でもよく見かけた光景でもあったのだ。実家で出来上がった衣装を試着する際お母様を始め、居合わせた侍女達や仕立屋の職人男性までもが同じような顔で私を見ていたのである。

　その時のことを思い出し、苦笑いを浮かべながら鏡に映る自分の姿を最終チェックしていた。

　するとノック音のあとにカイゼルが部屋に入ってきた。

「セシリア、準備ができたと……」

　カイゼルは笑顔を浮かべつつ部屋に入り、私を見てそのまま固まってしまった。

「セシリア姉様！　どんな衣装……」

　続いて入ってきたレオン王子もカイゼルと同様に私を見て固まる。

「どんな素敵な姿に……」

　アルフェルド皇子も同じように固まった。

「おい、入口で立ち止まって何を……」

　扉付近で固まってしまった三人に、険しい表情を向けながら入ってきたシスランも私を見て固まってしまう。

「皆様どうされたのです!?　もしや姫ひめに何か……」

　続々と立ち止まってしまう人達に、慌てた様子で部屋に入ってきたビクトルも私を見て固まったのである。

（あ、なんだかこれ……面おも白しろい！）

　どんどん固まってしまう皆の反応に、私はだんだんと楽しくなっていたのであった。しかし次に入ってきたレイティア様は、私の姿を見て驚きの表情になり頰を染めながら両手を頰に添そえたのだ。

「きゃぁ～！　セシリア様、素敵ですわぁぁぁ！」

　そんな悲鳴にも似た叫さけび声ごえをあげたレイティア様は、興奮した様子でとても喜んでいたのである。するとレイティア様の声にようやく我に返った五人が、信じられない物でも見たかのような表情で私を見てきた。

「セシリア……その格好は一体どうされたのです？」

「今日の衣装です」

「今日の衣装って……なぜ男性の姿をされているのですか？　それも、わざわざ作られたようですし……」

「ええ、お母様にお願いして作ってもらいました」

　カイゼルの疑問にキッパリと答えると、カイゼルは困惑した表情で他の男性陣を見た。

「……どう思われます？」

「さすがはセシリア姉様……」

「まさかセシリアがこのような衣装を選ぶとは……美しいドレス姿を想像していたのだが」

「相変わらずセシリアの行動は、俺の予想の遥はるか上を行くな……」

「姫が……姫が……」

　様々な反応に、さすがの私もこれはやりすぎたかもと不安になった。

「……似合わない、ですか？」

「いいえ、セシリア様！　とてもとても、とってもお似合いですわ!!　あちらの男性方の言葉などお気になさる必要はございません！　正直わたくしも、ニーナと一緒にご同行いたしたいほどですもの！」

「レイティア様、ありがとうございます。だけどさすがにそれは無理ですので……」

「ええもちろんわかっていますわ。ですから代わりに、しかと目に焼きつけておきますわ！」

　レイティア様は言葉の通りに、じっくりと私の姿を上から下まで見回してきた。するとその時、控ひかえめに扉が叩たたかれそこからニーナが顔を覗のぞかせる。

「皆様ここにいらっしゃった……」

「ニーナ！　早く入っていらっしゃいな！　セシリア様の素す晴ばらしい姿を見なくては損しますわよ！」

「……まあ!!　一いつ瞬しゆんどなたかわかりませんでした！　セシリア様、すごく素敵です!!」
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　レイティア様に促うながされ部屋に入ってきたニーナは、私の姿を見て一気に頰を上気させ興奮した面持ちになったのだ。逆にニーナの姿を見て私は驚きに目を瞠った。

（うぉぉぉぉぉぉ！　ニーナすごく可愛い!!　真っ白なヒラヒラフワフワの巫女衣装がよく似合っている！　うん、これなら攻略対象者達も絶対見み惚ほれるよね！）

　歩くたびにふわりと揺れる軽めの衣装が、ニーナの可愛らしさをさらに際きわ立だたせていた。

「ニーナこそすごく可愛いですよ！　これなら誰が見ても一目で『天空の乙女』だとわかりますね！」

「あ、ありがとうございます」

「皆さんもニーナのこの姿、素敵だと思いますでしょう？」

　私は興奮した面持ちで男性陣の方に振り返った。だがどうも私が思っていた反応とは違うのである。

「ええ、ニーナの姿はとても素敵だと思いますよ。しかし……セシリアを見たあとでは衝撃が……」

「うん、セシリア姉様を見たあとだと普通に感じるね」

「私もニーナよりセシリアの方に目が行ってしまう」

「セシリア……さすがにそれは印象強すぎだ。俺には何も言えんからな」

「姫……ニーナ様には申し訳ありませんが、姫しか目に映りません」

　そんな言葉を男性陣から返されてしまったのだ。

「……ニーナ、なんだかごめんなさい。今から衣装を変えてきますので少し待っていて……」

　さすがにこれでは駄目かもと思った私はニーナに断りを入れようとしたのだが、今度はニーナとレイティア様がものすごい勢いで私に迫ってきたのである。

「いいえセシリア様！　是ぜ非ひともそのお姿でお願いします!!」

「わたくしも断然そのお姿を希望いたしますわ!!」

　結局男性陣の微び妙みような反応と女性陣のすごい気き迫はくに戸惑っているうちに時間がきてしまい、このままの姿でお披露目パレードに参加することになってしまった。




　私とニーナが豪華に飾かざりつけられた屋根のない馬車に乗り込み並んで椅い子すに座すわると、ゆっくりと馬車が動きだした。すると馬車を取り囲むように馬に乗った騎き士し達も一緒に進みだす。もちろんその騎士達の先頭にはビクトルが立派な黒馬に乗っていた。

　城から出てしばらく進むと街中に到着した。そこにはすでに大勢の人々が沿道に詰めかけニーナに向かって手を振ってくれていたのだ。ニーナはそんな人々に手を振り返し笑顔を向けた。その瞬間、至るところから歓かん声せいがあがり皆嬉しそうな顔をしてくれたのだ。

「皆さんすごく喜んでくれていますね」

「そうでしょうね。だって数十年ぶりの『天空の乙女』が選ばれたのですから」

「……正直私、まだ不安だったのです」

「どうしてです？」

「お城にいる時は、セシリア様や他の皆様がいろいろよくしてくださいましたから。おかげで他の貴族の方々にも一応ですが認めていただくことはできました。ですが……街の皆さんの反応はどうなのかまではわからなかったからです」

「なるほど……でも、ちゃんと認められているみたいでよかったですね」

「はい！　すごく嬉しいです！」

　心から嬉しそうに笑うニーナを見て、私も嬉しくなった。すると人々から様々な声が聞こえてきたのだ。

「巫女様とても可愛らしい方だ」

「本当にそうね。それも今回の巫女様は、私達と同じ平民から選ばれた方だからとても親しみが持てるわ」

「巫女様綺麗～！　可愛い～！」

「ああ～死ぬ前にこんなええもんが見られて、あたしゃ嬉しいよ！　ありがたや～！　ありがたや～！」

　楽しそうに話している男女や小さな男の子、さらにニーナを見ながら手を擦すり合あわせて拝んでいるお婆ばあさんまでいた。

（うん、やっぱりニーナの可か憐れんさとお似合いの巫女姿で、誰が見ても一発でニーナが『天空の乙女』だって認にん識しきしてくれているね！　それにこんな大勢の人がニーナのことを喜んでくれていてすごく嬉しい！）

　心の中で喜んでいると、明らかに私のことを話しているような会話が耳に届いてきた。

「ねえねえ、あの巫女様の隣にいる方はどなたなの？　男性の服を着ているからすっかり男性だと思っていたけど……あの方、女性よね？」

「そう言えば……事前の通達で、巫女様のエスコート役に貴族のご令嬢が選ばれたと聞いたぞ？」

「私も聞いたわ！　確か……公こう爵しやく令嬢のセシリア様だったはず」

「公爵令嬢!?　そんな方がどうして男の格好を？」

「さぁ？　貴族様の考えることは私達平民には到とう底ていわからないからね～」

　そんな声が聞こえたと同時に、私を奇き異いな目で見ている人々が大勢いることに気がついた。するとビクトルが険しい表情で馬を操あやつり私の側そばに寄ってきた。

「姫……やはりドレスを着られた方がよかったのでは？」

「う～ん、まあそうかもしれないですけど……この格好でも認められれば問題ないですよね？」

「ええまあそうですが……一体どうされるのです？」

「そんなの簡単ですよ」

　私はビクトルに意味ありげに笑うと、すぐに奇異な目で私を見てきている人々に満面の笑みを向けたのだ。その瞬間、ピタッと辺りが一瞬静まりそしてすぐに黄色い声が至るところから沸わきあがってきたのである。

「いい！　いいわ!!」

「男装の麗人って素敵！」

「すげ～！　男の俺から見てもあれはありだと思う」

「貴族の遊びでもなんでもいい！　私、今の時代に生まれてきて本当によかった!!」

「ありがたや～！　ありがたや～！」

　様々な反応があちこちから沸き起こり、そんな人々を見てビクトルは驚いた表情で私を見てきた。

「姫は、このようなことになるとわかっていらしたのですか？」

「え、ええ、まあ……」

　私は言葉を濁にごしながら引きつった笑みを浮かべた。

（……まさかここまでの反応になるとは思ってなかったけど。なんとなくゲームの世界だから、男装の麗人って受け入れられる気がしていただけで。まあ確かに受け入れられはしたけど……ここまで過か剰じような反応になるとは）

　キラキラした目で私のことを見つめてくる人々に、頰を引きつらせながら手を振り続けたのであった。しかししばらく街の中を進んでいたその時、馬のいななきと共に突然馬車がガクンと止まったのである。

「きゃっ！」

「ニーナ！」

　突然止まった衝撃で前に倒れそうになったニーナを、私は慌てて抱だきとめ転倒を防いだ。

「ニーナ、大丈夫です!?」

「はい、セシリア様ありがとうございます」

「姫！　ニーナ様！　ご無事ですか!?」

「ええ、私達は大丈夫です。だけどビクトル、一体何があったのですか？」

「それが……突然馬車の前に少女が飛び出してきまして……」

　ビクトルの言葉を聞いてすぐに前を見ると、馬車の馬達を鎮しずめている御ぎよ者しやとその馬の間から幼い少女が見えた。

　少女は怯おびえた表情で地面に座り込み、目の前にいる二頭の馬を見上げていた。しかし恐きよう怖ふで動けなくなってしまったのか、涙なみだを浮かべながらその場を動こうとしない。

　するとそんな少女のもとに、馬から下りた一人の騎士が近づいていったのだが、その表情は明らかに怒っていた。

「お前何をしている！　この馬車は巫女様方が乗られている高貴な馬車なのだぞ！　その進行をお前のような者が邪魔をするなど！　不届き者として今すぐこの場で叩き斬きってやる！」

　騎士は怒ど鳴なり声をあげると腰の剣けんを抜ぬき、少女に向かって剣を振り下ろそうとしたのだ。

「なっ!?」

「あの馬ば鹿か！」

「お願いやめて!!」

　私は驚きの声をあげながら椅子から立ち上がり、同時にビクトルの焦った声と少女の母親だと思われる悲鳴に近い声が聞こえた。

　しかしその時、いつの間にか馬車から降りていたニーナが騎士と少女の間に割わり込こみ両手を広げて少女を背に庇かばったのである。

「ニ、ニーナ様!?」

「お願いです、剣を収めてください！」

「しかしその者は……」

「収めてください！」

「っ！　わ、わかりました……」

　ニーナの強めの口調と眼まな差ざしに騎士はたじろぎ、言われた通りに剣を収めたのだ。するとその様子を息を吞んで見ていた人々から、ホッと安あん堵どの声が漏もれた。私も大変なことにならずに済み胸を撫なで下おろし椅子に座り直すと、ビクトルが険しい表情で馬を降りニーナ達のもとに歩いていった。

「ニーナ様、このたびは私の部下が大変失礼いたしまして申し訳ありませんでした。この者はまだ騎士団に入って日が浅く、今回が初めての大きな仕事だったため気が張っていたようです。しかしそれでも私の指導不足が原因ですので、後でみっちりと指導しておきます。……お前も謝るんだ」

「す、すみませんでした！」

　ビクトルはニーナと少女に頭をさげると、すぐに近くで立っていた騎士に鋭するどい視線を向け謝らせた。そしてビクトルは騎士を引きずり後方にさがっていく。

「さすが巫女様！　あんな状態で咄嗟に助けに入られるとは！」

「私は怖こわくて行けなかったよ」

「俺も無理だった……巫女様すげえな！」

「巫女様、お優しい！」

　ニーナを称たたえる賛辞の声が飛とび交かう中、ようやく少女のもとに辿たどり着ついた母親が涙を流しながら少女を抱きしめる。

「無事で本当によかった……」

「お、お母さぁぁん！」

　少女も母親の胸に顔をうずめて泣きだした。ニーナは二人に近づきその場でしゃがみ込むと、泣いている少女の頭を優しく撫でてあげたのだ。

「もう大丈夫よ。安心していいからね」

「み、巫女様～」

　少女は母親の胸から顔を上げ、涙でぐしゃぐしゃになった顔をニーナに向けた。ニーナはそんな少女の顔を見て優しく微笑むと、懐ふところからハンカチを取り出してその涙を拭ぬぐってあげた。

「巫女様、本当に、本当にありがとうございました！」

「いえ、当たり前のことをしただけですから。それよりも……どうして馬車の前に飛び出してしまったの？」

「あ！　ミーちゃんどこ!?」

「ミーちゃん？」

　少女は何かを思い出した顔で辺りをキョロキョロと見回し始めたので、ニーナは不思議そうな顔で聞き返したのだ。そんなニーナ達の様子を馬車の上から見ていた私は、ふと目の端はしに気になるものが映った。

（あれは……）

　すぐにそれがなんなのか気がつき静かに馬車から降り立つと、物もの陰かげに隠かくれるようにいたそれを優しく抱き上げた。そしてそれを胸に抱きしめたままニーナ達のもとに近づく。

「ねえ、ミーちゃんってこの子のことですか？」

「みゃ～」

「あ！　ミーちゃん！」

　少女は私に抱きかかえられている、灰色の毛並みに赤いリボンが首に巻かれた子こ猫ねこを見て喜んだのだ。私はすぐに少女の前に跪ひざまずき子猫を少女に渡わたしてあげた。

「この子を追おいかけて馬車の前に出てしまったのですね。でも……貴女に何かあったら貴女のお母様やこの猫ちゃんが悲しむことになるのですから、無茶をしては駄目ですよ」

「……はい。ごめんなさい」

「うん、ちゃんと謝れるいい子ですね」

　そう言って少女に向かってふわりと微笑み、私も少女の頭を優しく撫でてあげた。その瞬間、再び周りから黄色い歓声があがりさらには少女と母親がボーとした顔で私を見つめてきたのである。

「え～っと……」

「セシリア様……そのお姿でその優しさは反則です」

　ニーナの方を見ると、顔を赤くしながら恍こう惚こつの表情で私を見つめていた。

「お姉ちゃん、王子様みたい！」

　少女はキラキラした目で私を見つめているし、なんだか少女に抱かれている子猫も潤うるんだ目で私をじっと見ているような気がした。

（あれ？　なんでだろう……さっきまでは皆がニーナを褒ほめ称たたえ、まるでニーナしか見えていない雰囲気になっていたよね？　だけど今は……私に視線が集中しているんだけど？）

　すっかり変わってしまった雰囲気に戸惑っていると、馬車の後方にいたビクトルが額を手で押さえながら深いため息をついていたのだ。

（いやべつに私、普通に子猫を女の子のもとに戻してあげただけなんだけど！）

　心の中で叫びながらも早くこの場を立ち去りたい気持ちになり、急いで親子を人々の中に戻してニーナの手を取り馬車まで戻ると、ビクトルに頼んで馬車を動かしてもらったのだった。
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　お披露目パレードも終わり再びいつもの日常に戻ったある日、私はお父様に用事があったので城内にあるお父様の執しつ務む室しつに向かっていると、その途と中ちゆうの廊ろう下かでバッタリとレオン王子と出会った。

「あ！　セシリア姉様だ！」

「レオン王子、こんにちは」

「こんにちは！　ねえねえ、セシリア姉様は今からどこかに行くの？」

「ちょっとお父様に用事があって、お父様の執務室に向かっているところなのです」

「そうなんだ……」

「どうかされましたか？」

「ん～もし時間があったら、僕の部屋に来て欲ほしかったんだ」

「レオン王子のお部屋に？」

「うん。実はどうしてもセシリア姉様に見せたい特別な部屋が完成したからさ」

「特別な、お部屋ですか？　それは一体どんなお部屋なのでしょう？」

「ふふ、それは来てからのお楽しみだよ。でもまあ……今日は用事があるみたいだし、また今度僕の部屋に来てね」

「ええ、わかりました。必ず伺いますね」

「うん！　待っているからね」

　天使の笑顔を浮かべながら手を振り、私を見送ってくれたレオン王子に軽く頭をさげ、再びお父様の執務室に向かって歩きだした。




　しばらく廊下を歩いていると、曲がり角の先から話し声が聞こえてきた。

「やはりワシはあの男が気に入らん！」

「まあまあ、でもお気持ちはわかります。いくら父親が王宮学術研究省の所長だからってあの態度はないですよね？」

（ん？　父親が王宮学術研究省の、所長？　それってまさか……シスランのことを言っているのでは？）

　私は音を立てないように壁かべに背を寄せそっと角から覗き見ると、そこには大臣の服を着た恰かつ幅ぷくのいい中年男性と、同じく大臣の服を着たひょろりとした体格の中年男性が不ふ機き嫌げんそうな顔で立ち話をしていたのだ。

「ああそうだ。あのシスランという若造の、まるでワシらを下に見ているかのような目と言葉遣いは我が慢まんならんのだ！」

「そうそう、少し頭がいいからって私達を馬鹿にしすぎですよね？」

「そもそも本当に頭がいいのか？　もしや……父親に頼んで裏工作をしているんじゃないだろうか」

「あ～その可能性はありえますね。大臣である私達より頭がいいとか、正直おかしいと思っていましたから」

　あまりにもの勝手な言い分に私はだんだんと腹が立ってきた。

（シスランのことをよく知りもしないで……何勝手なことを言っているのよ、あのオヤジ共は！　シスランがデミトリア先生に頼んで裏工作？　本当にそんなことをしているのなら今いま頃ごろシスランは王宮学術研究省に入っているよ！　馬鹿じゃないの？　そりゃあんな二人を相手にしていたら私でも馬鹿にした目を向けるよ！）

　目をつり上げてまだシスランの悪口を言っている二人を睨にらみつけた。

「……ニーナ様の教育係に任命されたのも、おそらく父親の権力を使ったんだろうな」

「卑ひ怯きようですよね～。私は貴方あなたのご子息の方がその役にふさわしいと思っていましたのに」

「そうだろう、そうだろう。ワシの息むす子この方があんな男より断然優すぐれているからな」

　さすがの私もそこで我慢の限界がきて、角から飛び出し二人に文句を言いに行こうとした。しかし突然私の腕は摑つかまれ後ろに引っ張られたのである。

「だ、誰……って、シスラン!?」

「お前……今、何をしようとしていた」

「え？　文句を言いに……」

「はぁ～やっぱりか。引き留めて正解だった」

「……どうして止めたの？　だってあの二人、シスランを馬鹿にすることばかり言っているのよ！」

「……あんなのはいつものことだ。いちいち気にしていたらキリがない」

「だけど！」

「なんだ？　向こうの方で声が聞こえるような？」

「確認しに行きましょう」

　声を荒あららげてシスランに突っかかっていたら、その声に気がついた大臣の二人がこちらに向かって歩きだしてきた。

「ちっ、とりあえずこの物置部屋に隠れるぞ！」

「え!?」

　シスランは私を連れて近くにあった物置部屋に身を隠した。

「……誰もいないな。気のせいだったか？」

「そうかもしれないですね。あ、そろそろ行きませんと会議に遅れますよ」

「もうそんな時間か！　急ぐぞ」

「はい！」

　扉を隔へだてた向こうで聞こえていた声は、駆かけていく足音と共に聞こえなくなった。

「……」

「……」

　しかし私達はしばらく無言で動けなくなっていた。なぜなら急いで入った物置部屋が予想よりも物が多く、ギリギリ二人が入れるスペースしか空いていなかったからだ。だから現在私は、シスランの胸に顔をうずめている状態で抱きしめられているのである。

（な、何この状況!?　これはどうすればいいの!?　……あれ？　今まで気がつかなかったけど……思ったよりもシスランってしっかりした体つきをしているんだね。勉強ばかりであまり体を鍛きたえていないと思っていた。って、ヤバイ。意識したら心臓がドキドキしだした！）

　いつの間にかしっかりとした男性の体に成長していたシスランに気がつき、心臓が早はや鐘がねを打ち始めてしまったのだ。だがこの予想外の事態に戸惑っていた私の耳に、明らかに私とは別の激しく脈打っている心臓の音が聞こえてきた。私はそれがシスランの心臓の音だと気がつき驚きながら顔を上げた。するとシスランは、じっと扉を見つめながら赤い顔をしていたのだ。

「シスラン……」

「……なんだ」

「顔、赤くなってるよ？」

「っ！　こ、これは……この部屋が暑いからだ！」

「だったら出ない？　多分もう誰もいないと思うし」

「……」

「シスラン？」

「……もう少しだけこうさせろ」

「え？」

「セシリアが成人してから、カイゼル王子の妨ぼう害がいがひどくなっていたからな。こんなふうにお前と触ふれ合えるのは久しぶりなんだ」

　シスランはそう言うと、ぎゅっと私の体を強く抱きしめてきた。その瞬間、私の心臓が大きく跳はねる。

「シ、シ、シスラン!?」

「……カイゼル王子よりも先にお前と出会いたかった」

　辛つらそうな声で呟つぶやいたシスランを私は戸惑いの表情で見つめた。
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「シスラン……何が辛いのかはわからないけど、出会う順番なんて関係ないよ。だって私達、ちゃんとお友達になれたじゃない」

「……」

　きっと人間関係で悩んでいるのだと思った私は、シスランの顔を見ながら元気づけるようににっこりと微笑んでみせた。しかしシスランは私の顔をじっと見てから、なぜか大きなため息をついてしまったのである。

「はぁ～そうだよな。こんな状態でもお前はそういうことを言う奴だったよな」

「？」

「気にしていても仕方ないか。まあ俺は俺のやり方でお前を振り向かす」

「振り向かす？」

「ふっ、さっきは俺のために怒ってくれてありがとうな」

　私の疑問には答えてくれなかったが、シスランは私を見つめながら滅めつ多たに見せない優しい笑みを浮かべたのだった。
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　今日はとても気候がよかったので散策でもしようと一人中庭を歩いていると、タイミング悪くすでにそこには先客がいたのである。それは仲良く並んで楽しそうに話しをしているニーナとアルフェルド皇子であった。

（いけない！　ここで見つかってはせっかくの二人の時間を邪魔してしまう！）

　二人の様子からまだ私の存在に気がついていないことを察し、そっとこの場を去ろうとくるりと踵きびすを返した。しかしそんな私を呼び止める声が聞こえてきたのである。

「待って、そこにいるのはセシリアだろう？」

「え？　……まあセシリア様！」

　さすがに二人の声を無視するわけにもいかず、愛あい想そ笑わらいを浮かべながらゆっくりと二人の方に向き直った。

「こ、こんにちは……」

　挨あい拶さつをしながら二人に向かって軽く手を振ると、二人は嬉しそうな顔で私のもとまで駆け足でやってきてしまった。

「セシリアは一人なのかい？」

「ええ、ちょっと中庭を散歩しに……」

「それならちょうどいい！　今私達も中庭を散歩していたところだから、セシリアも一緒に歩こう」

「え？」

「それはいいですね！　是非セシリア様もご一緒いたしましょう！」

「いえ、さすがに二人の邪魔をするほど野や暮ぼなことは……」

「邪魔なんてとんでもない！」

「そうですよ！　むしろ大だい歓かん迎げいです！」

　正直二人の邪魔をしたくはなかったのだが、二人の気迫に押されて一緒に中庭を散歩することになってしまったのだ。

　しかし──。

（……なぜこの構図？）

　心の中で戸惑いながら一緒に横を歩いている二人をちらりと見た。できれば私としては、ちょっとでも二人の仲を邪魔しないように一歩さがって後ろからついていくつもりでいたのに、二人は私を挟むように両側に立って歩いているのだ。

　ならばと隙すきを見てそっと歩く速度を緩めて後ろにさがろうとしたこともあったのだが、そのたびに二人も歩調を合わせてさがってきてしまうのである。結局このよくわからない構図のまま中庭を歩かされる羽目になったのだ。

　そうしてしばらく中庭を散策していると、目の前に綺麗な彫ちよう刻こくが施されている噴ふん水すいが現れたのである。

（……あれ？　なんだかこの噴水、どこかで見たことがあるような……）

　何か引っかかりを感じながら、ふと横にいるアルフェルド皇子の顔を見てハッと気がついた。

（ああ！　これアルフェルド皇子とニーナの噴水イベントだ！）

　このイベントはニーナがアルフェルド皇子に誘さそわれて中庭を散歩している時、偶ぐう然ぜん見つけた噴水で少し休きゆう憩けいすることになったのだが、その噴水にニーナが足を滑すべらせて落ちてしまうのだ。すぐさまアルフェルド皇子が助け起こそうとしたが、バランスを崩くずしてしまい結局一緒に噴水の中に落ちて二人ともずぶ濡ぬれになってしまう。するとお互いずぶ濡れの姿を見て二人して笑ってしまうシーンなのである。

（そうそう！　その時アルフェルド皇子が頭のスカーフを取るんだけど、白くて長い髪から水が滴したたり落おちるスチルは妖よう艶えんですごく綺麗だったんだよね！）

　今でも鮮せん明めいに思い出せるイベントスチルを頭に浮かべ無意識に顔がにやけていると、困惑した表情のアルフェルド皇子が話しかけてきた。

「セシリア、どうかしたのか？」

「え？　……い、いえ！　なんでもありません！」

「そうか？　なんだか変……いや見慣れない顔をしていたから」

「正直に変な顔と言ってくださって結構ですよ……」

「セシリアにそんなこと言うわけがないだろう？　それよりも、もしかして疲つかれてしまったのかい？」

「え？　いえ私はべつに……」

　心配そうな顔で見てくるアルフェルド皇子に困った表情を向けていると、隣からニーナも心配そうに私の顔を覗き見てきた。

「セシリア様、無理はしないでくださいね。あ、でしたらそこの噴水で少し休憩しましょう」

「ああそれはいいね」

「では私は先に行って座るところが汚よごれていないか見てきます！」

「それなら私がやるよ」

「いえ、私が……」

　そのまま二人は言い合いながら噴水に向かって行ってしまった。

（おお！　これはいよいよイベントシーンが始まるのでは！）

　期待を膨ふくらませながら、ワクワクした気持ちで二人の様子をじっと見守っていた。するとニーナが噴水に近づいたその時、草に足を取られ噴水に向かって体が傾かしいだのだ。

「きゃぁ！」

「危ない！」

　悲鳴をあげるニーナに向かってアルフェルド皇子が叫ぶと、今にも噴水の中に落ちそうになったニーナの体を引き寄せ一緒に地面に座り込んでしまった。

（……あれ？　なぜか違う感じになってしまったんだけど？）

　期待していた展開と違ったことに困惑していると、後ろからアルフェルド皇子に抱きしめられている体勢のニーナが顔を赤らめて恥ずかしそうにしていたのだ。

「ア、アルフェルド皇子、ありがとうございます」

「いえ、貴女が無事でよかった」

　ニーナに優しく微笑むアルフェルド皇子を見て私はこう思った。

（これはこれでありだぁぁぁ!!）

　二人のいい雰囲気に一人心の中で身悶えながらも、とりあえず心配そうな顔で二人のもとに近づいて行く。しかしそんな二人の姿に目を奪われていたことで、足元にあった小石に気がつかなかったのだ。

「二人共、大丈夫で……きゃぁ！」

　小石につまずき小さな悲鳴をあげると同時に前方へよろめくと、そのまま噴水の中に頭から倒たおれ込んでしまった。

「セシリア！」

「セシリア様！」

　二人の叫び声を水の中で聞きながら慌てて水面から顔を上げた。

「ビ、ビックリした！」

「セシリア大丈夫か!?」

「セシリア様、お怪我は!?」

　噴水の中に座り込んだ私を覗き込むように、二人が青い顔で詰つめ寄よってきたのである。そんな二人に苦笑いを浮かべながら、私はとてもこの状況が恥ずかしくなっていた。

「だ、大丈夫ですよ。ちょっとビックリしましたけど、どこも当たっていませんし怪我もしていませんから」

「ですが全身濡れてしまわれて……」

「これぐらい平気……くしゅん！」

「セシリア様！」

　心配そうな顔のニーナを安心させるように笑おうとしたが、急に寒気が走り思わずくしゃみが出てしまったのだ。すると大きな衣きぬ擦ずれの音と共に水の跳ねる音がすぐ近くで聞こえ、次の瞬間私の体に大きな白い布が巻かれたのである。さらにそのままふわりと抱き上げられてしまったのだ。

「え？　え？」

「セシリア、じっとしていて！」

「っ！」

　突然のことに動揺していると、真しん剣けんな表情のアルフェルド皇子が顔を寄せて私を諌いさめてきた。そこでようやくアルフェルド皇子がいつも被かぶっている大きなスカーフがなくなり、白く美しい髪があらわになっていることに気がついた。さらに私の体に巻かれている布がそのスカーフであることと、アルフェルド皇子にいわゆるお姫様抱っこされている事実をいまさらながら知ったのである。

「ア、アルフェルド皇子！　お、下ろしてください！」

「駄目だ！」

　強い口調で私に言うと、すぐに噴水から出て心配そうに私達を見つめていたニーナに声をかけた。

「ニーナ、すまないが先にセシリアの部屋に行って侍女達に湯ゆ殿どのの準備をお願いしてきてくれないか？」

「はい！　わかりました！」

　ニーナはアルフェルド皇子の言葉に真剣な表情で頷き、城内に向かって駆け出してしまった。そしてアルフェルド皇子は、私を抱かかえたまま足早に城内に向かって歩き始める。

「アルフェルド皇子、これぐらい大丈夫ですよ。それに自分で歩けますから」

「……」

「アルフェルド皇子！」

「……貴女にもしものことがあれば私は生きていけない」

「え？」

「それほどセシリアが私にとって大事な人なのだよ。だから……これぐらいとか言って油断しないで欲しい」

　アルフェルド皇子は私を見つめながら辛そうな表情をした。

「うっ……ごめんなさい。確かに大切な友人に何かあったら私も辛いです。心配してくださりありがとうございます」

「……友人、か……」

「？」

　なぜかアルフェルド皇子は、私の言葉を聞いて複雑そうな顔で笑った。そうしてアルフェルド皇子に抱えられたまま部屋に到着すると、あっという間に侍女達に湯殿まで連れていかれ温かいお風ふ呂ろに入れられてしまったのだ。

　結局その後、熱が出てしまいすぐに医師が呼ばれることとなったのだが、どうやら今までのいろいろなストレスやら疲ひ労ろうやらが蓄ちく積せきされて熱が出てしまったようだと診しん断だんされてしまった。そのまま大人しく医師から処方された薬を飲みぐっすりと熟じゆく睡すいしていたのだが、深夜に薬が切れて熱が上がり寝ね苦ぐるしくなってしまったのだ。

「う～ん、う～ん……」

　熱さと頭痛で苦しくなり唸うなり声をあげていると、額に乗せていたタオルが外され代わりに何かひんやりとした物が乗せられた。

（あ、冷たくて気持ちいい……）

　朦もう朧ろうとする意識の中で得た感覚にゆっくりと瞼まぶたを開けると、ぼやけた視線の先にカイゼルの顔が見えた。暗い部屋の中でカイゼルは、私のベッドの端に腰こし掛かけ心配そうな顔で私の額に手を置いていたのである。

「ああすみません、起こしてしまいましたか」

「……カイゼル？」

「こんな時間に失礼だと思いましたが……セシリアが心配だったのです。でも……すぐに出ていきますから安心してください」

　カイゼルは申し訳なさそうな顔で、額に乗せてくれていた手を外そうとした。しかし私は咄嗟にその手を摑みそのまま額に押し当てた。

「セシリア!?」

「……もう少しこのままでお願いします。だって……カイゼルの手は冷たくて気持ちがいいのですから」

「っ！　……わかりました。ですが、他の……特に男性にはそのようなお願いはしないでくださいね」

「……どうしてです？」

「私が嫌いやだからです」

「？」

　カイゼルの言った言葉の意味がよくわからずボーっと見つめていると、カイゼルは私を見ながら苦笑いを浮かべた。

「今は何も考えず眠ねむってください。貴女が寝つくまで側にいますから」

　そう言ってカイゼルは優しく微笑み、空いている方の手で私の頭を撫でてくれた。その心ここ地ちよさに段々と瞼が閉じていき、そのまま眠りに落ちていったのである。

「……おやすみなさい、セシリア」

　深い眠りに落ちる寸前、優しい声で囁ささやくカイゼルの言葉と共に額に何か柔やわらかい物が押し当てられたような感じがしたのだった。
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　私としてはニーナと攻こう略りやく対キ象ヤ者ラ達の仲を邪魔しないように、気をつけて行動しているつもりなのだが……なぜだか誰とも恋が発展しているようには見えなかった。

（このままの状態だと、私の処しよ刑けいエンドはどうなるんだろう？　あるの？　ないの？　それにニーナのハッピーエンドの行方もわからなくなってきたし……）

　そんな、もやもやとした気持ちを抱きながら過ごしていたある日、今度は『聖せい地ち巡じゆん礼れい』イベントが発生した。

　そもそも聖地巡礼というのは『天空の乙おと女め』であるニーナが各地に祀まつられている女め神がみ像ぞうに祈いのりを捧ささげて回るイベントで、それに同行するのはお披ひ露ろ目めパレードで選んだパートナーであったのだ。だから必然的に私が同行することが決定してしまった。

　しかしその旅に護衛役として決定しているビクトルは除いて、カイゼル、アルフェルド皇子、シスラン、レオン王子、さらにはレイティア様までもが一いつ緒しよに行くと騒さわぎだし一時騒そう然ぜんとしたのだ。

　結局その後の話し合いで、この国の王子が二人同時に国を空けては駄だ目めだということでレオン王子は留守番となり、さすがに長旅に女性が三人もいるのは危険なのでレイティア様も留守番となったのである。

　そうして不満そうな二人を残し、それでも当初よりも大所帯となり聖地巡礼に向かったのだ。




　王都を出発してからしばらく馬車に揺ゆられ、途と中ちゆう宿で一泊ぱくしてから目的の祠ほこらに到とう着ちやくした。そこは岬みさきの上に建てられた祠でその場所からは広大な海が見み渡わたせた。

「うわぁ～！　海！　広い！　素す敵てき！」

　目の前に広がるコバルトブルーの海に感かん嘆たんの声をあげていると、私の隣となりにシスランがやってきた。

「……俺も資料では読んだことがあったが、実際の海を見るのは初めてだ。すごいな」

「私もこんなに綺き麗れいな海を見るのは初めて！　だって昔見た海はもっと濁にごって……」

　そこでハッと気がつき言葉を止めた。なぜなら昔見たというのは前世で見た海のことで、ゴミが多くあまり綺麗とは言えなかったからである。

「昔見た海？　セシリアは前にも海を見たことがあったのか？」

「う、ううん！　今思い出したらあれ夢で見た海のことだった。夢と現実を間ま違ちがえたみたい」

　そう言って苦笑いを浮うかべなんとか誤ご魔ま化かした。

「まあ、たまに夢が現実のように錯さつ覚かくすることはあるからな。俺も何度お前の夢を……」

「私の夢？」

「いや、なんでもない！」

　急に言葉を止めたので不思議に思い問い返すと、シスランは顔を赤くしてそれ以上教えてくれなかった。

（……一体シスランの夢で、私はどんな恥はずかしいことをしていたんだろう？）

　夢の内容はとても気になったが、多分聞かない方が幸せのような気がして敢あえて追つい及きゆうはしなかった。

「そう言えば……この海の向こう側にある大陸は確か……」

「ああ、私の国がある大陸だよ」

　シスランが海を見つめながら呟つぶやくと、シスランの隣にアルフェルド皇子が立ち同じように海を見つめながら答えたのだ。

「そう言えばそうでしたね。この海を越こえた先にモルバラド帝てい国こくがあるのでしたよね」

　私はそう言いながら設定資料集に載のっていた地図を頭の中に思い出していた。

「さすがはセシリア、よくご存じで。ちなみに私は国から船に乗りあそこに見える港街で降りたのだよ」

　アルフェルド皇子はにっこりと私に微ほほ笑えみながら、少し離はなれた場所に見える港街を指差したのだ。確かにそこは海に面した街となっており、ここからでも見えるほどたくさんの船が停てい泊はくしていた。

「あそこはベイゼルム王国の貿易の要の一つで、ランディーンという港街です」

　今度はカイゼルがそう言いながら私の隣に立った。

「そうなのですね」

「そうそう、あそこに見える一ひと際きわ大きい船が私の国の貿易船だ」

　アルフェルド皇子が港に停泊している一隻せきの大きな船を指差す。

「……確かに、ここから見ても他と比べて大きいのがよくわかりますね」

「あれは私の国とベイゼルム王国とを行き来している貿易船なのだよ。ちなみに私の乗って来た船はあれよりもさらに大きいよ」

「そうなのですか!?　それは見てみたいです！」

「ふふ、ああそうだ今私の離り宮きゆうを国で造らせているのだが、完成したらセシリアを招待するつもりでいるからその時乗せてあげよう」

「……行けるかはわかりませんが、もし行けたらその時はよろしくお願いしますね」

「ふっ、私としては是ぜ非ひとも乗ってもらうつもりでいるのだけどね」

　そう言ってアルフェルド皇子は、いつも以上に濃こい妖よう艶えんな微笑みを浮かべる。するとその微笑みを見て私は、なぜだかわからないが背中にゾクリと悪お寒かんを走らせるのだった。
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　あれから何日もかけていくつかの祠を回り、とうとう最後の祠を残すだけとなった。そして私達は、最後の祠に向かうため山道を馬車に揺られながら登っていたのである。

「……この旅も、もうすぐ終わりですね」

「そうですね。長かったような短かったような……」

「でも私、セシリア様や他の皆みな様さまと一緒に旅ができて本当に楽しかったです！」

「私もよ、ニーナ」

　私達はお互たがいを見てにっこりと笑い合った。

（それにしても……特に今まで何も考えていなかったけど、この聖地巡礼イベントって何か恋れん愛あい系イベント起こらなかったかな？）

　そう思い前世でやったゲーム内容を思い出していた。

（あ！　そうそう盗とう賊ぞくイベントだ！　確か馬車に乗っている時に盗賊が襲おそってきて、各攻こう略りやく対象者に助けられるイベントが起こるんだったよね！　ん？　でもあれって……裏でゲームの中のセシリアが盗賊を雇やとって襲わせたはず。でも当のセシリアである私は、当然そんなの雇っていないし……今回イベントなしかな）

　その事実に気がつき私は呆ぼう然ぜんとしたが、まあそれでも今回のイベントを起こすためにわざわざ盗賊を雇う気などさらさらなかったので、まあいいかとこの盗賊イベントを忘れることにした。

　そうして私達は最後の祠に到着し問題なくニーナがお祈りを終えると、ようやく王都に帰ることになったのである。しかし私達は、無事に全ての祠を回りきれた安あん堵ど感かんと長旅の疲つかれが溜たまっていたことで完全に油断していたのだ。

　それは少し薄うす暗ぐらい森の中を進んでいた時に突とつ然ぜん起こった。ガタリと音を立てて馬車が急停止したのだ。同時に外から争う声と共に金属同士が激しくぶつかり合う音が聞こえてきたのである。

「一体何が!?」

　カイゼルが驚おどろきながら扉とびらに近づくと、ビクトルが焦あせった声で中に話しかけてきた。

「カイゼル王子！　盗賊の襲しゆう撃げきです！」

「盗賊!?」

「はい！　カイゼル王子はそのまま中で待機し、お二人をお守りください！」

「わかりました。ビクトルも気をつけてください」

「はっ！」

　ビクトルが返事をしたあと再び金属音が響ひびき渡わたり、私とニーナは青い顔で身を縮めカイゼルは真しん剣けんな表情でいつでも剣けんを抜ぬけるように柄つかに手を置いていた。

（え？　え？　なんで盗賊が現れるの!?　私、雇っていないよ!?）

　この状じよう況きように動どう揺ようしながら外から聞こえてくる、剣と剣がぶつかり合う音にビクビクと震ふるえていた。するとその時、突然扉が開き盗賊が一人乗り込もうとしてきたのだ。

「させません！」

　カイゼルの素す早ばやい剣さばきによって盗賊の男は馬車の外に投げ出された。だがすぐに二人の盗賊が襲いかかってきて、狭せまい馬車の中でカイゼルは上う手まく立ち回れず苦戦していた。

「お前が噂うわさの天空の乙女だな！　こい！」

　盗賊の一人がニーナの腕うでを摑つかんで外に引っ張り出してしまった。

「きゃぁぁ！」

「「ニーナ！」」

　私とカイゼルは咄とつ嗟さにニーナの名前を叫さけび、さらに私はニーナに向かって手を伸のばしたが届かない。すぐにカイゼルは残っていた盗賊を叩たたき出だし、急いでニーナを助けに外に飛び出した。

「セシリアは絶対外に出ないでください！」

「は、はい！」

　私の返事を聞いたカイゼルは素早く扉を閉め急いで駆かけていった。その様子を窓から覗のぞき見ていると、カイゼルが見事な剣さばきでニーナを捕つかまえていた盗賊を倒たおし彼女を救い出したのだ。

「よ、よかった……あ！　アルフェルド皇子やシスランは大だい丈じよう夫ぶなの!?」

　慌あわてて窓から後ろを覗きもう一台の馬車の方を見ると、そこには盗賊達と戦っているアルフェルド皇子やシスランがいた。

（……アルフェルド皇子はともかくシスランも結構強いんだ！　あれならあっちは大丈夫そうだね。それに……なんと言ってもやっぱりビクトルは強い！）

　視線をビクトルに向けると、大勢の盗賊をたった一人で相手にしていたのだ。しかしそんなビクトルでも相手の人数が多すぎるせいか、その表情に焦りの色が見えた。すると突とつ如じよ、御ぎよ者しやの悲鳴が聞こえてきた。すぐに御者台の方を見ると、ちょうど御者が御者台から蹴けり落とされているところだった。

「なっ!?」

「くそ！　この警備の数なら余裕だと思ったのにこんなに強いなんて計算外だ！　せめて王太子の婚こん約やく者しやだけでも攫さらっていかないとお頭かしらにどやされる！」

　盗賊の焦った声が聞こえたと同時に馬車が激しく動きだした。

「え!?　ちょっ！　待って！」

　私の叫びなど聞いてもらえるはずもなく、馬車はどんどん速度を上げて森の中を突つき進すすんでいく。その激しい揺れに私は立っていることができず、ただ必死に椅い子すに摑まっていた。

「セシリア!!」

　遠くで私の名前を誰だれかが叫んでいるのがわずかに聞こえたが、それを確かく認にんできるほどの余裕が私にはなかったのだ。

（わ、私、一体どうなっちゃうの!!）

　心の中でそんな叫びをあげていたのであった。
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　馬車ごと盗賊に連れ去られてしまった私は、途中馬に乗のり換かえさせられて盗賊の隠かくれ家がらしき場所に連れ込まれてしまった。

（……ここは、どこかの山小屋？　それもずいぶん前から使われていない感じの……）

　小さな窓から見える外の景色と、乱雑に置かれている物の状況からそう判断できた。

　私は足音を立てないよう慎しん重ちように扉へ近づき、ゆっくりと取っ手を回してみる。

「……はぁ～やっぱり鍵かぎがかかっているよね」

　するとその時、扉の向こうから大きな怒ど鳴なり声が聞こえてきたのだ。

「馬ば鹿か野や郎ろう！」

「す、すみやせん……」

　私は扉に顔を近づけ聞き耳を立てた。

「あの人数差でどうして負けるんだ！　ちっ、情けねぇ」

「だ、だけどお頭……あの王族達思っていた以上に強かったんですぜ！　それに……一人あり得ないほど強い騎き士しもいたし」

「あり得ないほど強い？　……まさかそいつは、黒い騎士団長専用の軍服を着た男か？」

「へい、そうです」

「あ～あのビクトルまでいたのか……そりゃ確かに分が悪い」

「わかってくれますか！」

「だがそれでも、ニーナちゃんを連れてこられなかったことを許したわけじゃないからな！」

「うっ……すみません」

（やっぱり狙ねらいはニーナだったのね……だけどニーナを攫って一体どうするつもりだったんだろう？）

　不思議に思いながら首を捻ひねっていると、さらに男達の会話が続いた。

「しかしお頭……本当にあの巫み女こを嫁よめにするつもりなんですか？」

「そうだ。何か悪いか？」

「いや、悪いわけじゃないですが、一応神しん託たくで選ばれた巫女ですしバチが当たりそうで……」

「ふん、そんなもの俺様は全く怖こわくなんてない。それよりもニーナちゃんが俺様の嫁になることの方が重要だ。あのお披露目パレードで見かけたニーナちゃんの可か憐れんで愛らしい姿と、子供を助けるために剣を持った騎士の前に飛び出す勇気に俺様は一ひと目め惚ぼれしたんだからな。絶対ニーナちゃんを俺様の嫁にしてみせる！」

　そんな意い気き込ごみが聞こえてきて私はガックリとうなだれた。

（ニーナを嫁にするって……まあ確かにあの時のニーナを見て一目惚れした気持ちはわからなくもないけど、やり方がちょっと強ごう引いんすぎかな）

　心の中で呆あきれていると今度は私の話題に変わった。

「あの～お頭……巫女を連れてこられなかった代わりに王太子の婚約者を攫ってきたんですが……」

「王太子の婚約者を？」

「へい。王太子の婚約者なら王太子から身みの代しろ金きんがガッポリ手に入るかと思ったんで」

「……それは厳しいかもな」

「へっ？　どうしてですかい？」

「考えてみろ。すでに妃きさきになっているならまあわかるが、まだ婚約者だろう？　それだったら身代金なんて払はらわずさっさと婚約解消して、落ち着いてから他の女と婚約すればいいだけだからな。表向きは最善を尽つくしたが無理だったとか言うんだろう。どうせ王族なんて皆みんなそんなもんさ」

　お頭の言葉が私の胸を突ついた。

（うっ、その可能性は……否定できない。でももしかしたらこの機会にカイゼルは私と婚約を解消してニーナと婚約するかも！　でもその場合、私の処しよ刑けいエンドってどうなるんだろう？　ちゃんとフラグが折れているならいいけど……いや、今はそのことを考えるのはよそう。確か身代金を支払われなかった人ひと質じちの末路は……）

　怖い考えが頭をよぎりゾッとした。

「だけどお頭、あの王太子の婚約者って確か宰さい相しようの娘むすめだったはずじゃ？」

「ん？　ああそう言えばそうだったな……それなら価値があるか」

「それにお頭～あの攫った娘、結構な美少女でしたぜ」

「…………今どこにいるんだったか？」

「この隣の部屋に閉じ込めてますぜ」

「そうか。ま、まあ一度顔を見ておくかな」

　こちらに近づいてくる足音を聞き、慌てて扉から離れ部屋の奥おくで怯おびえた表情を浮かべた。

（大人しく弱々しい令れい嬢じようの振ふりをして油断させよう。そうすれば……逃にげられる隙すきができるかもしれない！　助けがくる保証がないこの状況、自分でなんとかしないと！）

　密ひそかに決意し扉が開くのをじっと見つめる。そしてカチャリと鍵が開く音が聞こえるとゆっくりと扉が開き、そこから二人の男が部屋に入ってきた。一人は私を連れ去った男で、お頭と呼ばれたもう一人は太めの黒いバンダナを額の上に巻き、赤い髪を逆立て緑色の瞳ひとみをした狐きつね目めの三十代後半ぐらいの男だった。鋭するどい眼まな差ざしを私に向けながらお頭はじっくりと私の顔を見てきた。

「へぇ～これはなかなかの上玉じゃねぇか。もしこいつの親が金を出さなくても十分使い道はあるな」

　お頭は私を見ながら自分の顎あごを撫なでて考え込んだのだ。私はそんなお頭を観察しつつ怯えた振りをしながら逃げる機会を窺うかがった。するとお頭は後ろを振り返り、待機していた男に指示を出し始めたのである。

「とりあえず、仮の隠れ家であるここに長居は危険だな」

「確かにここが見つかるのも時間の問題かと」

「なら準備ができ次し第だいすぐ出発するぞ！　残った他の奴らにも今すぐ伝えてこい！」

「わかりやした！」

　指示を聞いた男は急いで部屋から出ていき、お頭もそのあとに続いて部屋から出ていった。もちろんしっかりと鍵をかけることは忘れずに。

　そして再び戻ってきたお頭によって、私は軽々と肩かたに担かつぎ上げられそのまま小屋の外に連れ出されてしまったのだ。小屋の外には荷馬車が用意されており、私は荷馬車の荷台部分に座すわらされるように下ろされたのだが、すぐさま両足を突き出して、ちょうど荷台の高さにあったお頭のお腹なかを力強く蹴りあげた。

「うごぉ！」

　お頭は苦しそうな呻うめき声をあげながらお腹を押さえ、その場にうずくまる。そんなお頭と私を周りにいた男達は呆あつ気けにとられた表情で見ている。

（よし！　今だ！）

　そう判断するとすぐに荷台から飛び降り、まだうずくまっているお頭の横を通り抜けて急いで森に向かって駆け出した。

「くっ……お、お前ら何をボーっとしている！　早く捕まえねぇか！」

「へ、へい！」

　お頭に怒鳴られた男達が我に返り、必死の形相で私を追い駆けてきた。しかし所しよ詮せんは女の足。さらに運動などはダンスぐらいしかやってこなかったため、すぐに息が上がりあっという間に囲まれてしまった。すると男達の囲いを抜けてお頭が現れた。

「もう動けるのですか!?」

「まあちょっと痛かったがな。あれぐらい俺様にはどうってことない。さあ大人しく荷馬車に乗れ。それとも縛しばられて荷物のように運ばれたいか？」

「い、嫌いや……」

「なら大人しく……」

「嫌！　誰か助けて!!」

「姫ひめ!!」

「……え？」

　助けを求める叫さけび声をあげたその時、聞き慣れた声が近くで聞こえたかと思うと突如私の周りにいた男達が次々と吹ふき飛とばされていったのだ。その思ってもいなかった出来事に困こん惑わくしていると、ぐいっと誰かに引き寄せられた。

「え？　え？」

「姫！　お怪け我がはございませんか!?」

　必死な声が頭上から聞こえ恐おそる恐おそる顔を上げると、そこには心配そうな瞳で私を見つめるビクトルの顔があった。

「ビクトル!?　ど、どうしてここにいるのですか!?」

「それはもちろん姫を助けに来たからです！　それよりもどこかお怪我は？」

「い、いいえ。大丈夫です」

「それはよかった……」

　ビクトルは私の言葉を聞いてホッとした顔になり、抱だきしめてくる力が強くなったのだ。

（……抱きしめ？　って……私、ビクトルに抱きしめられているの!?）

　そこでようやく私は、ビクトルに片方の腕で肩を抱かれながら胸に抱きしめられていることに気がついたのである。まさかビクトルがそんなことをしてくるとは思ってもいなかったため、激しく動揺し落ち着かない。

「黒い騎士団長の軍服……あんたがビクトルか。ふん、思ったよりも早くここを見つけたな」

「……お前がこの盗賊団の首領か」

「ああ、俺様が首領のラビだ」

　私を庇かばいながらビクトルは、お頭……ラビを睨にらみつけた。

「とりあえずその女を渡してもらおうか。いい金づるなんでな」

「……私の大切な姫をお前になど渡すわけがないだろう！」

「ふん、俺様は誰が相手でも欲ほしいものは力ずくで奪うばう主義だ。いいぜ相手になってやる」

　ラビはそう言うと懐ふところから短たん剣けんを抜き、体勢を低くして危険な揺らめきを瞳に宿した。

「お頭……」

「お前達は手を出すなよ。怪我した他の奴らを連れてさがっていろ」

「……へい」

　男達はビクトルによって倒された他の男達を連れてさがる。

「……姫、少し離れて待っていてください。すぐに終わらせてきますから」

「ビクトル……」

　ビクトルは不安そうにしている私を離し後ろにさがらせた。

（ビクトル大丈夫かな？　いくらビクトルが強いといっても相手は盗賊団の首領だし……）

　そんな不安を抱いているうちに二人は剣を構えて睨み合い、そしてとうとう戦いが始まってしまった。

　まず先に動いたのはラビで、一気にビクトルとの間合いを詰つめ懐に入り込むと素早く短剣を振り上げたのだ。しかしビクトルもすぐに反応し後ろに飛とび退のくと、返すようにラビに向かって持っていた剣を振り下ろした。だがラビもそのビクトルの剣さばきに反応し、横に転がるように剣先をかわしたのである。

　そうしてしばらく私の目の前で激しい戦いが繰くり広ひろげられた。

（す、すごい！　ゲームでは戦っているスチルと描びよう写しやだけだったけど……まさか目の前でこんな迫はく力りよくのある戦いを見ることになるなんて！　でも……できれば誰も怪我なくこの場が収まるといいのに……）

　そんなことを思いながらも、ここで下手に手を出して大事故に繫つながってはそれこそ大変なのでどうにか早く決着がつかないかと祈っていた。

「うぉぉぉぉ！」

「なっ!?」

　すると突然ラビが雄お叫たけびをあげながら近くの大木を摑み、地面から引き抜いてビクトルに投げつけたのである。

（な、何あの馬ば鹿か力ぢからは!?）

　予想外のラビの怪かい力りきにビクトルは一いつ瞬しゆん驚いていたが、すぐさま剣を構え直し飛んできた大木を一刀両断で叩たたき斬きった。だがそんなビクトルの行動を読んでいたのか、真っ二つに割れた木の間からビクトルの眉み間けんに向かってラビの放った短剣が飛んできたのだ。

「くっ！」

　咄嗟に体をひねり紙かみ一ひと重えで短剣を避さけると、短剣はそのままビクトルの後ろにある木に突つき刺ささる。

「ちっ」

　武器のなくなったラビの喉のど元もとにビクトルが剣先を向けた。

「私の勝ちだ。降参しろ」

「……殺さねぇのか？」

「姫に血をお見せするわけにはいかないからな。お前達は全員捕ほ縛ばくし、街の衛兵に突き出す」

「くっ……」

　特に大きな怪我もなく二人の戦いがようやく終わり、私はホッと息をついた。しかしその時、微かすかにラビの口角が上がったような気がしてその表情に違い和わ感かんを覚え、ラビが投げた短剣に視線を移した。するとそこにキラリと光る物を見つけ、同時にそれが何を意味するのか気づいた私は急いでビクトルのもとに駆け出した。

「ビクトル危ない！」

　叫びながらビクトルの体を思いっきり突き飛ばした瞬しゆん間かん、私の左手の甲こうに鋭い痛みが走る。

「っ！」

「姫！」

　まるで焼けるような痛みに耐たえながらうずくまり左手を押さえるが、その指の間からは真っ赤な血が溢あふれ出でてきてしまう。ラビが放った短剣にはとても細い透とう明めいな紐ひもが結ばれていて、その紐を引っ張ってビクトルを後ろから刺そうとしていたのだ。

　そのことに気がついた私は頭で考えるよりも先に体が動き、結果ビクトルを助けることができたが代わりに自分の手が傷ついてしまったのだ。

　そんな私のもとにビクトルが慌てて駆かけ寄よってきたのだが、私の手から流れる血を見た途と端たんビクトルの様子が急変したのである。

「貴様！　私の姫に怪我を負わすなど、絶対に許さん！　今すぐこの場で殺してやる！」

「うぐぅぅ」

　ビクトルはラビの胸むなぐらを摑むと地面から浮かせ、持っていた剣を振り上げた。突然激げき怒どしたことに驚きビクトルの目を見ると、その目は完全に本気状態だったのである。

（これはヤバイ！　本気だ!!）

　そう察すると、すぐさま立ち上がり後ろからビクトルに抱きついて止めた。

「ビクトル落ち着いてください！　ちょっと切ったぐらいで私は大丈夫ですから！」

「……」

「お願いします！　殺さないでください！」

　必死な声で叫び、さらにビクトルを抱きしめる力を強める。そんな私の声が聞こえたのか、ビクトルは剣をゆっくりと下ろしラビを地面に放り投げた。

「ゲホゲホ」

「……姫に免めんじて殺さないでいてやる」

　ビクトルはラビにそう言い放つと突然口笛を吹ふいた。すると森の奥から大勢の兵士達が現れすぐさまラビを縛り上げる。そしてラビはその兵士達によってそのまま連れていかれてしまった。

　そのあっという間の出来事に呆然としていると、隣にいたビクトルが急に跪ひざまずきそっと怪我をした手に触ふれてきた。

「……姫、手当てを」

「あ、自分でできますので大丈夫ですよ」

「いいえ！　私にやらせてください！」

「あ、はい……ではお願いします」

　とても真剣な表情で訴うつたえてきたので、私は大人しく手当てを受けることにしたのだ。すぐにビクトルは自分の懐に手を入れて何かを探すと、そこから水色のハンカチを取り出した。そしてそれを優やさしくまるで壊こわれ物ものでも扱あつかうように怪我をした私の手に巻いてくれたのである。

「……姫、きつくはありませんか？」

「いいえ、大丈夫ですよ。ビクトルありがとうございます。それにしても……ふふ、あの時と立場が逆になってしまいましたね」

　私はクスクスと笑いながらビクトルにお礼を言った。しかしビクトルはじっとハンカチを巻いた私の手を見つめると、ゆっくりと顔を上げて今度は私の顔を見つめてきたのである。その表情はなぜか険しいものだった。

「ビクトル？」

「……姫、なぜあのような無茶をされたのです！」

「え？」

「私などを庇ってこのようなお怪我を……」

　そう言ってビクトルは、辛つらそうな表情で再び私の怪我をしている手に視線を向けたのだ。

「お願いです。私のことよりもご自分の身を一番に考えてください！」

「……それは無理です」

「なっ!?　どうしてですか姫！」

「だって……無意識に体が動いてしまうのですから。私、目の前で誰かが危ない目に遭あいそうになっていると、頭で考えるよりも先に体が動いてしまうのです。だから……ビクトルのお願いには応えられません」

「姫……」

「それに私、ビクトルを助けて怪我をしたことは全く後こう悔かいしていません。むしろビクトルが助かって本当によかったと心から思っているのですよ？」

　胸を張ってにっこりと笑って見せる。

「っ！　……貴女あなたという人は！」

「え？　ビクトル!?」

　ビクトルがはき捨すてるように言い放つと、勢いよく立ち上がり私をその大きな胸に抱き寄せたのだ。突然のビクトルの行動に驚き、まだ痛んでいた手のことなど一気に吹き飛んでしまった。

「ちょっ、ビクトルどうしたのですか!?　あ！　もしかしてまだ残党が？」

「いいえ、今は貴女と私の二人だけです」

「じゃあどうして……」

　戸と惑まどいながらビクトルの胸から顔を上げると、私を見下ろしていたビクトルの瞳に熱がこもっていることに気がついた。その眼差しを受け私の心臓が大きく跳はねる。

（……なんでそんな目で私を見てくるの？）

　ビクトルの気持ちがわからず困惑していると、ビクトルが私の頰ほおを優しく撫で顔を近づけながら真剣な表情で囁ささやいてきたのである。

「姫……必ず貴女を迎むかえに行きます。どうか私のことを待っていてください」

「へっ？　ビクトル、どこかに行かれるのですか？」

「いえ、そういうわけでは……」

「じゃあどういう……あ、ニーナの護衛任務に関係したお話ですか？　それでしたらニーナを優先してあげてください！　べつに私まで護衛するために迎えに来ていただかなくても大丈夫ですから、ビクトルはビクトルの任務に集中してくださいね」

　そう言って安心させるように微笑んであげたのだ。するとビクトルはそんな私を見て固まり、そして目元を手で覆おおうとなぜか大きなため息をつかれてしまったのである。

「ビクトル、どうかしたのですか？」

「いえ……貴女はそんな方でしたね」

「？？」

　ガックリと肩を落とし明らかに気落ちしてしまったビクトルを見て、私は一体どうしたのかと抱きしめられたままの格好で狼狽うろたえた。しかしそんなビクトルの瞳からあの謎なぞの熱がなくなっていることに気がついた私は、内心ホッとしたのであった。
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　聖地巡礼イベントを終えてから半年ほど経ったのだが、この半年間特にこれといってニーナの恋こいに進展はなかった。ただただ皆でワイワイと楽しく過ごしていたのである。だけどもしかしたら私の知らないところで、密かに恋を育はぐくんでいるのかもしれない。そう思った私は、極力ニーナと攻略対象者達との時間を邪じや魔ましないように気をつけていたのであった。

　そして今日は収しゆう穫かく祭さいの舞ぶ踏とう会かいがおこなわれるため、迎えに来てくれたカイゼルと共に大広間に向かうことに。大広間に到着するとすぐにカイゼルに誘さそわれ一曲ダンスを踊おどったのだが、その後カイゼルは知り合いに呼ばれ私から離れていってしまった。

　するとそれを見計らったかのように、他の皆が集まってきて私にダンスの申し込みをしてきたのである。私はそれに苦く笑しようを浮かべながら承しよう諾だくし、一人ずつ（ニーナやレイティア様も含ふくめて）踊ったのだがなぜか皆、それだけでは満足してくれない。

「ねえねえ、セシリア姉様！　僕ともう一回踊ろうよ！」

「え？」

「いや、それだったら順番的に俺からだろう」

「それならこの中で一番位の高い皇太子である私が先だと思うが？」

「姫、是非とももう一度私と踊っていただきたい！」

「あ、皆様ずるいですわ！　セシリア様、女性三人であちらの席でお話をしながら食事でもいかがですか？」

「レイティア様、それいいですね！　セシリア様行きましょう！」

「え、えっと……皆さんちょっと落ち着いてください」

　皆の迫力に押されながら両手を前に突き出し困った表情で少しずつ後退していると、私の背中が誰かに当たってしまった。

「ご、ごめんなさい……」

「私は大丈夫ですよ、セシリア」

　私の両肩に手を置き優しく微笑んできたのはカイゼルだった。

（あ、しばらく姿を見ていなかったけど、やっと戻ってこれたんだ）

　するとさきほどまで優しく微笑んでいたカイゼルの表情が、いつの間にか似え非せスマイルに変わっていることに気がついた。

「やあ皆さん、お揃そろいで楽しそうですね」

「カイゼル王子……今回は邪魔しないでもらおうか」

「シスラン、心外ですね。私は邪魔をするつもりはありませんよ……『私』は、ね」

　さらに似非スマイルを深めながら、ちらりと皆の後方に視線を向けた。

「レイティア！　こんなところにいたのか、お前にはまだまだ踊ってもらいたい方がたくさんいるのだぞ！」

「お、お父様!?」

「あちらですでにお待ちなのだ。さあ行くぞ！」

「ちょ、ちょっと待ってお父様！」

　レイティア様の腕を摑み連れていこうとするダイハリア様。

「おおニーナ様、捜していたのですよ」

「司祭様!?」

「あちらで貴女のお話をお聞きしたいと神官達が集まっているのです。是非ともご一緒願いたいのですが？」

「え？　でも……」

　にこにこと笑え顔がおでニーナを誘う司祭。

「シスラン、せっかくのところすまないがお前に紹しよう介かいしたい王宮学術研究省の者がいるのだ。少し来てくれ」

「父上!?　い、今ですか!?」

「ああ、いろいろ忙いそがしい方なのだ」

「し、しかし……」

　呼びに来たデミトリア先生に戸惑った表情を向けるシスラン。

「レオン」

「……母上？　それに父上も!?」

「ふふ、よかったらわたくしと踊ってくれないかしら？」

「え？　それだったら父上と……」

「我と王おう妃ひはさきほどまでたくさん踊っていたからな」

「だからね。わたくし今度はレオンと踊りたいの」

「それだったら兄上でも……」

「カイゼルとはもう踊ったわ。ねえレオン……母と踊るのは嫌かしら？」

「うっ！　嫌じゃないけど……」

　悲しそうな表情をした王妃にレオン王子がたじろぐ。

「団長！」

「……どうした？」

「すみません団長！　今日は団長職をお休みしてご参加されているのは十分承知しているのですが、警備に関して不備が見つかりまして……」

「なんだと！」

「さすがにここではちょっと……あちらでお話がしたいのですが……」

「お前達だけで決められないことなのか？」

「はい……すみません」

「……」

　何度も申し訳なさそうに頭をさげている部下に、ビクトルが難しい顔をする。

「「「アルフェルド皇子様～！」」」

「貴女方あなたがたは……」

「急にいなくならないでください！」

「まだわたくし、アルフェルド皇子様とお話をしたいのです！」

「私ともう一度ダンスを踊っていただけませんか？」

「いや、すま……」

「「「さあアルフェルド皇子様、あちらに行きましょう！」」」

「ああ～そんなふうに引っ張らないで……」

　三人のきらびやかに着き飾かざったご令嬢達にそれぞれ手を引っ張られ、困った表情を浮かべるアルフェルド皇子。

　急に騒がしくなったこの状況に私は目を瞬しばたたかせながら驚いていると、いつの間にか横に来ていたカイゼルが私の腰こしを抱いてきた。

「さあセシリア、皆さんの邪魔をしてはいけませんしあちらに行きましょう」

　私を見ながらカイゼルが、とてもいい似非スマイルを浮かべたのである。その瞬間、六人が一いつ斉せいにカイゼルの方を見て明らかにやられた！　という顔をしたのだ。

（あ、確かにそれぞれ断ることのできない相手ばかりだ。でもどうしてそんなことを？）

　戸惑った表情で隣のカイゼルを見ると、カイゼルは私を見てさらにいい笑顔で微笑んだ。

「セシリア、さあ行きましょう」

　そんなカイゼルの様子に呆れながらも、カイゼルを鋭い眼差し睨にらんでいる皆にペコリと軽く頭をさげてからその場を離れた。そしてそのままカイゼルに連れられ、大広間から中庭に移動した。

　中庭には私達以外誰もおらず、ただ優しい風で揺れる草木の音だけが聞こえている。さらに雲一つない夜空に浮かぶ銀色の月に照らされて、中庭に植えられている真っ白なペンタスの花々が美しく輝かがやいていた。

「綺麗……」

　その美しい景色に思わずうっとり見とれていると、カイゼルが私の髪を一ひと房ふさすくいそこにキスを落としてきたのだ。

「っ！　カイゼル!?」

「セシリアの方がもっと綺麗ですよ」

「な、何を急におっしゃるのです!?」

　突然甘あまく囁かれたことにドキドキしながらカイゼルの顔を見た私は、さらに心臓が大きく跳ねた。

（な、何このカイゼルの表情!?　まるで蕩とろけるような甘い微笑みなんだけど!?）

　ゲーム画面以外では初めて見るそのカイゼルの表情に目を見開いて固まっていると、そんな私を見てカイゼルはさらに笑みを深くしたのだ。

「っ！」

「ふふ、顔を赤らめたセシリアは可か愛わいらしいですね。ああ、早く貴女と結けつ婚こんがしたいです」

「え!?」

「そんなに驚くことですか？　本当は貴女が成人したらすぐにと考えていたのですよ？　まあ、いろいろタイミングが合わなくて今日まできてしまいましたが……」

「ちょ、ちょっと待ってください！　カイゼル、本当に私と結婚する気でいたのですか!?」

　思ってもいなかったことを言われ激しく動揺し、カイゼルの顔を見つめた。

「何をいまさら当然のことを聞くのですか？　私達は婚約をしているのですよ？」

「だって……私との婚約は他のご令嬢方用の防ぼう護ご壁へきだと思っていましたし……ニーナもいますから」

「なぜここでニーナの名前が出るのかはわかりませんが、そもそも貴女との婚約を防護壁代わりだと思ったことなど一度もありません」

「ええ!?」

「はぁ～やはりその様子ですと、私の気持ちなど全くわかっていませんね」

「へ？　カイゼルの気持ち、ですか？」

「セシリア、私は貴女のことを……」

「きゃぁ！」

　突然突とつ風ぷうが巻き起こり、私は小さな悲鳴をあげながらはためく髪を押さえて目を瞑つむる。だがすぐに収まってきたのでゆっくりと瞼まぶたを開け、そして目の前に広がる光景に息を吞んだ。

「……綺麗」

　さきほどよりも深い感嘆のため息を零こぼしながら、その光景に見入っていた。なぜなら中庭に咲さいていたペンタスの花が、辺り一面に舞まい散ちったのである。さらにその真っ白な花びら一枚一枚が、月の光に照らされてキラキラと輝きとても幻げん想そう的てきであったのだ。

　まるで夢のような光景にボーっと見とれていると、カイゼルが静かな声で話しかけてきた。

「セシリア……目の上に花びらがついていますよ」

「え？　そうなのですか？」

　私は慌てて目の上を触さわろうとしたのだが、その手をカイゼルによって止められた。

「ああ、下手に触って目に入ったら大変ですよ。私が取りますので目を瞑ってください」

「あ、はい。ではお願いします」

　言われた通りに目を瞑り顔をカイゼルの方に向けた。

（あれ？　なんだかこの状況……前にもあったような……）

　ふとそんなことを考えていたその時、何か私の唇くちびるに柔やわらかい物が触れたのだ。

（え？　何、この感かん触しよく？）

　今まで感じたことのない感触に驚いた私は思わず目を開け、さらに驚きよう愕がくに目を見開いた。なぜなら目を閉じたカイゼルの端たん正せいな顔がすぐ目の前にあったからだ。
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（え？　え!?　なんでこんなにカイゼルの顔が近くにあるの？　これじゃまるでキスされているような…………ってキス!?）

　ようやくそこでカイゼルにキスをされていることに気がついたのである。

「なっ!?　カ、カイゼ……んん！」

　前世を入れても初めての体験に動揺しながら慌てて顔を離したが、すぐにカイゼルが私の頭の後ろに手を回し再び強引にキスをしてきた。さらにカイゼルは私の腰をガッチリと摑んで離そうとしてくれない。それでも私は力ちから一いつ杯ぱいカイゼルの胸を押し戻し体を引き離すと、ようやくカイゼルの拘こう束そくから逃のがれることができたのである。

　すぐさまカイゼルから距きよ離りを取り、信じられないといった表情で顔を熱くさせながら自分の口を両手で押さえていた。

「カ、カイゼル……どうして……」

「ここまでしてもまだわかりませんか？」

「……」

「セシリア……私は貴女が好きです」

「っ！」

「貴女と初めて出会った時からずっと好きでした」

「う、噓うそです……そんなはずは……」

「噓ではありません。貴女のことを愛しています！」

「っ!!」

　カイゼルが私を見つめながら愛いとしそうに微笑んでくるのを見て、頭の中が大混乱状態に陥おちいってしまった。

「セシリア……」

「ご……ごめんなさい！　私……これで失礼いたします!!」

「あ！　セシリア！」

　もう一度私に近づこうとしてきたカイゼルを見て思わず叫び、踵きびすを返して急いでその場から逃げ出してしまった。

　しかし私は気がついていなかった。カイゼルと二人だけだと思っていた中庭に、私達の様子を離れたところでじっと見つめる、赤い目をした人物がいたことに……。
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　慌あわてて部屋に戻もどった私は着き替がえもそこそこに、すぐにベッドに潜もぐり込むと枕まくらを頭に被かぶせて唸うなり声をあげた。

（なんで!?　どうしてあんなことが起こったの!?　カイゼルが私のことを……好き!?　し、信じられない！　だって私、ヒロインじゃないんだよ？　でもキスされた……うきゃぁぁ！　前世と合わせても初キッスだよ！　……キスってあんな感じなんだ……）

　カイゼルとのキスを思い出し無意識に自分の唇くちびるに手を触ふれた。

「っ！」

　その瞬しゆん間かん、鮮せん明めいにカイゼルの唇の感かん触しよくが甦よみがえり私は顔を熱くさせながらすぐに手を離はなして記き憶おくを飛ばそうと頭を強く振ふった。

（思い出すな私！　思い出すな私！　それよりも……なんでカイゼルはニーナじゃなく私を選んだの？　だってゲームでは……カイゼルに嫌きらわれている描びよう写しやはあってもカイゼルに好かれている描写なんて一度もなかったよ？　むしろ私を処しよ刑けいしようと裏で動いていたほどだったのに！　これは一体どうなっているの!?）

　明らかにゲームとは違ちがう展開に、私の頭はオーバーヒート寸前であった。結局一晩中考えすぎた私は、そのまま熱を出してしまいしばらく寝ね込こむことになってしまったのだ。
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　収しゆう穫かく祭さいの舞ぶ踏とう会かいから五日ほどが経たち、ようやく動き回れるほどに回復した。

「あ～寝すぎて体が痛い……」

　一人背せ伸のびをしながら誰だれもいない廊ろう下かを歩いていた。

　あれからどれだけ悩なやんでもカイゼルとの関係に結論が出ず、とりあえず今はゲーム期間中だから、もしかしたらニーナに気持ちが移るかも、と自分に言い訳をしてカイゼルの気持ちを一いつ旦たん保留にしたのである。

　しかしそうは思っていても、いざカイゼルと会ったらどういった態度をとればいいのかわからず、なかなか部屋から出る勇気が持てずにいたのだ。

　だが今日はカイゼルが公務で一日城から出ていると聞いていたので、数日ぶりに部屋から出て城の中を歩いていたのである。すると廊下の向こうからアルフェルド皇子が歩いてきていることに気がついた。

「あら、アルフェルド皇子」

「ああセシリア、ちょうど貴女あなたのお部屋に伺うかがうところだったのでここで会えてよかった」

「私に何かご用でしたか？」

「セシリアにお話ししたいことがあったからね。よかったらこのまま私の部屋に来てくれないか？」

「ええ、べつに構いませんよ」

　そのままアルフェルド皇子の誘さそいを受けて部屋に向かった。




「あれ？　なんだか……荷物が少なくなっていませんか？」

「ああ、それに関係した話なのだよ。よかったら向こうの部屋でお茶でも飲みながら話そう」

「はい」

　アルフェルド皇子に促うながされリビングの隣となりにある応接間に移動した。

「さあ座すわって」

「あ、はい」

　私が長なが椅い子すに座ったのを確かく認にんしてから、アルフェルド皇子は部屋の角に用意されていた茶器に近づき自みずからお茶を淹いれ始めた。

「え？　アルフェルド皇子が淹れてくださるのですか？」

「ええ、これは私の国の特別なお茶だから私にしか淹れられないのだよ」

「そうなのですか」

　そこでふと私達以外誰もいないことに気がついた。

「あら？　侍じ女じよの方々はいらっしゃらないのですか？」

「ああ、他の仕事を頼たのんでいるからね。今は私しかいないよ」

「……なんだか忙いそがしそうですね」

「急に決めたことだから、大急ぎで準備をしてもらっているのだよ」

「急に決めた？」

「それを今から話すよ。さあできた。まずは一いつ杯ぱいどうぞ」

「あ、ありがとうございます」

　アルフェルド皇子が私の前にお茶の入ったカップを置いてくれたので、お礼を言ってカップを手に取り香かおりを嗅かいでから一口飲んだ。

「うわぁ～美お味いしいです！　香こうばしい香りが鼻から抜ぬけてほのかな甘あまみが口の中に広がりますね！」

「気に入ってもらえてよかったよ。まだまだおかわりはあるから遠えん慮りよなく飲んでいいから」

　あまりにもそのお茶が美味しく、にこにこしながら私はアルフェルド皇子の勧すすめるまま飲み干した。そんな私の様子を見ながらアルフェルド皇子は妖よう艶えんに微ほほ笑えみ、空いたカップの中にまた新しいお茶を入れてくれたのだ。そしてアルフェルド皇子も向かい側の長椅子に座りようやく話を聞くことになったのである。

「それでお話というのは？」

「実は、国から私の離り宮きゆうが完成したと連れん絡らくを受けてね。それで今日、国に帰ることにしたのだ」

「……え？　アルフェルド皇子、帰国されるのですか!?　それも今日!?」

「ああ。だから最後にセシリアと話をしたくてね。セシリアの部屋に向かっていたのだよ」

「そ、そうでしたか……急なことで驚おどろきました。とても寂さびしくなりますね」

　突とつ然ぜんの話に驚いたが、それでもすでに決まってしまっていたことなので私にはもう何も言えなかった。するとアルフェルド皇子がじっと私を見つめながら、おもむろに問いかけてきたのである。

「ねえセシリア……収穫祭の舞踏会の時、カイゼルと二人どこかに行ったまま帰ってこなかったね」

「っ！　あ、あの時は……」

　アルフェルド皇子が急にあの舞踏会でのことを言い出したので、瞬しゆん時じに中庭でのキスが頭に思おもい浮うかんでしまった。その瞬間、私の顔は一気に熱くなり激しく動どう揺ようする。

　そんな私をアルフェルド皇子は目を細め、無表情でじっと見つめてきたのである。その探さぐるような目に落ち着かなくなった私は、とりあえずお茶でも飲んで気持ちを静めようと机の上に置いてあるカップに手を伸ばした。だけど持ち手の部分を持とうとしても摑つかめない。なぜなら視界がぼやけていたからである。

（あれ？　なんでこんなにぼやけているんだろう……それに……すごく、眠ねむい…………）

　突然訪おとずれた激しい眠気に、カップに伸ばしていた手を自分の額に当て頭を振って眠気を飛ばそうとした。だけどそれでも全然目が冴さえる様子もなく、むしろどんどんと体の力が抜けていきそのまま長椅子に倒たおれ込んでしまった。

　あまりの眠気で頭がボーっとしながらもぼやけた視界の先にいるアルフェルド皇子を見ると、なぜか私を見つめながら妖艶に微笑んでいたのである。

「アル……フェル……ド皇……子？」

　明らかにおかしいアルフェルド皇子の様子に疑問を抱いだきながらも思考が定まらず、とうとう限界がきて瞼まぶたがゆっくりと閉じた。すると完全に意識が落ちる寸前、私の体がふわりと抱だき上あげられ、唇に何か柔やわらかい物が押おし当あてられたような感覚を覚えたがそのまま眠りの底に落ちていったのだった。

「おやすみ……愛いとしい人よ」
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（……なんだろう？　ゆらゆらと揺ゆれている感じがする……それになんだか暖かい……）

　体に感じる不思議な感覚に疑問を抱きながらゆっくりと瞼を開けた。だが視点が上う手まく定まらずぼんやりとした視界だったため、一度目をこすろうと手を上げる。しかしその手が何かに摑まれ、チュッという音と共に私の手のひらに柔らかい物が押し当てられたのである。

「え？」

　一体何が起こったのかわからず何度か瞬まばたきをして視点を定めると、摑まれている手を確認し目を見開いた。

「なっ!?」

　一気に覚かく醒せいした視線の先には、私の手のひらに唇を押し当てじっと見つめてくるアルフェルド皇子がいたのである。

「ア、アルフェルド皇子!?」

「やあ、ようやく目覚めたね」

「え？　え？　なんで!?」

　激しく動揺しながら慌ててアルフェルド皇子から自分の手を取り返した。そこでようやくあぐらをかいているアルフェルド皇子の間に座り、抱きかかえられていることに気がついたのだ。

「な、な、なんですかこの状じよう況きようは!?」

　あり得ない体勢に動どう悸きを激しくさせながら、急いでアルフェルド皇子から離れようと体を動かした。だけどくらりと目め眩まいが起こり、思うように体を動かすことができない。

「ああ、無理に動かない方がいい。まだ薬が抜け切っていないようだから」

「……薬？」

　ふらつく頭を手で押さえ、再びしっかりとアルフェルド皇子に抱きかかえられてしまいながら問い返した。

「ええ、私が貴女に振ふる舞まったあのお茶には、我わが国くに秘伝の睡すい眠みん薬やくを入れておいたからね」

「…………は？」

「一応副作用のない物だから安心していいよ」

　にっこりと妖艶に微笑むアルフェルド皇子を見て私は啞あ然ぜんとした。

「な、なぜそのようなことをされたのですか!?」

「もちろん、貴女を私の国に攫さらうためだよ」

「……へっ？」

「あのままでは、セシリアが私の手の届かないところに行ってしまいそうだったからね。だから先手を打って攫ったんだよ」

「い、意味がわからないのですけど!?」

「……セシリア、あの中庭でカイゼルに告白されていたね」

「っ！　み、見ていたのですか!?」

「……カイゼルが、セシリアの唇を奪うばったところもね」

「っ!!」

　アルフェルド皇子はすっと表情をなくし、私を見つめながらその綺き麗れいな指先で私の唇をなぞってきた。その瞬間、カイゼルにキスされた記憶とアルフェルド皇子の艶つやのある触れ方に一気に私の顔が熱くなってしまったのである。するとアルフェルド皇子が私の顔を傾かたむけて左の首筋に顔をうずめてきた。

「アルフェルド皇子!?　一体何を……っ！」
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　首に押し当てられた唇の感触と共に強く吸われた痛みに驚いた。そしてアルフェルド皇子が顔を上げじっと私の首筋を見つめてニヤリと笑った。

「よし、しっかりとついた」

「え？　何がついた……まさか！」

　ハッとした私は、咄とつ嗟さに自分の首筋を手で押さえ驚きの表情をアルフェルド皇子に向けたのだ。

「あとで鏡を持ってこさせるが、そこにはしっかりと私のモノだという印がついているよ」

「なっ!?」

（それってやっぱり、キスマークがつけられているってことだよね!?）

　初めてつけられたキスマークに激しく動揺しながら、戸と惑まどいの表情でアルフェルド皇子に問いかけた。

「ア、アルフェルド皇子……どうしてこのようなことをされたのですか？」

「それは私がセシリアを好きだから」

「……え？　す、き？」

「ええ、もちろん友人としての好きではなく、異性として好きだよ……私の愛しい人」

　アルフェルド皇子はそう言って愛しそうに微笑み私の頰を優やさしく撫なでてきた。

「っ！　わ、私、ニーナではないですよ!?」

「……前から思っていたのだが、どうして貴女は私がニーナを好きだと思っているのだ？」

「え？　だって攻こう略りやく対キ象ヤ者ラだから……」

「攻略対象者？」

「い、いえ！　なんでもありません！　……だってニーナは可か愛わいいし性格も優しいしとてもいい子だから男性なら誰でも好きになるはずですよね？」

「……まあニーナのことは嫌いではないよ。友人として好きだね。だけど……可愛くて性格も優しくいい子という意味では、セシリアも当てはまることに気がついていないのか？」

「へっ？　私が、ですか？」

「……無自覚か。セシリア、貴女は自分が魅み力りよく的てきな女性であることをもっと自覚した方がいい」

　苦笑いを浮かべたアルフェルド皇子が、私の髪かみを一ひと房ふさすくい愛しそうにそこにキスを落とした。

「っ！」

「私の気持ちをわかってくれたかい？」

「で、でも……」

「まあ、セシリアに拒きよ否ひ権はないけどね」

「え？」

「貴女は、このまま私の国で私と結けつ婚こんするのだから」

「…………は？　ケッコン？」

「ええ結婚だよ。すでに国へは事前に連絡を入れ準備をするよう指示を出してある」

「いやいや！　私、アルフェルド皇子と結婚なんてしませんから！」

「いいや、するのだよ」

「なっ……」

　あまりのことに頭がついていけず呆ぼう然ぜんと目の前のアルフェルド皇子を見つめていると、ふとあることに気づき周りを見回した。

（さっきからずっと感じているこの揺れと、微かすかに聞こえてくる波の音ってまさか……）

　部屋に唯ゆい一いつあった丸い窓を見つけ、そこから見えた光景に愕がく然ぜんとした。

「噓うそ……」

　窓の向こうに見えたのは、太陽の光に反射してキラキラと輝かがやく一面の海だったのだ。嫌いやな予感が的中し全身から血の気が引くのを感じていると、アルフェルド皇子が私を見て楽しそうに笑ったのである。

「アルフェルド皇子……私、どれくらい寝ていたのですか？」

「確か一日と半分ぐらいだったかな」

「い、一日半!?」

「セシリアを眠らせてすぐ出発し、港に着き次第出港したからね。もう陸地は遠く離れているよ」

「そんな……あれ？　でも私を連れて城を出たのなら誰かに止められなかったのですか？」

「眠ったセシリアを、あらかじめ用意しておいた衣い装しよう箱ばこに入れて運ばせたからね。連れ出したところは誰にも見られていないはずだ。さらに一番厄やつ介かいなカイゼルが公務で外出する日を選んで決行したからすぐには追ってこれないだろう」

「そこまで用意周しゆう到とうに……ん？　あ、そうでした！　私はカイゼルの婚こん約やく者しやですよ？　そもそもアルフェルド皇子とは結婚できません！」

「……まだ今は婚約者だ。ならば先に結婚してしまえばいいだけの話」

「なっ!?」

「ふっ、欲ほしいものは奪ってでも手に入れろ、が我わが皇家の家訓なのでな」

　ニヤリと笑うアルフェルド皇子を見つめながら、ただただ啞然とするのであった。
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　モルバラド帝てい国こくの貿易の要かなめであるザイラの港町に船が到とう着ちやくしてからすぐにアルフェルド皇子の操あやつる馬に乗せられ砂さ漠ばくをひたすら走り、とうとう王都についてしまったのだ。そして馬に乗せられたまま立派な城門をくぐり中へ進むと、そこには左右対たい称しように作られた噴ふん水すいとその間を綺麗な水が流れている水路が目に入ったのである。しかし何よりも目を奪われたのは、目の前にそびえ立つ白く大きな宮きゆう殿でんであった。

（うわぁ～綺麗～。……あ、そう言えば、設定資料集にもこの外観イラストが載のっていたのを思い出した！　まさか実物をこの目で見られるとは思ってもなかったけど……）

　あまりにも美しい造形に惚ほうけているうちにアルフェルド皇子の手で馬から下ろされ、そのまま宮殿の中に連れていかれてしまったのだ。

「さあセシリア、ここが貴女の部屋だよ」

「いえ、わざわざ部屋を用意していただかなくても……」

「なら私と一いつ緒しよの部屋にするか？　まあ私はそれでも全然構わないけど」

「うっ……ありがたく使わせていただきます！」

「ふっ、それは残念だ。まあ私の離宮に移動したらずっと一緒の部屋だけどね」

「なっ!?」

「さて……例のアレを持ってきてくれ」

「はい」

　アルフェルド皇子の指示を聞き、一人の侍女が返事をして部屋から出ていった。

「ああそうだ、まだ詳くわしい説明をしていなかったね。一週間後に私達はここの神しん殿でんで結婚式をあげることになっている」

「え？　……ええ!?　一週間後!?　そんなに早いのですか!?　といいますか私、結婚するとは言っていませんよ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、セシリアを幸せにする自信はあるから安心していい。ちなみに結婚式のあとはすぐに私の離宮に移動するからそのつもりで」

「ちょっ、ちょっと待ってください！　私の気持ちは？」

「必ず私を愛するようになるさ」

　自信に溢あふれた顔で言い切ったアルフェルド皇子を見ながら、予想以上に早い結婚式の日取りに動揺した。するとさきほど出ていった侍女が今度は白く大きな物を持って帰ってきた。それは純白の薄うすい布を幾いく重えにも重ねて作られたとても美しい花はな嫁よめ衣装だった。

「結婚式当日、セシリアが着る花嫁衣装だよ。特注で作らせたのだが、気に入ってくれるかな？」

「……」

　しかし私は、目の前に飾かざられた花嫁衣装を見つめながら既き視し感かんに襲われていた。

（この花嫁衣装、どこかで見たような……あ、そうだ！　これって確かアルフェルド皇子ルートのハッピーエンドで出てきた結婚式スチルで、ニーナが幸せそうに笑いながら着ていた花嫁衣装と全く同じ物だ！　マジか……これ、ニーナじゃなくて私用に作られてしまったのか……）

　私はじっと花嫁衣装を見つめ愕然とするのであった。




　その夜一人ベッドから抜け出し、部屋の中を腕うでを組んでぐるぐると歩き回りながら考え事をしていた。

「やっぱりどう考えてもおかしい……確かに私は悪あく役やく令れい嬢じよう役やくを放ほう棄きしたから、本来のゲームとは多少違う状況になっていても仕方ないとは思っていたんだよ。だけど……ちゃんとゲームの登場人物が揃そろっているのに、なぜか攻略対象者達がニーナを取り合ったり愛を囁ささやいたりというドキドキ展開が一向に起こらなかったんだよね」

　ニーナが登場してからのことを思い出してみたが、やはりそんな場面を見た記憶がないのである。

「……確かにそれっぽいことが起こりそうな場面はいくつかあったけど、結局それ以上には発展しなかったんだよな～。まあ、私が見み逃のがしていた可能性も十分考えられるけど……。それでも一度も見られなかったのはどう考えても変だ！　そもそもカイゼルとアルフェルド皇子がセシリアを……好きになること自体、何周もしたけど一度もなかったし！　う～ん、一体何が起こっているんだろう……あれ？　そういえば、設定資料集の裏表紙に意味深な言葉が書いてあったような……。ん～なんだったかな？」

　思い出そうと頭をひねるがどうしても思い出せない。

「まあともかく今は、この現状をどうにかしないと！　このままだと本当にアルフェルド皇子と結婚させられてしまう。そりゃアルフェルド皇子のことは嫌いではないよ？　でも結婚となると話は別だよ！　そもそもゲーム本編が終わらない限り誰かと恋こい人びと同士になることも、ましてや結婚するなんて考えられないから！　だから……このゲームのファンでありニーナの友人としても絶対ニーナの結末を見たい！　必ずベイゼルム王国に帰ってみせるよ!!」

　砂漠に浮かぶ満月を見つめながら強く決意したのだった。
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　宮殿に連れてこられてから数日が経ち、どうにかここから抜け出す方法はないかと毎日宮殿内を一人で歩いた。しかしこれといって突破口を見つけることができず刻々と迫せまりくる結婚式に焦あせりを感じていたある日、大広間へ向かう人々の列に出くわしたのだ。

（あれは……ああそうか！　この人達、商人の集団か！　それも豪ごう商しようっぽい。だけど何をしにこんなに集まっているんだろう？）

　長ちよう蛇だの列を眺ながめ不思議に思いながら、柱の陰かげから大広間の方を覗のぞき見た。すると開け放たれた大広間の奥おくで、アルフェルド皇子が商人達の相手をしているのが見えたのだ。その時私の耳に、近くを通っていた男性二人の会話が聞こえてきたのである。

「いや～結婚関連の品々を持っていくと、皇子がなんでも買ってくださるから助かるな～」

「そうですな。特に花嫁様にと言えば値段も聞かずに買ってくださるらしい」

「そうそう。だから今回は宝石類を多く持参したんだ」

「ワシは女性が好む高級な香こう水すいを持ってきたぞ」

　そんな話が聞こえ、私は柱の影で頭を抱かかえながら唸った。

（いやいや、いくらなんでも買いすぎだよ！）

　まだまだ続く長蛇の列を見ながら呆あきれた表情を浮かべていると、さきほどの二人から気になる言葉が聞こえてきたのである。

「そう言えばお前、このあとザイラの港町に行くとか言っていたな？」

「ああそうだ。南東の国に買いつけに行かせていた船が今日戻るからな。すぐに港町で品定めして各国に売りにいかせるつもりだ」

「へ～もしよい物があったらワシにも譲ゆずってくれ」

「仕方ないな～まああんたと俺の仲だ、少し安くできるよう融ゆう通づう利きかせてやるよ」

「それはありがたい」

　二人の会話を聞いて、私の頭の中ではある言葉がクルクルと回っていた。

（ザイラの港町、ザイラの港町……ってあの港町のことだよね!?　この国に船で到着したところ！　それじゃあの商人はこのあと砂漠を抜けてザイラの港町に行くのか……おお！　これはもしかしなくてもチャンスかも！　上手くあの商人が率いている隊商に潜り込めればザイラの港町に行けるはず！　あとはそこからベイゼルム王国に行く船を見つけて乗り込めば……うん、帰れる！）

　確信した私は大きく頷うなずくと、話していた商人が大広間に入っていくまで見送った。

　完全に大広間に入ったのを確認し、すぐさま行動に移した。まずは使用人の女性が着ている服を真ま似ねるため、黒い布を商品の中から拝借した。そして黒い布を見よう見まねで頭から全身に被ってみた。さらに口元も黒い布で隠かくし、なるべく髪や顔が出ないよう下向き加減を意識する。

　するとさきほどの商人が上じよう機き嫌げんで大広間から出てきたのが見え、慌てて身を隠し紛まぎれ込むタイミングを計った。そうして目の前を通りすぎていった商人と使用人達の最さい後こう尾びにスッと入り込むと、うつむき加減であとをついていったのだ。そのまま特に気づかれることなく玄げん関かん前の広場までやってくると、商人の隊商だと思われる人達が荷馬車に荷物を積んでいた。

（……なんとかあの荷馬車に潜り込めないかな？）

　その時、タイミングよく荷馬車から人が離れたのだ。

（今だ！）

　細心の注意を払はらいながら素早く荷馬車に乗り込むと、見つからないように荷物の陰に身を潜ひそめたのである。そして息を潜め物音を立てないようにじっとしていると、ゆっくりと荷馬車が動き始めた。




　ガタンと音を立てて揺れたことで私はハッと意識を取り戻した。

（いけない！　寝てしまっていた！）

　動揺しながら周りを見回し、とりあえず見つかっていないようでホッと息をつく。すると外から潮の香りがしてくることに気がつき、物音を立てないようにそっと荷馬車の後ろから外を覗き見たのである。

（おお！　やったぁぁ！　目的のザイラの港町に到着している！）

　目の前に広がる光景が、初めてここに到着した時と同じであることを確認し私は小さくガッツポーズをした。さらに辺りを確認すると、運よく荷馬車の近くに人がいなかったのである。

（よし！　今のうちにここから抜け出そう！）

　商人達に警けい戒かいしつつそっと荷馬車から飛び降り、すぐさま近くにあった建物の陰に隠れた。そしてもう一度荷馬車付近を確認し、誰にも見られていないことがわかるとホッと胸を撫で下ろした。

（さて……なんとか無事にザイラの港町に到着できたことだし、次はベイゼルム王国行きの船を探さないと！）

　私は人目につかないよう、裏路地や建物の陰に隠れながら港の方に近づいていった。

　そうしてようやくたくさんの船が停てい泊はくしている港付近に到着すると、建物の陰から顔を覗かせ停泊している船を見回した。すると停泊していた船の中に一隻せきだけ見覚えのある船を発見したのだ。

（あ！　あの船って確か……例の聖地巡じゆん礼れいの旅で見たランディーンという港街で、アルフェルド皇子からベイゼルム王国とモルバラド帝国を行き来している貿易船だと教えてもらった船だ！　だったらあれに乗ればベイゼルム王国に帰れるかも！）

　それでも本当にあの時見た船かどうか確かめるためじっと目を凝こらして見ていると、船の甲かん板ぱんから明らかに異質な三人組が降りてきた。なぜ見ただけで異質だと感じたかというと、他の人は暑い気候のため露ろ出しゆつの高い服を着ているのにその三人だけはローブを羽織り目ま深ぶかにフードを被っていたのだ。

（……なんだろうあの怪あやしい三人組は？　それも一人はすごく背が高いし……ってそんなこと気にしている場合じゃなかった！　どうやってあの船に乗り込むか……）

　その時、運よく船までの動線に人がいなくなるタイミングがやってきたのである。

（よし、今だ！）

　このチャンスを逃すまいとすばやく建物の影から飛び出し、船に向かって一直線に駆かけ出した。しかし突然、すぐ横で馬のいななく声が私の耳に響ひびいてきたのである。

「え？」

　驚きながら急停止し、私の真横にいる馬に顔を向けた。すると馬上に人が乗っていることに気がつき恐おそる恐おそる見上げると、そのまま目を見開いて固まってしまった。

（な、な、なんでここにアルフェルド皇子がいるの!?）

　なぜかそこには、アルフェルド皇子が馬に跨またがりながら手た綱づなを引いていたのである。さらにその後ろには大勢の兵士を引き連れていた。まさかの登場に呆然と見つめていると、アルフェルド皇子は手綱をさばきながら馬を落ち着かせ、そして私に視線を向けてきた。

　そこでハッと気がつき、慌てて顔をさげたのだが明らかに視線が頭上に突つき刺ささっていた。

（うう、ヤバイな……）

　滝のような冷ひや汗あせをかいていると、今までに聞いたことのない低い声でアルフェルド皇子が私に話しかけてきた。

「……セシリアだな」

　明らかに怒おこっているのがわかる声に小さく体を震ふるわせながら、それでも顔を上げようとはせずむしろさらに頭をさげながら声こわ色いろを変えて答えてみた。

「い、いいえ違いますわ……わ、わたくしは……そのような名前ではございません。きっと人違い……」

「私がセシリアを見間違えるわけがないだろう」

　アルフェルド皇子はさらに声を低くすると、サッと私の被っていた黒い布を剝はぎ取とってしまったのだ。

「きゃっ！」

　小さく悲鳴をあげながら乱れた髪を押さえ恐る恐るアルフェルド皇子を見上げると、完全に怒った表情で私を見下ろしていたのである。

「ア、アルフェルド皇子……」

「……なぜ逃にげた」

「っ！　そ、それは……」

「まあいい。……貴女が無事でよかった。だが、もう私からは二度と逃がすつもりはないからな。結婚式まで宮殿の奥深くに閉じ込めて見張りをしっかりつけることにする」

「なっ！」

「さあもういいだろう、そろそろ戻ろう」

　アルフェルド皇子はそう言うと、身を乗り出して私に向かって手を伸ばしてきた。

「い、嫌！　私は……ベイゼルム王国に帰ります！」

　そう言い放ち一歩後ろにさがった。その時、私とアルフェルド皇子の間に割って入ってきた人物がいた。正確には人物達である。

（あれ？　この人達は……）

　突然入ってきた人物は、さっき見かけた異質な三人組だった。

（……なんでこの人達が？）

　戸惑いながら目の前の三人組を見ると、一番背の高い人物が先頭に立ちその後ろに二人が並んで立っているので、私は一番後ろで三人に庇かばわれている格好になっていた。ふとアルフェルド皇子を見ると、険しい表情で三人組を見ている。

「……お前達は」

　険しい表情のままアルフェルド皇子が呟つぶやくと、背の高い人物が頭に被っていたフードをおもむろに外し黒い髪をあらわにした。それに続くように後ろの二人もフードを外し、そこから金きん髪ぱつと深緑の髪が現れたことで私は啞然としてしまったのだ。

「え？　え？　ビクトル!?　それにカイゼルとシスランまで!?　え？　どうしてここにいるの!?」

　驚きながらここにいるはずのない三人を見回す。すると三人は揃って私の方に顔を向けた。

「セシリア……無事のようで安心しました」

「姫ひめ、心配しておりました！」

「……本当にお前は、トラブルにばかり巻まき込まれるな」

　ホッとした顔のカイゼル、真しん剣けんな表情のビクトル、呆れた表情のシスランがそこにいたのだ。

「え、ええ私は無事ですし心配かけて申し訳ありません……と言いますかシスラン、トラブルにばかり巻き込まれるとはどういう意味ですか！」

　目くじらを立ててシスランを睨にらみつけた。

「……カイゼル」

「……アルフェルド」

　そんな私を他よ所そに、カイゼルとアルフェルド皇子は鋭するどい視線をぶつけ合い睨み合っていた。さらにはビクトルが腰こしに差している剣けんの柄つかに手を置いて、いつでも抜ける体勢を取っている。そのビクトルの様子に気がついたアルフェルド皇子の護衛兵達も、いつでも剣を抜ける体勢を取ってしまった。

（何？　何？　この緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きは!?）

　一いつ触しよく即そく発はつな雰囲気が漂ただようこの状況に、一人激しく動揺していた。

（ど、どうしてこんなことに!?　というか……本当になんでカイゼル達がここにいるの？）

　どんどんと疑問が大きくなり、我が慢まんできず恐る恐るカイゼル達に声をかけてみた。

「あ、あの～こんな緊迫した雰囲気で聞きづらいのですが……本当にどうしてカイゼル達がここにいるのですか？　それもたった三人だけで……」

「それはもちろんセシリアを助けに来たからですよ」

「へっ？　わ、私を助けるために？　わざわざこんな海を渡った異国にまでですか!?　どうして……」

「貴女はそれを本気で言っているのですか？」

「え？」

「私の告白を忘れたのですか？」

「…………あ」

「はぁ～私の告白はその程度ですか……」

「ご、ごめんなさい！　本当に忘れ……いや、本当にごめんなさい！　でも……カイゼルは王太子なのですよ？　それなのに……」

「愛する人を助けるのに身分など関係ありません！」

「っ！」

　カイゼルの真剣な表情に私はドキッとしてしまったのだ。しかしそこで、さらなる疑問が湧わき上がりビクトルとシスランの方を見た。

「ビクトルは……まあカイゼルの護衛でついてきたのでしょうが、でもなぜシスランまで一緒に来たのですか？　そもそもついてくる理由がないというか……」

「……お前のためだ」

「え？」

「……お前が……大事だからだ」

「大、事？」

　言葉の意味がわからず首を傾かしげて不思議そうにシスランを見ると、シスランは顔を赤らめながら眉み間けんに皺しわを寄せ、眼鏡のブリッジ部分を指で押し上げると不機嫌そうに私を睨んできた。

「ちっ、いい加減察しろ！　お前のことが好きなんだよ!!」

「え？　……す、き？　誰が誰を？」

「俺がお前をだ！」

「え？　ええ!?」

「……そんなに驚くことか？」

「驚くことですよ！　え？　え？　シスランが私を？　本当に!?」

「こんなこと、噓をついてどうする！　お前に初めて出会ったあの時からずっと好きだったんだよ！」

　まさかのシスランの告白に、私は呆然としながら顔を熱くさせてしまった。

「姫……お話の腰を折って申し訳ありませんが、私の話も聞いていただけませんか？」

「……ビクトルの話ですか？」

「姫は……私がカイゼル王子の護衛としてついてきたと思われているようですが、私は姫をお救いするため自ら志願してやってきたのです。本当なら私一人だけで貴女をお救いしたかった……」

「……前から思っていたのですが、どうしてビクトルはそこまで私に尽つくしてくれるのですか？　なぜか私に忠誠の誓ちかいを立ててくれましたし……ですが、本来尽くすべき相手は王太子のカイゼルや国王であって私じゃないと思いますよ？」

「いえ、心から尽くしたいと思っているのは姫、貴女ただ一人です！」

「……それって騎き士し団長としていいのでしょうか……」

　ビクトルのキッパリとした言葉に私は頰を引きつらせた。だがビクトルは、真剣な表情で私をじっと見つめ左胸に右手を当てた。

「もちろん国王にもカイゼル王子にも私の一番は姫であることはすでにお伝えしてあります。それを承知していただいた上で騎士団長という役職をいただいております」

「そ、そうなのですか……」

「姫……私はずっと貴女に私の気持ちをお伝えするべきか迷っておりました。しかし……姫が攫われ遠くに連れていかれたとお聞きした時、姫にこの気持ちをお伝えしなかったことをひどく後こう悔かいし胸が潰つぶれそうになったのです。だから……貴女に再びお会いできた今、もう迷いません！」

「ちょ、ちょっとビクトル、な、何か変なこと言い出してませんか？」

「いえ、変なことではありません！　私は……ずっと姫をお慕したい申し上げておりました！　もちろん女性として愛しております！」

「っ!!」

「確かに姫からしたらおじさんと言われるほど年は離れていますが……好きな気持ちに年の差は関係ないと私は思っております！」

　キッパリと言い放ったビクトルは、とても満足そうな表情で私をじっと見てきた。しかし私は、ビクトルの告白を聞いて顔を熱くさせながら激しく動揺していたのである。

（う、噓でしょ！　シスランに続いてビクトルまで私のことを……好き!?　あ、あり得ないんだけど！　だって私……ヒロインじゃないんだよ？　あて馬という名の恋こい敵がたきポジションのはずなんですけど!?）

　心の中で激しく否定しながら、私を好きだと言ってきた攻略対象者達の顔を見回す。

「ね、ねえ、皆みなさんに確認したいのですが……やはり本当はニーナが好きってことは、ありませんか？」

「ニーナは友人として好きですが私が心から愛しているのはセシリア、貴女だけですよ」

「……さっきも言ったが、俺が好きなのはお前だ。それなのにニーナのことが好きかと聞いてくるお前の考えが正直俺には理解できん」

「姫……ニーナ様のことは護衛対象という認にん識しきだけで、それ以上でもそれ以下でもありません。私が愛しいと思っておりますお方は姫だけです」

　三人に真剣に言われ戸惑いながら、じっと黙だまってことの成りゆきを見ていたアルフェルド皇子に視線を向けた。

「まさか私の気持ちまで疑うのか？　……そもそも、セシリアのことが好きでなければわざわざ私の国まで攫うわけないだろう」

「そ、そうですよね……」

　若じやつ干かん不機嫌そうになってしまったアルフェルド皇子に、頰を引きつらせながら乾かわいた笑いを浮かべたのである。

「さて……そろそろそこの三人には退場願おうか」

「退くわけがないでしょう。そもそも私の婚約者を返してもらいに来たのですから。私達はこのままセシリアを連れて帰ります」

「帰すと思うのか？」

「思っていませんよ。ですがアルフェルド……貴方あなたはベイゼルム王国の王太子である私の婚約者を無理やり攫いましたよね？　それがどういう意味かわかっていますか？」

「……ああわかっている。同盟は破は棄きされるだろうな」

「そうですか……そこまでわかっていての行動ですか」

　小さなため息をつき、カイゼルは複雑な表情でアルフェルド皇子を見た。

（……え？　同盟破棄？）

　私は聞こえてきた『同盟破棄』という言葉に戸惑い、目を瞬しばたたいてカイゼルとアルフェルド皇子の顔を交こう互ごに見やる。

「では……私達が帰らない、もしくはセシリアを連れて帰ることができなかった場合、ベイゼルム王国の軍勢がこの国に攻せめ込むことも予想済みなのでしょうね」

「ああもちろんだ。こちらもすぐに動かせる軍隊は揃えているからな。いつでも迎むかえ撃うてる準備は整っている」

　そして二人はお互たがい無表情で鋭い視線をぶつけ合ったのだ。だが私は二人の話を聞いてさらに動揺しだした。

（え？　え？　それってもしかしなくても……戦争が起こるってこと!?　ちょ、ちょっと待って……その原因ってどう考えても私だよね？　噓、戦争って……そんなものが起こったら大勢の人が死ぬってことじゃない！　いやいや、どうしてこんなことに!?　私はただ自分の処刑エンドを回かい避ひしつつ、ニーナが幸せになるように行動していただけなのに……それが結果として戦争を引き起こすことになるなんて…………最悪だ、どんなバッドエンドだよ）

　予想外の事態に頭を抱えてうつむき、自分の行動によって引き起こされてしまったであろうこの状況に激しく後悔する。すると私の耳にカチャリという金属音が聞こえてきたので、慌てて顔を上げるとカイゼル、ビクトル、シスランさらには馬から降りたアルフェルド皇子と護衛の兵士達が剣を抜いて構えていたのである。

「な、何をしているのですか!?」

「セシリア、危ないですので少しさがっていてください」

「ちっ、あまり剣は得意じゃないが……必ず俺がお前を守ってやる！」

「姫、この命に代えましても貴女をお守りいたします！」

「セシリア、少しだけ待っていてくれ。すぐに片づけて貴女を宮殿に連れて帰るから」

　お互い剣を構えながら距きよ離りを取り、すぐにでも戦いが始まる状態になってしまった。

（ちょっと待って！　本当に戦うつもりなの!?　このままじゃ……最悪誰か死んでしまうよ！）

　嫌な考えが頭に浮かび、一気に血の気が引いた。その瞬間、私は頭で考えるよりも先に体が動き、今にも戦いが始まろうとしている両者の間におどり出た。

「だ、駄だ目めぇぇぇぇ!!」

　皆を止めようと大声で叫さけび、両手を思いっきり広げて立ちふさがる。

「セシリア！　危ないですからさがっていてください！」

「嫌……嫌です！　私は誰かが傷つくのも……ましてや死んでしまうなんて、自分が死ぬより嫌なのです！」
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　心の底からの悲痛な叫びと共に何度も大きく頭を振り、一歩もその場から動く気はなかった。そうしているうちに、だんだんと涙なみだが込み上げてきて私の視界がぼやけてきた。

「セ、セシリア……」

「っ……ご、ごめんなさい……私の、せいで……こんなことに……なって、しまって……」

　戸惑ったカイゼルの声が聞こえてきたが、涙でぼやけてしまった視界にはその表情がよく見えなかった。私は慌てて溢れ出る涙を手で拭ぬぐい取とろうとしたが、次から次に涙が溢れて止まらなくなってしまったのだ。

　結局そのまま本格的に泣き出してしまった私の耳に、今度はカシャンと剣が鞘さやに収まる音が聞こえてきた。さらに私の頭から何か大きな布が被せられ体を包んだ。その突然の出来事に驚きピタリと涙が止まると、被せられた布がさきほどまでカイゼルが着ていたローブであったことに気がついたのである。

　急な展開に困こん惑わくしながら周りを見回すと、カイゼル達が困った表情で私を見ていた。

「み、皆さん、どうしたのです？」

「……セシリアの泣いている姿、初めて見ました。そしてその原因を作った自分の不ふ甲が斐いなさに呆れているのです」

「へっ？」

「……お前でも泣くんだな。というか……悪かった」

「シスラン？」

「姫、申し訳ありません！　貴女を泣かしてしまうなど……腹を切ってお詫わび……」

「していただかなくて結構です！」

「セシリア……すまない。私の身勝手で大切な貴女を泣かせてしまった」

「アルフェルド皇子……」

　明らかに沈しずんでしまった皆の様子に戸惑いながらも、それでも全員が剣を収めてくれたことにホッとした。

「皆さん、そんなに落ち込まないでください。もう私、泣いていませんから。でも……剣を収めてくださり本当にありがとうございます。私の大切な友人である皆さんが争うところなど見たくありませんでしたので……」

「……友人、ですか」

「あ……ごめんなさい。その……皆さんの気持ちはとても嬉うれしいのですが……正直今はまだ誰かとというのは考えられないのです。ですがアルフェルド皇子！」

「は、はい」

「無理やり攫って結婚もどうかと思いますが、同盟を破棄して戦争など以もつての外ほかです！　そんなことをしてまで結婚したら、私は一生アルフェルド皇子のことを嫌い続けますよ！」

「っ！　そ、それは……嫌だ」

「では同盟を継けい続ぞくし、戦争もしませんね？」

「ああ……セシリアに嫌われたくないのでしないよ」

「ありがとうございます。では次にカイゼル」

「は、はい！」

　満足そうな顔でアルフェルド皇子にお礼を言った私は、次にカイゼルの名前を呼んだ。

「アルフェルド皇子がこう言われていますので、ベイゼルム王国からも戦争を起こさないようにできますよね？」

「いやしかし、セシリアを攫われたことは事実ですし……」

「私自ら観光しにきました！」

「…………え？」

「私が唐とう突とつに思い立って、アルフェルド皇子の帰国に無理やりついてきたのです。……そう言うことにしていただけませんか？」

「……セシリア、貴女はそれでいいのですか？」

「もちろんいいです！」

　カイゼルが苦く笑しよう気味に問いかけてきた言葉に、私はにっこりと笑いながら大きく頷いたのである。

「……わかりました。私の早とちりだったと報告しておきます」

「カイゼル、ありがとうございます！」

「くく、本当にセシリアは面おも白しろいな。この状況で二人の王子を丸め込むなんて」

「シスラン、そんなに面白いことですか？」

「いえ、姫が素す晴ばらしい方だということです！」

「……はぁ」

　シスランが腹を抱えて笑いだし、ビクトルは尊敬の眼まな差ざしを私に向けてきた。

　その後、特に揉もめることもなく事前に細かい打ち合わせをしておいてから、ようやくベイゼルム王国へ帰ることができたのである。

　帰国してすぐにアルフェルド皇子を含ふくめた今回の関係者だけで国王と会い、詳しい事情を説明してなんとか許しを得ることができた。そうして自分の部屋に戻れた私は、一人考えにふけっていたのである。

（結局、カイゼル達がなぜ私なんかを好きになってくれたかは何度考えてもやっぱりわからないんだよね～。だけど一つだけわかったことがある。ニーナはレオン王子ルートに入ったんだと！　だって、レオン王子だけが私を助けにこなかったから。まあそうだろうね、好きでもない人をわざわざ異国にまで助けに来るはずないもの。あ、そうなると……私の処刑エンドもなくなるってことかな！　おお！　ニーナ、レオン王子と幸せになってね）

　私はニーナの幸せを祈りつつレオン王子ルートの内容を思い出し、ニヤニヤと顔を緩ゆるめていた。そして次の日、中庭で仲睦むつまじく話をしているニーナとレオン王子の姿を目にした私は思わず心の中で叫んでしまったのである。

（今度こそ絶対にニーナの邪じや魔まはしないからねぇぇぇ!!）

　物陰からそっと見守り、これから待ち受けているであろう二人の恋れん愛あい模様に思いを馳はせて何度も頷いていたのだ。

「乙おと女めゲームの悪役令嬢なんてお断りだったけど……今なら素す直なおに言える。この世界に転生して本当によかった！」

　爽さわやかな青空を見上げながら幸せな気分に浸ひたり、大好きな乙女ゲームの世界に転生できた喜びをひしひしと感じていたのであった。










（一体どうしてこうなったの……）

　呆然としながら見つめている先には、鉄てつ格ごう子しを挟はさんだ向こう側で狂きよう気きに満ちた笑みを浮かべているレオン王子が立っていたのだ。





[image: ]






　一時間前──。

　たまたまレオン王子の部屋の前を通った時、ちょうど扉を開けたレオン王子と出くわしそのまま部屋に誘われた。しかし私はニーナのことを思いその誘いを断ろうとしたのだが、前に約束したのにと悲しそうな顔をされたため断るに断れなかったのだ。

「お邪魔します」

　レオン王子に促されながら部屋に入ったのだが、そこで侍じ女じよが一人もいないことに気がついたのである。

「あら？　レオン王子一人だけなのですか？」

「うん。最近は一人でのんびり過ごしているんだ」

「そ、そうなのですか……」

　さすがにレオン王子付きの侍女は部屋にいるものだと思っていた私は、レオン王子と二人きりのこの状況に正直戸惑っていた。現在恋愛シナリオが進行中と思われるニーナに対して悪いと思ってしまったからである。

「レオン王子、やはり日を改めて……」

「さあ、こっちこっち！　セシリア姉様にどうしても見てもらいたいものがあるんだ！」

　辞する言葉を言おうとした私の手をレオン王子が摑み、強ごう引いんに引っ張られるとそのまま隣の部屋に連れていかれそうになった。しかしそこがレオン王子の寝しん室しつであることに気がつき躊ちゆう躇ちよする。そんな私を見てレオン王子が口角を上げて笑った。

「ふふ、やっと意識してもらえた……」

「え？　レオン王子、何か言いましたか？」

「ううん、なんでもないよ。さあこっちの部屋から繫つながっているんだ」

「わ、わかりましたから、そんなに引っ張らないでください」

　本当に嬉しそうにしているレオン王子を見て帰ることを諦あきらめた私は、手を引かれるまま寝室に入り大きなベッドの横を通り抜けてさらに奥に進んだ。そしてまるでインテリアにしか見えなかった壁かべにかかったカーテンを、レオン王子が摑むとそっと開けたのだ。

　するとそこには、一枚の木の扉とびらが隠されていたのであった。

「……もしかしてそこが入口ですか？」

「うん、そうだよ！」

　レオン王子は大きく頷くと、懐ふところから銀色の鍵かぎを取り出し扉の鍵かぎ穴あなに差し込んだ。カチャリと小さな音が鳴り、レオン王子がゆっくりと扉を開ける。

「セシリア姉様、足元に気をつけてね」

「は、はい」

　あらかじめ用意してあったランプで足元を照らしてくれながら、レオン王子に優しく手を握にぎられ地下へと続く階段を慎しん重ちように下りた。そしてようやく下まで到着すると、レオン王子は慣れた手つきで明かりをどんどんとつけていった。

「うわぁ～！　綺麗……」

　感かん嘆たんのため息を零こぼしながら目の前に広がる光景をうっとりと見つめた。なぜならそこには、ランプの淡あわい光に照らされて輝くたくさんの鉱石が美しく配置されていたからだ。

「どお？　気に入ってくれた？」

「ええ、すごく素す敵てきです……」

「ちなみにそこの奥には、お風ふ呂ろとかの水回りも完備しているからこの部屋だけで十分生活できるんだよ！」

「へ～いいですね。私もこんな部屋が欲しいです……」

　心からの気持ちを言いうっとりと眺めていると、レオン王子が天使の笑顔を私に向けてきたのである。

「ねえねえ、セシリア姉様……もっと近くで見てもいいんだよ？」

「そうですね、せっかくだし近くで見させていただきます」

　レオン王子の言葉に頷くと、部屋の中に進み飾られている鉱石を見て回ることにした。しかしふと私の脳のう裏りに何か引っかかりを覚えたのだ。

（なんだかこの光景、前にも見たことがあったような……そう、前というか前世で…………あ！　そうだこの部屋って確か、レオン王子のヤンデレエンドにだけ出たスチルで描えがかれていた部屋だ！　ん？　それじゃもしかして……ニーナはレオン王子のヤンデレエンドに向かってしまっているってこと!?　そ、それはさすがに……）

　ゲームで見たレオン王子のヤンデレエンドを思い出し、だんだんとニーナのことが心配になってきた。なぜならそのヤンデレエンドは、ニーナをこの部屋で監かん禁きんしてしまうものだったからだ。

（……いくらニーナの恋を応おう援えんするつもりでいるとはいえ、ヤンデレエンドに向かっているこの状況をこのまま黙って見過ごせない！　うん、とりあえずここはそれとなくレオン王子を説得して……）

　そう思ったその時、突然後ろからガシャンと大きな金属音が聞こえてきたのである。

「え？」

　驚きの声を出しながら慌てて後ろを振り向くと、そこにはさっきまでなかった鉄格子が現れていたのだ。そしてなぜか鉄格子を挟んでレオン王子が小悪魔的な笑顔を浮かべながら立っていたのである。

「レ、レオン王子？」

　レオン王子の様子に戸惑いながら両手で鉄格子を摑むと、動かせるか試ためしてみた。しかしガタガタと鳴るだけで全くびくともしない。

「ちょっ、レオン王子!?　これは一体なんの冗じよう談だんですか？　お願いです、ここを開けてください！」

　私は鉄格子越ごしに立っているレオン王子に訴うつたえてみたが、じっと私を見つめてくるばかりで何も答えてくれない。

「レオン王子！」

「ようやく手に入れた……僕のモノだ」

「っ！」

　突然レオン王子の表情が変へん貌ぼうし、ニヤリと笑った。その表情を見て、ゾクリと全身に寒気が走り思わず息を吞んだ。

（一体どうしてこうなったの……）

　状況についていけず呆然としていたが、すぐに意識を戻しレオン王子に声をかけた。

「レ、レオン王子！　私、セシリアですよ!?」

「……うんわかっているよ。それがどうかしたの？」

「ですから！　私はニーナではありません！」

「そんなの当たり前だよ。なんで僕がセシリア姉様をニーナと間違えないといけないの？」

「え？　じゃあどうしてこんなことを？」

「それはもちろん、セシリア姉様を僕だけのモノにするためだよ？」

　意味がわからないといった顔で私を見てくるレオン王子を、私も意味がわからないといった顔で見返した。

（一体どういうこと!?　ここはニーナを監禁するための部屋じゃなかったの!?　それがなんで私が監禁されているの!?）

　さきほどの狂気じみた笑顔を思い出し、どうしてこんな事態になってしまったのか困惑していた。

「……ねえセシリア姉様、もしかして僕とニーナの関係を勘かん違ちがいしていない？」

「勘違い？　だってレオン王子とニーナは恋人同士なんですよね？」

「……」

「あ！　もしかしてまだでした？　でも……時間の問題、ですよね？」

「……やっぱり勘違いしている。どうして僕が、ニーナを好きだと思ったの？」

「え？」

「正直ニーナのことは全く興味がないんだけど？　ただ『天空の乙女』だから王子の立場上相手にしていただけだよ。僕が昔っから興味があったのは……セシリア姉様、ただ一人だけだ」

　再びあの恐ろしい笑みで私を見てくると、鉄格子を握っていた私の手をレオン王子が被せるように強く握ってきたのである。

「っ！　レ、レオン王子痛いです！」

「セシリア姉様、好きだよ」

「え？　……す、好きって……」

「ああもちろん姉を慕う好きっていう意味じゃなくて、一人の女性としてセシリア姉様が好きってことだよ」

「なっ!?」

　思ってもいなかったレオン王子の告白に私は固まってしまった。

「だから……セシリア姉様はこのままここで僕のモノになるんだ」

　暗い笑みを深くしてニヤリと笑ったレオン王子は、あまりのことに頭がついていけず呆然としていた私の頰をスルリと撫でてきた。

「っ！」

「ふふ、恐きよう怖ふに怯おびえた表情のセシリア姉様も……とても素敵だよ」

「レ、レオン王子、よく考えてください！　私、貴方のお兄様であるカイゼルの婚約者ですよ？」

「……そうだね。でも今は、だけど」

「それはどういう……」

「実は一部の人間しか知らないことなんだけど、婚約期間中にどちらか一方が行ゆく方え不明になって半年経過すると、自動的に婚約解消されるんだよ」

「ええ!?」

　レオン王子の言葉に私は驚きの声をあげてしまった。

（な、何それ!?　そんなこと、前世でやったゲーム上にも設定資料集にも一言もなかったよ！　うう～事前に知っていたら、なんとしてでも半年間失しつ踪そうしたのに……そうしたら、こんなわけのわからない状況になることもなかっただろうし）

　初めて聞いたその決まり事に、私は心の中で大きなため息をついて落ち込んでいた。するとレオン王子が握っていた私の左手を引っ張り、口元に持っていったのである。

「レオン王子？」

「だから……セシリア姉様には最低でも半年間はここにいてもらわないと」

「そ、そんなこと……」

「そして兄上との婚約が解消されたらすぐに僕と婚約……いやもう結婚でいいや。別に式なんて正直どうでもいいしさ。大丈夫、父上には僕が上手く言って認めてもらうから、婚こん姻いん届けだけさっさと出して僕の花嫁になってもらうね！」

「待ってください！　私、結婚は……」

「待たないよ。だってもうセシリア姉様は僕のモノだもの。絶対誰にも渡さないんだから」

　レオン王子は私の左手の薬指に口をつけると、指のつけ根に歯を立てて嚙かみついたのだ。

「痛っ！」

　与あたえられた痛みに眉まゆ根ねを寄せながら慌てて手を引き戻すと、薬指のつけ根にくっきりと歯形がついていた。全く意味のわからないその行動に、左手を庇いながら問いかけるような眼差しをレオン王子に向ける。

「な、んで？」

「ふふ、婚約指輪の代わりだよ」

「は？」

「僕が自らつけた痕あと……いいね」

　私の左手をうっとりと見つめながらペロリと自分の唇を舐なめた。その様子を見て私の体は無意識に震えてしまったのである。

「ふふ、安心していいよ。まだセシリア姉様にはこれ以上手は出さないつもりだからさ。……半年後、名実共に僕のモノになったその時に全ていただくよ」

「っ！　お、お願い！　レオン王子、考え直してください！」

「嫌だね。僕がどれほどこの時を待ちわびていたと思うの？　ずっと、ず～と欲しいと思っていたセシリア姉様がようやく手に入ったんだ。諦めるわけないじゃない」

　天使のような笑顔を浮かべながらキッパリと言い切ったのだ。

「さて、そろそろ僕戻るね。セシリア姉様が行方不明になった噂うわさを広めないといけないから」

「なっ！」

「じゃあまたあとで様子を見にくるから、ゆっくりと鉱石でも見て寛くつろいでいてよ。あ、ちなみにそこのベッドもセシリア姉様のために特注で用意した物だから、きっと気持ちいいと思うよ♡」

「ちょっ、レオン王子、待っ……」

　去っていくレオン王子を見て慌てて鉄格子から手を伸ばし呼び止めようとしたが、レオン王子は私に背を向けたままご機嫌な足取りで階段を上っていってしまった。

　そして再び扉が閉じる音が微かに聞こえ、続いてカチャリと鍵が閉められてしまう音まで聞こえたのだ。完全に閉じ込められてしまったと悟さとり、その場に座り込み両手を床ゆかについてガックリと落ち込んだのである。

（なぜこうなった……）

　見事な絨じゆう毯たんの模様を見つめながら、この予想外の展開に頭を痛めたのだった。





[image: ]






　レオン王子に監禁されてから約一週間が経ったと思う。なぜならここは、地下にある部屋だったため外の光が入ってこず時間の感覚が分からないのだ。

　しかしそんな部屋での生活は……意外と快適であった。そもそも前世では長いこと一人暮らしをしていたので、特に一人で生活することには何も問題はなかったのである。そして特注で用意したと言われたベッドはほどよく大きく寝ね心ごこ地ちも抜ばつ群ぐんで、衣服もクローゼットの中にたくさん用意されていた。トイレも完備されており、お風呂はどういう仕組みかはわからないけど、浴よく槽そうの中にはお湯が満たされいつでも好きな時に入れる状態になっているのだ。ご飯に関してはレオン王子が持ってきてくれるので、食べ物に困ることはなかった。

　正直監禁初日は絶対眠れないと思っていたのだが……思いの外ぐっすりと熟じゆく睡すいしてしまった。さすがに目が覚めた時に自分の神経の図太さに呆れたものだった。

「……はぁ～まさかあの衝しよう撃げきヤンデレエンドと同じ状況に、私が陥おちいるとは思ってもいなかったよ」

　前世で見たレオン王子のヤンデレエンドの最後は、『その後、ニーナは一生ここから出してもらえなかった』という文字だけが、真っ黒な画面に白く書かれていたのである。その画面を思い出し自分の体を抱きしめて身み震ぶるいをした。

「ま、まさか、ゲームみたいに一生出してもらえないなんてこと……ない、よね？」

　自分自身に問いかけながら、あの妖あやしくニタリと笑ったレオン王子の顔が頭をよぎった。

「よし！　なんとしてでも逃げ出そう！」

　力強く宣言し座っていたベッドから勢いよく立ち上がると、何か脱だつ出しゆつ手段はないか部屋の中を調べることにした。だが数時間かけて調べてみたが、特にこれといって何も発見できなかったのである。

「……お手上げだ」

　再びベッドの端はしに座り大きなため息をつきながらガックリとうなだれた。

「仕方ない……時間はかかるだろうけどレオン王子の説得を頑がん張ばってみるか」

　そう考えたのだが……結局レオン王子の説得は上手くいかず、それからさらに数週間が経ってしまったのである。




「……はぁ～本当にどうしよう！」

　ベッドの上で大の字に寝っ転がり、すっかり見慣れてしまった天てん井じようをボーっと眺めていた。その時ふと、視界の端でわずかに揺れている自分の髪の毛に意識が向いた。

（相変わらずセシリアの銀髪は綺麗だな～。風に揺れてキラキラと輝いているし……ん？　風!?）

　そこであることに気がつき、勢いよくベッドから身を起こした。

「なんで私、今まで気がつかなかったんだろう！」

　すぐにベッドから飛び下りると、自分の髪の毛を一本引き抜き上にかざしてみた。

「……やっぱり」

　指で摘つまんでいる一本の髪の毛がひらひらと揺れていたのだ。

「そもそもここ地下だから、普ふ通つうに考えたら空気の問題があるよね。でも今まで一度も息苦しいと感じたことがなかった。きっとどこかに、空気を循じゆん環かんさせている通つう気き孔こうがあるはず！」

　私は一筋の光を見いだし、はやる気持ちを抑おさえ慎重に髪の毛の揺れを確認しながら部屋の中を歩き回った。そしてとうとう奥の部屋の天井付近に、パッと見ではわかりづらい形の通気孔を発見したのである。

「あの大きさならなんとか入れそう！　とりあえずあそこまでの足場を組まないと……あ～あれとあれを組み合わせれば……うん、いけそう！」

　部屋の中に置かれている物を確認し、一人満足そうに大きく頷く。

「じゃあ、さっそくやりますか！」

　意い気き込ごんで取りかかろうとした私の耳に、軽快に階段を下りてくる足音が聞こえてきた。

「ヤバイ、レオン王子が来た！」

　気がついた私は慌てて元の部屋に戻ったのだが、すでにそこにはレオン王子がいて部屋の中をキョロキョロと見回していたのだ。

「あ、セシリア姉様いた！」

「……レオン王子、どうかされたのですか？」

「セシリア姉様の顔が見たくなったから来ちゃった」

「そ、そうですか……」

「ん～今日はそっちに行こうかな」

「え？」

　戸惑いの声をあげているうちに、レオン王子が鉄格子の鍵を開けこちら側に入ってきた。

（ま、まさか、私が逃げ出そうとしているのがバレたの？）

　内心焦りながら、しっかりと鉄格子の鍵をかけ直しているレオン王子を窺うかがう。

「ねえセシリア姉様、ちょっとそこのベッドに座ってくれないかな？」

「え？　ベッド、に？」

「ああ、襲おそうわけじゃないから安心していいよ。いいから座って」

「……はい」

　一体何がしたいのかわからず警戒しながらも、言われた通りにベッドに座ってみた。すると私の隣にレオン王子が座りゴロリと横になって私の膝に頭を乗せてきたのだ。

「レオン王子!?」

「やっぱり想像していた通り、セシリア姉様の膝ひざ枕まくらは気持ちがいいな～」

　レオン王子は嬉しそうにして私の膝に頰をすり寄せてきたのである。

「く、くすぐったいです」

「ふふ、ねえねえ頭も撫でて」

「……わかりました」

　小さくため息をつくと、レオン王子のふわふわな髪を指先に感じながら優しく頭を撫でてあげた。そうしてしばらく無言で撫でていると、レオン王子がじっと私を見ていることに気がついた。

「レオン王子？」

　不思議そうな顔で問いかけると、突然レオン王子が身を起こし私をベッドに押し倒してきたのである。

「なっ!?」

　覆おおいかぶさるような体勢で上から私を見下ろしてきたレオン王子が、私の左の首筋にそっと指先で触れてきたのだ。

「っ！」

「ねえ、セシリア姉様がモルバラド帝国から帰ってきた時、ここに痕があったよね？　……誰につけられたの？」

「え？　痕？」

「あれって……キスマークだよね？」

「っ！　アルフェルド皇子につけられた痕のこと!?」

　アルフェルド皇子につけられてしまった時のことを思い出し、私は顔を熱くさせながら慌てて首筋を手で覆い隠した。

「……やっぱりアルフェルド皇子か」

　私の言葉を聞いたレオン王子の表情が一変して、なんだか怖こわいものに変わってしまった。

「一体どうし……」

「その様子だと、それ以上のことはされていないみたいだね。だけど……僕のモノに他の男の痕がついていたのは気に入らない」

　低く呟くとレオン王子は私の手をどかし、左の首筋に顔をうずめてきたのだ。

「レオン王子!?　何を……っ！」

　首筋にピリリとした痛みが走り、顔をしかめながらレオン王子を押しのけようとしたが全く動かなかった。

「ちょっ、レオン王子離してください！」

「セシリア姉様、もしかして他にも痕つけられた？」

「え？　いえ、つけられては……」

「まあ……確かめてみればいいか。もしかしたら、まだ残っているかもしれないし」

「なっ!?」

　身を起こしたレオン王子が今度は私の胸むな元もとに手を伸ばし、ドレスを引き下ろそうとする。そのまさかの行動に焦りながらも必死に胸元を押さえて抵てい抗こうした。

「やめてください！」

「隠そうとするなんて……やっぱりそこにも痕があったんだね」

「ありません!!」

「噓だ。いいから見せて」

「絶ぇ対嫌です!!　無理に脱ぬがそうとするなら……二度とレオン王子とは口をききませんから!!」

「うっ……わかったよ、諦める。でも本当に他にはないんだね？」

「ええ、ありません！」

「……信じるよ」

　渋しぶ々しぶながらレオン王子は私から離れベッドから下りてくれたのだ。ようやく離れてくれたことにホッとしながら身を起こし乱れていた胸元を慌てて直した。

「セシリア姉様、ごめんね。だけど……もう他の奴やつに痕をつけられたらだめだよ。いや、そもそも他の奴に会えないようにすればいいだけか……」

　とてもいい考えが浮かんだようで、またあの狂気に満ちた顔で笑ったのである。そんなレオン王子を見て、私の体は無意識に震えてしまうのだった。

　その後、満足したレオン王子は部屋から去っていき、私は深いため息をつきながら脱だつ力りよくしていた。しかし首筋の状態が気になり、重い足取りで鏡がある洗面所に移動したのだが。

「うわぁ～なんとなく予想はしていたけど、がっつりと嚙まれた痕がついているな……」

　鏡に映る首筋にくっきりと赤く嚙まれた痕がついてしまっていたのだ。

（……これは早さつ急きゆうに逃げ出さないと、いろんな意味で身が危機だ）

　改めて逃げる意思を固めた私は再び奥の部屋へ移動し、足場にできる物を運びようやく通気孔までの足場を完成したのである。

「よし！　あとはあの通気孔を開けるために何か棒でも……あ、これならちょうどよさそう！」

　近場に手て頃ごろな棒状の物を見つけた私は、棒を手に取り靴くつを脱いで素す足あしになると慎重に足場を上った。そして通気孔の前に到着すると、棒を通気孔の柵さくの間に差し込みテコの原理を利用してなんとか外すことに成功したのである。

「やったぁぁ！　って、あんまりゆっくりしていられない。いつまたレオン王子が戻ってくるかもわからないしすぐに逃げないと！」

　はやる気持ちを抑えて外した柵と棒を足元に置き、慎重に通気孔の中に入っていった。そうして明かりもない通気孔の中を、ただひたすらにほふく前進しながら進む。

「……なんだか前世で見たスパイ映画の主人公になった気分だな～。まさか私がこんなことをするなんて、前世の私では到とう底てい想像できなかったよね。というか、そもそもやっていた乙女ゲームの世界に転生するとは思わないか」

　だんだんと暗くら闇やみに慣れてきた目で進みながら、一人この状況が面白くなってきたのだ。しかし真まっ直すぐに伸びていた通路が突き当たりで終わり一いつ瞬しゆん焦りの色を浮かべたが、今度は上に向かって伸びていることに気がついた。

「……そりゃ地下だもんね。上に伸びるよね。仕方ない……行くか！」

　くるりと体勢を移動させ通気孔の壁に背を預ける格好になると、素足になった足の裏を反対側の壁につけた。そしてゆっくりと少しずつ足と背中をずらしていき、上へ登っていったのである。

「……これをやるの久ひさし振ぶりだな～」

　遠い昔……正確には前世の幼い頃を思い出していた。

　前世の私は幼い頃よく田舎いなかのお祖ば母あちゃんの家に遊びに行っていたのだ。そのお祖母ちゃんの家には極きよく端たんに狭せまい廊下があり、そこで今のように背中と足を使って器用に天井付近にまで登る遊びをしていたのである。その時のことを思い出し、思わずふふっと一人で笑ってしまった。

「だけど、まさか転生して公こう爵しやく令嬢になっても、またこれをやることになるとは思ってもいなかったよ。はぁ～この情けない姿、誰にも見せられないな……というか絶対これ明日筋肉痛決定だよ。今まで使っていなかった筋肉をフルに使っている感じだからな………うん、あの頃は若かった」

　遠い目をしながら乾いた笑いを零した。そうこうしているうちになんとか上まで登りきると、今度はもう一度横に道が続いていたので再びほふく前進して進んだ。そうしてほふく前進したり上に登ったりを繰くり返かえし、ようやく通路の先に光が見えてきたのである。

「あ、あれはもしかしなくても外の光!?」

　興奮する気持ちを抑えつつ、さらに速度を上げながらほふく前進で進みその光が差し込む場所まで到着したのだ。

「ここにも柵が……でももう棒がない。ええい！　私の持てる力を全て使ってでも外してみせる！」

　力強く意気込むと、柵を両手で摑み力の限り押し出してみた。すると予想に反して簡単に柵が外れたのである。

「…………あんなに意気込んでいた私が恥はずかしい」

　呟きながらもそっと柵を外に置き、開いた場所から外に這はい出た。

「ああ～！　数週間振りの外だ！」

　芝しば生ふの上に裸足はだしで立ち、両手を広げて外の空気を思いっきり吸すい込こみ解放感に浸ったのだった。
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　城の中に戻った私は来客用の部屋に用意されていたドレスと靴を借り、レオン王子に嚙まれた痕は化け粧しようで隠して身み支じ度たくを整えると、すぐに国王のもとへ向かった。そして国王のいる執しつ務む室しつに入ると、一人で執務をしていた国王が私を見て驚きに目を瞠みはったのである。しかし私が真剣な顔でお話がしたいとお伝えすると、執務を中断して話を聞いてくださることになった。

「ありがとうございます」

「いやいい。それよりも……セシリア嬢、今まで一体どこにいたのだ？」

「それは……」

　するとその時大きな音を立てて扉が開き、そこからレオン王子が部屋の中に駆け込んできたのである。

「セシリア姉様！」

　レオン王子の呼び声に一瞬肩かたをビクつかせるが、すぐに平静を装よそおってレオン王子の方に振り返った。そして私は、落ち着かない様子のレオン王子に微笑みながら挨あい拶さつしたのである。

「レオン王子、お久し振りです」

「え？」

　私の態度にレオン王子が驚いた顔をした。だが私は敢あえて何も答えず、もう一度国王の方に体を向けた。

「中断して申し訳ございません。それでお話の続きなのですが……私、今まで思うところがあり遠くの町で身を隠しておりました」

　そんな言葉にレオン王子が戸惑いの表情で私を見てきた。

「……ふむ、捜そう索さく隊たいを派は遣けんしたのだがよく見つからずに済んだものだな」

「私、意外と平民に紛れることが得意なのです」

「そ、そうか……しかし思うところとはなんだ？」

「私……カイゼル王子の婚約者という身分がどうしても荷が重く、その重責に耐たえられなくなり身を隠してしまったのです」

　思おもい詰つめた顔で大おお袈げ裟さに肩を落としてみせたその時、再び扉が大きな音を立てて開きそこからカイゼル達が雪な崩だれ込んできた。

「セシリア！」

「っ！　カ、カイゼル抱きつかないでください！」

「一体今までどこに行っていたのですか!?　……ああそれにしてもなんだか少し瘦やせられたのではないですか？」

「確かに……ちょっと顔色も悪いぞ？」

「いやいやシスラン、それは今カイゼルに強く抱きつかれて苦しいからです！」

「姫、どこかお怪け我がはございませんか？」

「大丈夫です！」

「セシリア……まさか私以外に攫われていたってこと、ないだろうね？」

「そ、そんなことありません！」

「セシリア様！　どうしてわたくしをお連れくださらなかったのですか!?」

「いや、レイティア様そう言われましても……」

「セシリア様！　心配しておりました！　ご無事で本当によかったです!!」

「ニーナ、心配かけてしまってごめんなさいね……」

　突然騒さわがしくなってしまったこの状況に、ただただどうしたものかと困ってしまった。そのままさらに質問攻ぜめにあいそうになっていたのだが、国王の大きな咳せき払ばらいが執務室に響き渡り全員が静まった。

「……確かにこれは、思うところに含まれるのだろうな」

「ええまあ……少しだけですが」

　呆れた声の国王に、私は乾いた笑いを浮かべながら返したのである。

「思うところ、とはなんですか？」

　皆に引き剝がされて離れてくれたカイゼルが、怪け訝げんな表情で私と国王の顔を見てきた。それに国王が私の代わりに答えてくれたのである。

「セシリア嬢が、お前の婚約者でいることに悩み今回自ら身を隠していたそうだ」

「え？　セシリアそれは本当ですか!?」

「え、ええ本当です……」

　驚いた表情で詰つめ寄よってくるカイゼルに、私は苦笑いを浮かべながら答えた。

（本当は自らではないんだけど……でもレオン王子のことを話す気にはやっぱりなれないんだよね。だって……やり方は確かによくなかったけど、私のことを想おもってくれた行動でそれがちょっと行きすぎちゃっただけだし、それに……皆の気持ちを知ってから今まであった出来事を考えると、私の行動が全部駄目だったんだろうなと、いまさらながらに思うんだよね。だから私……）

　決意を込めた表情で国王の前に進み出た。

「陛下、今までの騒そう動どうと今回の失踪騒動の責任は全て私にあります。ですから、カイゼル王子の婚約者という立場と私の公爵令嬢という身分を剝はく奪だつしてください！」

　私の発言にその場が一気に騒そう然ぜんとした。

「セシリア！　何を言い出すのですか！」

「おいセシリア！　まあ婚約の件は別にいいが、身分剝奪を願うなんて馬ば鹿かじゃないのか!?」

「姫には全く責任はございません！」

「それなら私の方が悪いと思うが？」

「セシリア様が公爵令嬢ではなくなられる!?　ならわたくしも……」

「そんな……セシリア様は何も悪くないのに!!」

　皆が詰め寄ってくる中、私はじっと国王の顔を見つめて黙っていたのだ。そんな私を見て国王は大きなため息をついたのである。

「そうか……そこまでセシリア嬢の決意が固いのであれば仕方ない。では……」

「父上！」

　国王の言葉を遮さえぎりレオン王子が真剣な表情で一歩前に出たのだ。

「レオン、どうした？」

「……今回のセシリア姉様の失踪は……僕が原因なんだ。だって……僕の地下室でセシリア姉様を監禁していたから！」

「ちょっ、レオン王子！」

　まさかの告白に再び騒然とし、私は慌ててレオン王子を止めた。

「噓だと思うなら今すぐ僕の寝室にある隠し扉を調べてよ。これが鍵だからさ」

　そう言って懐から銀の鍵を取り出し皆に見せたのだが、突然の告白に誰も動けないでいた。レオン王子はそんな皆を見回しながら自じ嘲ちよう気味に笑ったのである。そして困惑している私の方に体を向けた。

「セシリア姉様、本当にごめんなさい。でも……セシリア姉様を好きな気持ちは本当だよ！」

「レオン王子……」

　真剣な表情で私を見てくるレオン王子に、もう何も言えなくなってしまった。

　すると国王の深いため息が私の耳に聞こえてきた。国王は自分の顔を手で覆いもう一度ため息をつくと、ゆっくりと手をどけおもむろに立ち上がると私の前までやってきたのだ。

「……セシリア嬢」

「は、はい！」

「我が息むす子こが大変迷めい惑わくをかけたようで申し訳なかった。この通りだ」

「なっ!?」

　国王が私に向かって頭をさげて謝あやまってきたことに私はぎょっとし、他の皆にも動揺が走った。

「へ、陛下！　頭を上げてください！　私べつになんとも思っておりませんので！」

「しかし……」

「本当に大丈夫ですから！」

　さすがに国のトップである国王に頭をさげられるのは、心臓が止まりそうなほどキツイものがあったのだ。渋々ながら国王が頭を上げてくれたことで心底ホッとしつつも私は国王にお願いした。

「陛下、お願いです。レオン王子の件はここだけにしていただけませんか？」

「セシリア姉様！」

「それはいくらセシリア嬢の願いでも……」

「もし第二王子であるレオン王子の件が外部に漏もれれば……いろいろと問題が起こると思うのです。そしてその影えい響きようで場合によっては情勢が悪くなることもあり得ますし、国民に不安が広がる可能性もあります」

「ふむ……」

「ですから今回の件はやはり私が自ら身を隠したということにしていただけませんでしょうか？」

「セシリア！　それでも貴女が責任を取る必要はありませんよ！」

　カイゼルが慌てて止めようとしてきたが、私は首を振って断ったのだ。

「……わかった」

「父上！」

「カイゼル、少し黙っていなさい。……セシリア嬢、貴女の気持ちはよくわかった。レオンの件やカイゼルの婚約者という立場の重圧に気がついてやれなくてすまなかったな。しかし我の本音としては、是非ともセシリア嬢にこの国の王おう妃ひになってもらいたかった。だが多大なる迷惑をかけたのは事実だ。だから身分の剝奪はしないが、カイゼルとの婚約は破棄としよう。ああもちろん、今回の件で何か言ってくる者がいれば我がなんとかするから安心するように」

「父上それは！」

　悲痛な顔で訴えるカイゼルを他所に、他の皆はとても嬉しそうな表情をしていたのである。そして私も心の中で歓かん喜きの声をあげていたのだ。

（や、やったぁぁぁ！　ようやく婚約者という枷かせから逃れられた！　それも国王からの婚約解消だから、確実に処刑エンドは回避できたはずよね！　ついでに身分も剝奪してもらえれば、煩わずらわしい貴族生活からもおさらばできたのに……まあそれでも、これは大きな変化に繫がるよね？　とりあえずもう城にいる必要がなくなったから家に帰るよ。あとはきっとゲーム補正でニーナとの恋がこれから皆に始まるはずだから、それを遠くから応援する！　……それで皆の私に対する気持ちも変わる、よね？）

　若干の不安を感じながらも、きっとなんとかなると安心していた。しかし次の国王の発言に私はその場で固まってしまったのである。

「カイゼル……そんなにセシリア嬢のことを想っているのであれば、セシリア嬢がお前を好きになった暁あかつきには再び婚約者として認めよう。だがこれは、カイゼル以外の者にも同等の権利を与える」

　その言葉に皆が一いつ斉せいに色めき立ったのだ。

（ちょ、ちょっと何勝手なことを言っているんですか!?）

　まさかの発言に動揺していると、カイゼルが国王から離れ私に近づくと真剣な表情で私に手を差し出してきたのである。

「セシリア……心から愛しています。私の妃きさきは貴女しか考えられないのです。どうか私を好きになってください」

「っ！」

　ふわりと微笑み愛を告白してきたカイゼルに私は息を詰まらせた。するとその隣にシスランが立ち、仏ぶつ頂ちよう面づらでカイゼルと同じように手を出してきたのだ。

「ちっ、お前を嫁よめにできるのは俺ぐらいだから俺のことを好きになれ！　……まあそれ以上にお前のことを好きになってやるが」

　顔を赤くして不機嫌そうにしているシスランを呆然と見つめる。さらにシスランの隣にビクトルが立ち同じように手を差し出してきた。

「姫、貴女のことは一生愛しお守りいたします。ですから……私を愛してくださいませんか？」

　真剣な表情でじっと私を見つめてくるビクトルに戸惑う。するとカイゼルの隣に決意を込めた表情でレオン王子が立ち、やはり私に向かって手を差し出してきた。

「セシリア姉様、あんなことがあったあとだけど……僕の気持ちは本物なんだ。だから僕のことを好きになってくれないかな？」

　レオン王子はそう言って首を傾げ、まるで子犬のような表情で訴えてきたのである。そしてここまでくるともう予想できたことだったが、レオン王子の隣にアルフェルド皇子が立ちやはり私に向かって手を出してきた。

「私の愛しいセシリア……今度は堂々と貴女を私の国に連れて帰りたい。だから私の愛に応えてくれないか？」

　アルフェルド皇子は艶なまめかしい微笑みを浮かべてきたのだ。そんな五人の様子に頭を抱えていると、二人で頷き合ったニーナとレイティア様が揃ってアルフェルド皇子の隣に立ち同時に手を出してきたのである。

「セシリア様、わたくしとニーナでずっと前から話し合っていたことなのですが……わたくし侯こう爵しやく令嬢を辞やめてニーナと共に平民になり、セシリア様と三人で暮らしたいと思っていますの」

「え？」

「私もセシリア様とレイティア様の三人でなら、きっと楽しく暮らしていけると思いその考えに賛同しました。だからセシリア様、巫み女この役目が終わってから私達と一緒に私の村で暮らしましょう！」

　二人は揃ってにっこりと私に微笑んできたのだ。

（な、何これ!?　……ああ！　思い出した!!　あの設定資料集の裏表紙に載っていた言葉って『全クリ後、新たな世界が貴女を待っている』だ！　え？　その言葉の意味ってもしかして……ここはセシリアがヒロインになる裏ルートの世界なんじゃないの!?）

　そのあまりにもの考えに驚きよう愕がくし、じっと私を愛しそうに見つめながら手を差し出している皆を見た。

　するとその時、なんだか私の目に見えないはずの文字が見えたような気がしたのだ。その瞬間、私は思わず叫んでしまったのである。

「悪役令嬢はもちろんだけど……ヒロインなんてもっとお断りです！」

　こんなシステムメッセージが見えたような気がしたのである。




『どのルートを選せん択たくしますか？』
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　皆様はじめまして。蒼そう月げつと申します。

　この度私の作品を、ビーズログ文庫様から書籍化して頂くことができました。ありがとうございます。

　実は……最初に書籍化のお話を頂いた時は、もしかしてこれは騙だまされているのでは？　と疑うたがってしまいました。（どうもすみませんでした！）

　そもそも私は小さい時から物語を考えることが好きで、授業中でも空想に浸ひたっていることが多く、小学校の通信簿に『授業に集中するように』とよく書かれていました。

　そんな私が小説の投稿サイトに出会い好きなお話を投稿し続けていたら、まさかこのような形で本を出して頂けることになるとは思ってもいませんでした。とても嬉しく思っています。

　もともとこのお話は、最近流は行やりの悪あく役やく令れい嬢じよう物ものが無性に書きたくなったことからはじまり、内容も王道を意識しました。しかし思った以上にキャラ達が自由に動いてくれたので、書いていてとても楽しかったです。特にレイティアは、当初あて馬役のモブで一回限りの登場予定のつもりで書いていたのですが……意外と書きやすく、結局準レギュラーに昇格したキャラだったりします。

　この作品を皆様にも楽しんで読んで頂けていましたら、作者としてとても嬉しい気持ちです。

　さて最後になりますが、感謝の気持ちをお伝えさせて頂きます。

　とても美麗で素敵な絵を書いてくださった笹ささ原はら亜あ美み様。私を支えてくださった家族の皆さん、友人、さらには全くの初心者で右も左も分からない私に、何度も優しくアドバイスをしてくださった担当編集者様。そしてなんといっても、ここまで応援してくださりこの本を手に取って頂けた読者の皆様、本当に、本当にありがとうございました！










　本書は、二〇一八年にカクヨムで実施された「第四回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト」で特別賞を受賞した「乙女ゲームの世界で私が悪役令嬢!?　そんなのお断りです！」を加筆修正したものです。







電子書籍特典　書き下ろし短編

『白い戯れ』







　これはゲーム本編が始まる数カ月前……まだニーナと出会っていない頃の出来事である。
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「……寒っ！」

　ベッドで目を覚ました私はあまりの寒さに飛び起き、思わず声をあげてしまった。

「なんで今日はこんなに寒いの？」

　白い息をはきながら呟き、体を擦りながらガウンを羽織ると、ベッドから下りて窓際に近づく。そして隙間から光が差し込むカーテンをゆっくりと開くと、そこから見えた景色に感嘆の声をあげた。

「うわぁ～!!」

　なぜなら、一面真っ白な雪景色が眼前に広がっていたからだ。

「ああなるほど、どうりで寒いはずね。だけど……ここまでの積雪は、この世界に転生してから初めてかもしれない」

　そう思いながらも目の前に広がる光景に、段々とテンションが上がっていくのを感じた。




　少し遅めの朝食を終えると、さっそく私は厚手のコートにマフラーと手袋という完全防備をして、屋敷の中庭にある広場に独り躍り出た。ちなみにお父様とお兄様は大雪の中、苦労しながらも城に向かったようだ。

「さて……まずは何をしましょうか！」

　まだ誰も踏み入れていないフカフカの新雪を目の前にして、私は目をキラキラとさせる。

「よし！　やっぱりあれでしょう！」

　一番雪の深そうな場所まで移動し、私は手を大きく広げてそのまま前のめりに倒れ込む。そして顔面から全身にかけて雪の上に埋まった。

「ぷ、ふぁ～!!」

　すぐさま顔を上げて立ち上がると、目の前にできた自分の人型を見つめて満足げに笑みを浮かべる。

「うん、いいでき！」

　そう何度も頷いていたその時、突然後ろから押し殺したような笑い声が聞こえてきた。

「え？」

　驚いて振り返った私は、そこにいた人物達を見て、さらに目を見開いて驚いた。

「な、な、なんで皆さんがここにいらっしゃるのですか!?」

　そこにはカイゼルを始めシスラン、ビクトル、レオン王子、さらには『天空の乙女』の儀式を見るために長期滞在することになったアルフェルド皇子が揃って立っていたのだ。

　啞然としながら見つめている私のもとに、手のひらで口元を押さえながら笑いを堪えているカイゼルが近づいてきた。

「ふっ、相変わらずセシリアは見ていて飽きませんね」

「え？　どういうことですか？」

「普通の令嬢は、自ら雪に倒れ込むことなんてしませんよ。それもそんなに楽しそうに」

「っ！　見ていたのですね……そ、それよりも皆さんお揃いでどうしてここに？」

「……本当は私一人だけでセシリアに会いにくるつもりでいたのですが、途中でレオンやアルフェルドに見つかってしまいまして。さらにビクトルまでも護衛として加わりました。道中、シスランの馬車が雪で立ち往生しているところにも出くわし、仕方なく手助けしたあとそのまま揃って行く羽目になってしまったのです」

　カイゼルの説明を聞き、私は困惑の表情を浮かべた。

「そ、そうなのですか……と言いますか、わざわざこのような大雪の日にいらっしゃらなくても」

「このような大雪だからこそ、セシリアと暖かい部屋で二人きりになって雪景色を見ながら過ごしたいと思ったのです。……それがまさか、外に出てはしゃいでいるとは思いもしませんでしたが」

　苦笑いを浮かべながらセシリアの姿を見つめ、髪についていた雪を優しく払い落としてくれた。

「まあ、セシリアらしいと言えばセシリアらしいがな」

　呆れた声で私に話しかけながら、シスランはカイゼルの隣に立つ。

「シスラン……そんなに私の行動は変だった？」

「……べつに悪い意味じゃないからな」

「じゃあどういう……」

「姫らしく素敵だということです！　少なくとも私はそう思っております」

　真剣な表情でカイゼルの一歩後ろに立つビクトルが、私をじっと見つめてそう言ってきた。

「そうそう、セシリア姉様のその無邪気な感じが可愛いんだよね～！」

「いや、レオン王子に可愛いと言われましても……」

　天使のような微笑みを向けてきたレオン王子を見て、私はなんとも言えない表情を浮かべる。

（レオン王子の方が断然可愛いと思うんだけど……）

　まだまだ幼さの残るその顔立ちを見てそんなことを思っていると、レオン王子が視線を後ろに移し、今できたばかりの私の人型を見て目を細めた。

「…………あのまま雪で固めて持ち帰りたいな」

「えっ？」

「あ、ううん。なんでもないよ～」

　なんだかいつもと違う雰囲気に戸惑っていると、私の様子に気がついたレオン王子がすぐに明るい笑顔を浮かべる。一体なんだったのかと思いながらも、それ以上は聞くことをやめた。

　その時、手袋越しに頰を撫でられた。

「ひゃぁ!?」

　驚きの声をあげながら頰を押さえて飛び退くと、突然撫でてきたアルフェルド皇子を見た。そのアルフェルド皇子は、妖艶な微笑みを浮かべじっと私を見つめている。

「な、なんでしょう？」

「セシリアの頰がいつも以上に赤く色づいていたので、思わず触ってみたくなった」

「いや、ちょっと言っている意味がわからないのですが……」

　困惑の表情を浮かべながらも恥ずかしくなってきた私は、頰を両手で隠した。するとなぜか、皆して目尻を下げたのだ。

「ああ……私の婚約者はなんて可愛らしいのでしょうか」

「っ!!……俺としたことが不覚にも見とれてしまった」

「姫……なんと愛らしいのでしょうか」

「セシリア姉様！　可愛すぎ♡」

「……可憐なその姿、できれば私だけに見せてほしい」

　それぞれそんなことを言いながら、じっと私を見つめてくるので、なんだか落ち着かなくなってしまった。どうにかこの雰囲気を変えようとし、私はあることを思いついた。

「そ、そうだ皆さん！　せっかく集まったことですし、ここで雪合戦をしてみませんか？」

　私の提案を聞き、全員キョトンとした表情を浮かべる。

「セシリア……ユキガッセン、とはなんですか？」

「え？　知らないのですか？」

「え、ええ……知識不足ですみません」

　申し訳なさそうにしているカイゼルの様子に、視線を他の皆に向けると、揃って顔を横に振られてしまった。

（……この世界は日本のゲームだから、誰でも知っているもんだと思っていた）

　そう思いながらも知らないものは仕方ないと思い直し、私は簡単に雪合戦というものを説明した。




「……というわけで、この雪玉をぶつけられたら負けになります」

　私は地面の雪を手ですくい、両手で軽く丸めて皆に見せてみた。

「ルールはわかったが……それを当てられて本当に大丈夫なのか？」

　シスランが雪玉を見ながら怪訝な表情を浮かべているので、私はにっこりと微笑みながら振りかぶった。

「一度体験してみればわかりますよ！」

「ちょっ、お前、待て……ぐっ!!」

　狼狽えているシスランに向かって雪玉を投げつけると、見事に顔面にヒットしたのである。

「ふふ、どう？」

「……確かに痛くはないが、俺の了承を得てから投げろ！」

　眉間に皺を寄せながら眼鏡を外すと、顔に残った雪を払い落とし私をじろりと睨んでくる。

「そもそも本番では、相手の了承を得てから投げるような野暮なことはしませんよ」

「それぐらいわかっている！　ちっ、本番は覚悟しとけよ！」

　シスランの言葉に私が顔をニマニマさせながら楽しんでいると、スッと私とシスランの間にビクトルが割り込んできた。

「姫には一撃たりとも当てさせません！」

　真剣な表情でそう宣言する。

「いやいやビクトル、これはただのお遊びですよ？　守っていただかなくても大丈夫ですから。しかし……チーム分けはどうしましょう？」

　普通に考えたら六人いるので三対三に分かれればちょうどいいのだろうが、騎士団長という飛び抜けた身体能力の持ち主が一人いるので、それでは力バランスが悪い気もする。

「それなら、ビクトル対我々でどうでしょう？　正直ビクトルの投げる雪玉の威力が想像できませんので、ハンデを大きくしたいのです」

　カイゼルの提案にそれぞれが賛成の意思を示して頷く。だけど私は黙って考えてから静かに首を横に振った。

「さすがにそれは駄目です。いくらビクトルが強いからと言って、一対五は不公平過ぎます。そもそもそれではチーム戦にならないので面白くありません！　せめて二対四ぐらいでないと……」

「では、私は姫と組ませていただきましょう」

「え？」

　ビクトルの言葉に驚いて彼を見ると、何かを思いついた楽しそうな表情を浮かべていた。しかしすぐに他の皆がそれは駄目だと口々に言い出す。するとビクトルは珍しく口角を上げて笑い、突然私をお姫様抱っこしたのである。

「ちょ、ビクトル!?」

「そもそも私は一対五でも余裕だと思っていたのです。ですから皆様へのハンデとして、私は姫を抱き上げたまま皆様の攻撃から逃げてみせます。もちろん私は両手がふさがっておりますので一切攻撃はいたしません。その代わり私に一撃でも当てることができましたら、その時点で私の負けと認め、すぐさま姫を下ろし身を引きましょう」

「しかしそれでは、セシリアに当たってしまう可能性が！」

「カイゼル王子、私が姫を守れないとでもお思いですか？」

「……いえ」

　不敵に笑うビクトルを見てカイゼルは頰を引きつらせる。すぐさま他の男性陣を一カ所に集め話し合うと全員が揃って頷いた。

「わかりました。一撃でもビクトルに当てたら、セシリアを下ろしていただけるのですね？」

「ええ、約束いたします」

「正直今すぐにでも下ろしてほしいのですが……ビクトルの攻撃を防げるのは大きいですからね」

　不機嫌そうな顔で私とビクトルを見てくるカイゼルと、同じような表情を浮かべている他の皆に戸惑いながらも、結局このルールで雪合戦をおこなうことになってしまった。

（せめて私の意思を確認して欲しかったんだけど……）

　そう思いながらも、せっかく決まったことをわざわざ変えさせるのも面倒になり、私は大人しくビクトルに抱き上げられたままでいることにした。

　そうしてさっそく雪合戦が始まったのだが──。

　本当に雪の中を走っているのか疑問に思うほど、ビクトルは私を抱えたまま軽々と皆の攻撃を避けていく。

「ビクトル、すごいですね！」

「これぐらい私にはどうってことありません。むしろ足腰のいい鍛練になっております」

「そ、そうですか……」

　これを鍛練と言えるほど余裕のビクトルに呆れながらも、私は他の皆に視線を向けた。

　まずシスランは仏頂面で雪玉を闇雲に投げている。しかしよく見ると、的確にビクトルの先を読みその場所に向かって投げていた。どうやらビクトルの走る速度とシスランの投げる速度を計算して投げているようだ。だがビクトルは、その飛んでくる雪玉を瞬時に判断し、華麗に避けている。

　次にレオン王子は両手で持つほどの大きな雪玉を作り、近づいてきたビクトルに向かって魅了の威力を持つ天使の微笑みを浮かべた。その瞬間、ビクトルの動きが鈍る。

「僕がセシリア姉様を解放してあげるね♪」

　レオン王子は笑顔のまま、ビクトルの右腕に向かって持っていた雪玉を投げたのだが、ビクトルはすんでのところでそれを避けたのである。

　続いてカイゼルは前の団長から鍛えられていたこともあり、遅れながらも必死にビクトルを追っては次々と雪玉を投げるのだが、やはりずば抜けて身体能力の高いビクトルには当たらず。

　そしてアルフェルド皇子はというと、最初は頑張って追い駆けてはいたのだが砂漠の国出身ということで他の人より多く着込んでおり、そのせいか疲れてしまったようだ。今は我が家の侍女が用意した敷布に優雅に座っている。しかし時々、隙をみてはその場から雪玉を投げているようだ。

　そうして私というハンデをものともせず、余裕の表情で走り回るビクトルによってアルフェルド皇子を除く皆の表情には、段々と疲れの色が濃くなっていった。その様子を見て私はビクトルに顔を寄せ小声で話しかけた。

「…………で、お願いします」

「わかりました」

　ビクトルが頷くのを確認すると、手近の雪を摑んでいくつかの雪玉を作るとお腹の上に貯め込んだ。

「では行きます！」

「はい！」

　ビクトルは一気に駆け出すと、おそらく頭の中で計算しながら夢中で次なる雪玉を作っていたシスランに近づいた。そして私はシスランに向かって雪玉をぶつけたのだ。

「なっ!?」

「はい、シスランの負けです！」

　私の言葉に呆然としているシスランをその場に残し、今度は慌てているレオン王子のもとに移動した。するとレオン王子は、上目づかいで潤んだ目を私に向けてきたのである。

「セシリア姉様……僕に、当てるの？」

「うっ！」

　その表情に一瞬ひるんでしまった隙に、レオン王子は脱兎のごとく逃げ出した。それに反応したビクトルが素早く駆け出し、あっという間に追いつく。

「姫！」

「はい！」

　今度こそ逃がさないとばかりにレオン王子の背中に雪玉をぶつけた。

「はい、レオン王子も負けです！」

「そんな～」

　ガックリと肩を落としたレオン王子から、アルフェルド皇子に標的を移す。察したアルフェルド皇子は顔を引きつらせながら、慌てて立ち上がり屋敷の中に駆け込もうと走り出した。

「逃がしません！」

　そもそもビクトルの足に勝てるわけもなく、すぐにアルフェルド皇子に追いついた。

「アルフェルド皇子、覚悟です！」

「セシリアお願いだ。その美しい手から雪玉を離してくれないか？　代わりに私が温めてあげるよ」

　にっこり妖艶に微笑むと、雪玉を持っている手に触れようとしてきた。

「結構です！　そもそも手袋していますので暖かいですよ！」

　キッパリと言い放つと、差し出された手に向かって雪玉をぶつけた。

「はい、アルフェルド皇子の負けです！」

「……残念。皆の攻撃で疲れきったところをあわよくば狙うつもりでいたのだけれどね」

　私の言葉にアルフェルド皇子は苦笑を浮かべながら両手を上げて、降参の意思を示した。

「姫、最後の一人です」

「ええ」

　ビクトルと共にカイゼルを見ると、彼はいくつかの雪玉を腕に抱えながらこちらを見据え距離を取っていた。じりじりと間合いを取りながら私達は無言で見合い、そしてとうとう同時に走り出したのだ。

「ビクトル覚悟！」

　カイゼルが叫ぶと持っていた雪玉を、怒濤の連撃で投げてきたのである。それは普通に考えたら避けきれないほどの数と速度であり、同時に私を守ろうと必ずビクトルが身を挺すことを予想した攻撃でもあった。

　しかしビクトルは速度を緩めようとせず、私を抱えたまま腰を落とすと、そのまま雪の上をスライディングしてカイゼルの投げた雪玉の下をすり抜けたのだ。その時の私は、あまりのことに声をあげられず固まってしまう。

「姫、今です！」

「え？　あ、はい!!」

　ビクトルの声にハッと気がついた私は、見上げる位置にいたカイゼルに向かって至近距離から雪玉をぶつけた。

「はい、カイゼルの負けです！」

　そう宣言すると、こちらもまた驚きの表情で固まっていたカイゼルが何度も目を瞬かせてからガックリと肩を落としたのである。その瞬間、私達の勝利が確定した。

「ふふ、ビクトルやりましたね！」

「姫の素晴らしいコントロールのおかげです」

　そう言うとようやく私はビクトルの腕から下ろしてもらえた。

　そこにすっかり疲弊しきった皆が集まってくる。

「おい、そっちは攻撃してこない約束じゃなかったのか！」

　不満そうな顔でシスランが突っかかってきたが、私はニヤリとしながらこう言い返した。

「約束通りビクトルは攻撃していませんよ。だけど……私が攻撃しないとは一言も言っていませんよね？」

「くっ！」

　私の言葉に皆は悔しそうな顔で口をつぐんだのである。その様子を見て私はついつい笑ってしまった。すると皆の表情も緩み、自然とその場に笑い声が溢れたのだ。

　こうしてこの日は時間が許す限り皆と雪遊びをし、とても楽しいひとときを過ごしたのであった。
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本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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